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マブチグループは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



小型・軽量・高効率のモーターをコアに、

幅広い分野で「動き」のソリューションをご提供し、

人々の豊かな生活や産業の発展に貢献してまいります。

国際社会への貢献とその継続的拡大
当社の「経営理念」には、社会に対する貢献度を高め、世の中のためになくてはならない企業であり続けた
いという想いとともに、マブチグループに属するすべての人達が、「企業の一員として仕事を通じて社会貢
献に参画すること」、「人間だけではなく自然や環境、その他万物すべてを大切に思い、物質的な豊かさのみ
にとらわれない心の充実を得ることによって人間的な成長を遂げること」への想いが込められています。

経営基軸

経営指針

経営構想

経営理念恒久的に
変化しない考え方

短期的には
変化しない考え方

時代に応じて
変化する考え方

行動指針

経営理念

経営基軸

１． より良い製品をより安く供給することにより、豊かな
社会と人々の快適な生活の実現に寄与する

２． 広く諸外国において雇用機会の提供と技術移転を
行い、それらの国の経済発展と国際的な経済格差の
平準化に貢献する

３． 人を最も重要な経営資源と位置付け、仕事を通じて
人を活かし、社会に役立つ人を育てる

４． 地球環境と人々の健康を犠牲にすることのない企業
活動を行う

経営指針

マブチの経営ビジョン体系

経営理念に謳った「貢献」をどのように捉え、いかに具現化すべき
かを表したものであり、事業活動を通じて果たすべき大きな使命
を示したものです。

経営基軸

より多くの社会貢献に繋がる価値を創造し、健全な成長を遂げる
うえでの起点となる企業活動の指針を示したものです。

経営指針

職務を遂行する過程で起きる様々な困難や葛藤を乗り越え「更なる
成長を遂げる」ために共有すべき価値観を示したものです。

行動指針

「選択と集中をもとに組織力を結集し、容易に模倣できない“マブチ
らしさ”を継続的に発揮する」という構想のもとに事業活動を推進
しています。

経営構想

１． 汎用性を重視した製品を開発し、その最適生産条件を整備
する

２． 価値分析に徹した製品の開発改良と部品・材料の共通化を
徹底する

３． 高度加工技術とムダの極小化によるコストダウンを追求する
４．新市場を開拓し適正占有率を確保する
５． 適材適所による人材の活用と業務を通じた人材育成を行う
６． 環境負荷の極小化と安全の追求を基本とした企業活動を
推進する

７．長期安定的視点に立つ経営施策を推進する
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編集にあたって
当社は、事業を通じた社会的課題の解決や
サステナビリティの取り組みにより、持続可
能な社会の発展に貢献しています。本報告
書を通じて、企業市民としての社会的責任
を果たす姿勢や状況についてご説明し、す
べてのステークホルダーの皆様とのコミュ
ニケーションを充実させることで、より良い今後の活動を目指
しています。編集においては、経済産業省による価値協創ガイ
ダンスを参照しています。

見通しに関する注意事項
業績予想に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づい
ています。業績は、今後の様々な要因により見通しと異なるこ
とがあります。その要因のうち、主なものは以下のとおりです。

●為替相場の変動
● 当社の事業領域を取り巻く経済環境・需要動向などの変化
●環境規制の変化
●新技術・新製品などの急速な技術革新
●銅・鋼材・レアアース等の相場の変動

対象期間
2023年12月期（2023年１月１日～2023年12月31日）
一部対象期間外の情報も掲載しています。
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ۀͱۀࣄల։ͷྺݟʹ࢙Δ͍ߴऩӹੑͷݯઘ
小型直流モーターに特化して用途を多様化

小型直流モーターのパイオニア 

　マϒチϞーターのྺ࢙は、会社ཱલの1946年、ॳ社長のഅᔹ健一が高দでࡐڭ用
Ϟーターを開発した͜とに࢝まります。1947年にはੈքॳの高性അఙܕマάネットϞー
ターの開発にޭしました。当時の直流Ϟーターは電࣓コイルで࣓場をつ͘るのがৗࣝ
でしたが、ݻ定؍೦にとらわれͣখ͘͞するため、͞らに電のফを減らすためにӬ
石を使う͜とを発し、ͦの実現を果たしたのです。健一は、のちにೋ社長と࣓ٱ
なるఋのོ一ととに高性അఙܕマάネットϞーターをܕ用として生産・販売しま
した。電１本で１時間２時間回り続͚るϞーターは、͜の時ではߟえられない
のでした。

技術革新がもたらした用途の多様化と海外展開

　1960年、テープレコーμーのখܕ・軽量・コーυレス化
の動向にし、テープレコーμー用Ϟーターの開発にணख
しました。テープレコーμー用のϞーターには、Ϟーターの
回సを੩かでらかにする͜と、ফ費電流を10分の1にする
͜と、ण໋を50～100ഒにする͜とがඞཁでした。シϟϑト
の精度を高め、࣠受としてΦイルレスϕアリンάを使い、コ
ϛテーターとϒラシの点ٕज़をຏき上͛るといったٕज़ֵ
新とコスト減を行い、のちにテープレコーμー用市場でѹ
的に高いシェアをѲる͜とになる'.250シリーζの開発
にޭしました。͜のようにマϒチϞーターは、ٕज़ֵ新と
リーζφϒルな価格によってখܕ直流Ϟーターにお͚る用途
市場のଟ༷化を実現してきました。
　製品のൣғをখܕ直流ϞーターにߜりࠐΈ、用途市場の
ଟ༷化に取りΜできたのは、企業規のখ͞な当社がଞ
社を྇կする製品を生Έ出すため、ݶられたܦ営資源をখ
えߟ直流Ϟーターにू中する͜とがඞཁෆՄܽで͋るとܕ
てきたからです。

　また、ૣ期から日本国内͚ͩではな͘全ੈքの市場・お
٬༷への販売をࢹに入れて事業活動を展開する͜とで事
業の長を果たしてきました。ੈքの市場・お٬༷への販
売活動をੵۃ的に展開した結果、Ϟーター販売金額にめ
る海外比率は90%にୡしています。

標準化による高い収益性の実現

　1969年、Ϟーターの生産・販売規がٸに֦େする中で
େ量の生産ෆを生ͤ͡͞るが発生しました。ݪҼは部
品とΈཱて力がෆした͜とに͋りました。当時の؝۩
業քはカスタϜϝイυがৗࣝで͋り、お٬༷͝とに༷が少
しͣつ異なるଟछଟ༷のϞーターを生産していましたが、ク
リスマスઓ向͚にൟ期をܴえるՆ場に生産が破して
しまいました。ՃえてクレーϜ連続的に発生ͤ͞る事ଶと
なりました。
　͜のػة的な状況をଧ開するために、Ϟーターのඪ準化をਐ

めるܾҙをしました。ඪ準化の実現に向͚てお٬༷への͝આ明
を࢝めたと͜Ζ、は͡めにࢍ同して͘れたのがถ国最େखの؝
۩ϝーカーでした。ੈքの業քをリーυする同社は、ڝ૪のݫ
し͞をख़しており、ඪ準化の合理性を支࣋してͩ͘͞ったの
です。ੈքのリーデΟンάカンύχーからの支࣋を得て、ඪ準
化はيಓにっていきました。͜のようなಠࣗ性の͋るઓུに
よって、マϒチϞーターは࣋続的なڝ૪༏Ґをߏங・ҡ࣋・֦
େし、高いऩӹ性を実現する͜とができました。

˞ඪ準化ઓུについては、P.25を͝ࢀরͩ͘͞い。

経営の目的を社会への貢献に据えた経営理念

　1971年、͜れからߋに事業を展開してい͘ためには、ݻڧなܦ営ڞ同ମをங͘ඞཁが
͋り、ͦのためには、社員が৺からײڞできる理೦がෆՄܽで͋るとོ一はߟえ、ܦ営
理೦ʮ国ࡍ社会への貢献とͦのܧ続的֦େʯをࡦ定しました。
の的では͋りまͤΜ。一方で、当社はۃڀ営のܦ営理೦のとにおいて、利ӹはܦ　
利ӹをとて重ࢹしています。利ӹとは社会やお٬༷への貢献の結果として企業にた
ら͞れるので͋り、利ӹは企業の社会への貢献度をࣔすࢦඪで͋るとߟえているから
です。また、利ӹは社会への貢献度をߋに高めるためのエネルギー源です。社会への貢
献度を高め、結果として利ӹが૿Ճし、ߋにྑい事をして貢献の度合いをେき͘して
い͘という॥環をܧ続してい͘企業は、時や国をえて人ʑに支࣋͞れ、ෆ໓の使
໋を与えられるとߟえています。

　ܕ用でখܕ直流Ϟーター事業の地าをஙきながら、市場規がよりେきい؝۩用途
市場へのਐ出をࢼΈ࢝めました。当時、؝۩の動力はθンマイやϑリクションでした。
ͦうした動力では、؝۩はす͙に止まってしまいます。ͦ͜で２人は؝۩用Ϟーターを
開発し、1953年、౦ژの؝۩製で͋るଜトーイ社に売りࠐΈました。ଜトー
イ社がアϝリカの؝۩όイϠーにϞーター؝۩のサンプルを見ͤたと͜ΖをΉいてڻき、
͜れがଜトーイ社への高性അఙܕマάネットϞーターの販売開࢝につながりました。
生産・販売数量はେき͘৳び、日本にお͚る؝۩業քの中৺地・౦ژにਐ出、ଜトー
イ社のݿの２֊を間आりし場にしました。ͦの後、1954年1 月18 日、౦ژՊֶ業
。式会社をઃཱ、マϒチϞーターは͜の日をཱの日としていますג

　ཱ当時、当社Ϟーターのओな用途で͋った輸出用のࣗ動ंの؝۩は、当時の一ൠ的
な日本のࢠͲたちがങえるஈでは͋りまͤΜでした。ͦのため、Կとかして日本の
力なϞーターをつ͘Ζうとܾҙし、ϞーターڧでܕͲたちがങえるようなஈで、খࢠ
のコストを120円からθンマイฒΈの20円まで下͛な͚れとߟえましたŇ当時のϞーター
のओཁ部ࡐで͋る࣓石には、アルχコ࣓石という高価なࡐ料が使われていたため、より
安価なϑェライト࣓石を使ったϞーターの開発に取りΜͩのです。ͦの結果、アルχ
コタイプと同等性のϞーターを分の重量と20円のコストで実現した'タイプϞーター
の開発にޭ、1958年から生産を開࢝しました。͜の'タイプϞーターは、当時のプラ
ϞデルϒーϜにのり、ʮマϒチʯの名が一ൠにられるようになりました。

高性അఙܕマάネットϞーター

ϑェライト࣓石を使った
'タイプϞーター

౦ژՊֶ業ג式会社

ϞʔλʔʹࠐΊΒΕ͍ͨ
　マブチモーターは、一人の模型少年が抱いた夢から
始まっています。幼少時よりものづくりが大好きだっ
た初代社長である馬渕健一は、模型飛行機や船をつく
り、それを動かす様々な工夫をしました。小学6年生の
時に、アルコールランプを使った蒸気船の模型をもっ
と早く動かそうと燃料にガソリンを使ったところ、そ
れが引火して大やけどをしました。その時、世の中の

子どもたちに、安全で楽しめる動力をつくろうと考え、
のちのモーターづくりにつながりました。 
　1946年、健一は「これからの日本をつくるには、科学
教育を盛んにしなければいけない」という思いから、学
校教材用のモーターをつくりました。それがスクール
モーターです。 このように当社の教育支援は、創立前
から脈々と受け継がれてきたものです。

マブチモーターのアイデンティティー
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　マϒチϞーターは、খܕ直流Ϟーターにಛ化した事業を展開し、খܕ・軽量・高効率化に関するٕज़的なڧΈを有してい
ます。当社は、؝۩・ܕ用途から事業を࢝め、1960年より実用向͚Ϟーターに、1970年からࣗ動ं電ثػ用Ϟーター
にࢀ入しました。時と社会のม化にԠ͡て、ඪ準化ઓུによってたら͞れる高い品࣭、ѹ的なコストڝ૪力及び安定
したڙ給力をڧΈに、当社の貢献ྖ域を֦େͤ͞、用途市場ผの売上ߏ比ม化してきました。

・軽量・ܕによる事業ϙートϑΥリΦのਐ化を実現するため、当社製品のখڙ続的な長と、より付Ճ価の高い製品のఏ࣋　
高効率といったಛ長や、リーζφϒルな価格と安定したڙ給力といったڧΈを活かͤるྖ域として、電動化によるCO2排出量削
減や人खෆのղফに貢献するʮ.oCJlJtZ（ϞビリテΟ）ʯ、ʮ.BchJneSZ（マシーφリー）ʯ、また、人ʑの健康に貢献するʮ.eEJcBl（ϝ
デΟカル）ʯを３つの. ྖ域として定ٛし、長分としてͦの取りΈをՃͤ͞ています。従དྷのϒラシ付Ϟーターによる
用途の֦େにՃえ、Ϣχット対Ԡを含ΉソリϡーションఏҊや֤用途にదしたϒラシレスϞーターの開発と販売をਪਐしています。

貢献ྖ域֦େのي 3つの . ྖ域への取りΈ

価格が重͞ࢹれる日本の؝۩市場でし
たが、ը期的な動力で͋るϞーターを得
た͜とにより電動؝۩の開発がٸにਐ
Έ、ついには高؝ڃ۩の名ࢺとなって
海外への輸出量૿ٸしました。 う͜し
て当社のϞーターは日本؝۩業ք、ͻい
てはੈքの؝۩生産とࢠͲのָしΈに
େきなֵ໋をたらしました。

業քに۩؝
ֵ໋をたらしたϞーター

Իڹ・ө૾ثػが売上の34％をめ、次い
でՈ電・۩が29％、؝۩・ܕは27％と
なり、用途のଟ༷化が格ஈにਐΈました。ࣗ
動ं電ثػ用途については、1975年にϛ
ラー用、1981年にυアロック用Ϟーターにࢀ
入し、現ࡏではϛラー用で̔割以上、υアロッ
ク用で７割以上のੈքシェアを有しています。

用途のଟ༷化がਐ展

ϛϥʔ༻Ϟʔλʔ

'λΠϓϞʔλʔ

ϚγʔφϦʔ
マシーφリーྖ域では、生産現場において、
当社Ϟーターをަ流電源で動ͤ͞࡞るコント
ローラーをಋ入する͜とでϑΝクトリー・Φー
トϝーション向͚の販売を֦େします。
また、産業用ύϫーπールに、マϒチエレク
トロマάの高回సϞーターを֦販します。
͞らに、当社のҠ動ମ用Ϣχットの水性を
活かし、ػ۩やࣳמりػ用等の販売֦େ
していきます。

Machinery
1950年

ୈ１ੈのύϫーインυ用Ϟーターを発売以དྷ、次ʑとখܕ・軽量化のਐΜͩ新
ੈ製品を開発・販売し、ύϫーインυ用途への本格ࢀ入を果たしました。খܕ・
軽量・高効率化を実現するٕज़力ととに、ඪ準化ઓུによるリーζφϒルな価格
ධ価͞れ、ύϫーシート用をは͡めࣗ動ं電ثػ用途の販売がେき͘ 長しました。

ࣗ動ं電ثػ用途の販売֦େ
ύϫʔΠϯυ༻

Ϟʔλʔ

1989年

Ϟーターの回స度を一定に保つʮ電ࢠガόφーʯというஔをつ͚たʮ電
・ڹガόφーϞーターʯを発売し、性・価格໘で高͘ධ価͞れ、Իࢠ
ө૾ثػ市場にマϒチϞーターの名をらしめる͜とになりました。

Իڹ・ө૾ثػ用
Ϟーターの市場を席ר

Ψόφʔࢠి
Ϟʔλʔ

1975年

用途へのґଘから٫するた۩؝
め、当時生産量が૿ٸし࢝めたテー
プレコーμー用Ϟーターの開発にண
ख。性・価格とに高͘ධ価͞れ
るϞーターの開発にޭしました。
実用向͚Ϟーターへのਐ出により、
従དྷ以上に高度な製品開発や生産
ମ制、品࣭保ূに対Ԡできるように
なりました。

実用向͚Ϟーターへのਐ出

ςʔϓϨίʔμʔ༻
Ϟʔλʔ

1960年

1981年

ϝσΟΧϧ
ϝデΟカルྖ域では、マϒチΦーケンとのڞ
同開発によるখܕϙンプϢχット製品や、マ
ϒチエレクトロマάとのڞ同開発による人
用Ϟーターの新製品開発及び֦販をਐثٵݺ
めます。また、άループ会社と販࿏を方に
活用し、外Պखज़向͚ύϫーπール用Ϟーター
の֦販ਪਐします。

Medical
ϞϏϦςΟ
ϞビリテΟྖ域では、"G7（ແ人ൖ送ं）、
֊ஈঢ߱ػ、アシストࣗసंやシχアカー等
の、ී͘及しているখܕϞビリテΟ向͚に
当社のҠ動ମ用Ϟーターの販売を֦େします。

Mobility

20232020201020001990198019701960195919581957195619551954

用途ผϞーター販売金額のਪҠ

ライϑ・インμストリーثػ

Ո電・؝・۩۩ଞՈ電・۩・ͦのଞ

ࣗ動ं電ثػ精ີ・事務ثػ

Իڹ・ө૾ثػ実用向͚

ܕ・۩؝

 ˞1981～1998年まで؝۩ܕ・Իڹө૾・精ີ事務・ࣗ動ं電・Ո電۩の５分ผ開ࣔ。
　 1999年から2013年まで、؝۩ܕ向͚をՈ電۩向͚へ౷合し、用途順をมߋ。
　2014年からライϑ・インμストリーثػ向͚とࣗ動ं電向͚の２分で開ࣔ。

1���ԯԁ

2023
ച্ߴ

社会貢献のྺ࢙と͜れからの事業展開
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時代と共に変革を遂げ、
社会に貢献し続ける

　当社は2024年1月18日をちまして、ཱ70प年をܴえ

ました。ࢲたちマϒチϞーターは、ৗにઓとֵ新を続͚

ながら、ܦ営理೦に͛ܝるʮ国ࡍ社会への貢献とͦのܧ続

的֦େʯを実ફし、খܕ・軽量・高効率のϞーターを༷ʑ

な用途にఏڙする͜とで、෯い分で人ʑのらしの利

ศ性、շద性及び安全性の向上に貢献してまいりました。

　ա10ڈ年間では、従དྷのඪ準化ઓུをਐ化ͤ͞た用途

ผඪ準化を展開し、ࣗ動ं電ثػ分にお͚る貢献をେ

き֦͘େしました。͞らに、ถभのϝΩシコ及びԤभのϙー

ランυに生産拠点をઃཱし、地産地ফのਪਐによるڙ給ମ

制のڧ化及び製品輸送時のCO2排出量の削減を同時に実

現するੈք５ۃ事業ମ制をཱ֬しています。

　ͦして2021年からの3年間において、当社はʮ長期ܦ営

方ʯに͛ܝるʮ全ステークϗルμーへのͤへの貢献の

し、2023年を最終年度とする中期ࢦ続とͦの֦େʯをܧ

営計ըに取りΜでまいりました。ͦして３つの.ྖ域（Ϟܦ

ビリテΟ、マシーφリー、ϝデΟカル）を新たな貢献ྖ域と

して、ϒラシレスϞーター及びϞーターをΈࠐΜͩϢχッ

ト製品に本格ࢀ入しています。また、当社のϞーターは

খܕ・軽量でエネルギーม効率が高͘、Ϟーターをࡌ

する͋らΏるثػの軽量化やলエネルギー化の実現がՄ

で͋り、CO2排出量の削減において貢献を֦େしています。

　現ࢲ、ࡏたちはٸなٕज़のਐ化と市場のม化に直໘し

ています。ࣗ動ं産業をは͡めとする༷ʑな産業で、電動

化やࣗ動化のがԡしͤدています。ͦうしたม化を見ա

͝す͜とな͘、ੵۃ的に取りΜでい͘ඞཁが͋ります。ͦ

のため、当社は͜れまでϞーターઐ業ϝーカーとして、Ϟー

ター୯ମの販売を中৺として事業を展開してまいりましたが、

高品࣭なϞーターをコアとしつつ、制ޚやϢχット含Ήʮ動

きʯのソリϡーションをఏڙし、新たな価をする方

向へとେき͘を切ります。ͦのʮ動きʯのソリϡーション

をఏڙする会社としてμイφϛックに事業ϙートϑΥリΦを

ਐ化ͤ͞る͜とをࢦし、2030年を最終年度とする７カ年

のʮܦ営計ը2030ʯをࡦ定しました。ܦ営計ը2030では、

財務ࢦඪ及びະ財務ࢦඪの方を高める͜とで企業価を

向上し、ཱ以དྷେ切にしてきたʮ社会の公ثとしてଘࡏ

し貢献し続͚る会社ʯで͋りたいといういを実現すべ͘、

取りΜでまいります。

　会社のมֵに͋たっては、ʮඪ準化ઓུʯをは͡めとする

マϒチϞーターのڧΈを、よりݻڧなのにする͜とが重

ཁで͋るとߟえます。当社が取りΉ͜と、取りまない͜

とを取ࣺબし、取りΉྖ域においてはお٬༷や社会の

χーζをຬたす価をఏڙするためにػをߜりࠐΈ、当

社のඪ準Ϟーターをコアとしたʮ動きʯのソリϡーションの

ఏڙをࢦします。当社のఏڙするソリϡーションによって、

お٬༷はٻめていた価をリーζφϒルにखにする͜とがで

き、ͦうしたお٬༷が૿えてい͘͜とによってඪ準品をより

ଟ͘活用いた͚ͩるというʮඪ準化ઓུʯの॥環を生Έ

出し続͚ていきます。

　事業環境はৗにෆ透明で͋り、E7 市場の状況や見通し

が͜の1年でେき͘ม化するなͲ、短期間で事業環境がม

化しています。ͦうしたม化にॊೈに対Ԡするための開発・

ௐୡ・生産・販売ମ制のߏங՝としてೝࣝしており、

化に͋ڧ営基൫のܦ。化をਤってまいりますڧ営基൫のܦ

たっては、.�"や外部ఏܞなͲの外部リソースの活用にੵ

的に取りΜでい͘͜ۃ とがඞཁで͋るとߟえており、কདྷ

の長をՃするために効率の高い投資を行い、社会への

貢献の結果としてのա利५を生Έͩし、長期安定的なג

ओؐݩを実現してまいります。

ओ・投ג、たちマϒチϞーターは、ઓとֵ新を続͚ࢲ　

資Ոのօ༷、お٬༷、お取引ઌ༷、地域社会のօ༷とと

に、新たなະདྷを切りいていきます。ࠓ後一の͝支

ԉをࣀりますようよΖし͘おئいਃし上͛ます。

マブチモーターの経営理念と貢献領域

市場の変化に伴う
事業ポートフォリオの変革

代表取締役会長 大越 博雄

会ϝοηʔδ
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ー����ʹൃදͨ͠ܦӦܭը����ͷ֓ཁΛͯ͑͘ڭ ͩ

͍͞ɻ

　当社はࠓ年、2030年を最終年度とするܦ営計ը2030を

発表しました。ܦ営計ը2030では、当社のߟえる企業価

をʮマϒチϞーター・όリϡー・ϙイント（.7P）ʯとして表し

ます。2030年のガイμンスୡによって得られるϙイント

を100ϙイントとઃ定し、֤ 年のୡ率を見ながら、,PIと

して定める財務ࢦඪとকདྷの財務に貢献するະ財務ࢦඪの

方を高めるためのվળࡦへの取りΈを通͡て、企業価

の向上をਤります。

　財務ࢦඪは、売上高3,000ԯ円、営業利ӹ率15％以上、

3OIC12% 以上と非ৗにチϟレンδンάなඪとなってい

ます。以લは３カ年の中期ܦ営計ըをࡦ定していましたが、

点に基ͮき、よりμイφϛックなトランスϑΥーࢹ回は長期ࠓ

ϝーションを実現するため、対象期間を７カ年とする比ֱ

的長期のܦ営計ըとしています。ઃ定したチϟレンδンάな

ඪのୡに向͚て、会社がࢦすべき方向性を明֬にし、

֤部・֤ 拠点の全社員が一ମとなって取りΉべき՝

やඪをڞ有し、όックΩϟストで֤ࡦࢪを検౼・行して

います。͜ れにより、৫全ମのҙࣝ౷一とϞチϕーション

向上をਤるととに、外部環境のม化にॊೈに対Ԡできる

৫力のڧ化につながるとߟえています。

　ະ財務ࢦඪのઃ定に͋たっては、2023年まで取りΜͩ

サステφビリテΟ中期ඪのマテリアリテΟを見直し、ʮ地ٿ

環境を٘ਜ਼にする͜とのない企業活動ʯʮ๛かな社会と人ʑ

のշదな生活を実現するのͮ り͘ʯʮすべての人が活躍で

きる環境の実現ʯʮ社会的の行ʯの4つのマテリアリテΟ

をઃ定し、当社の社会への貢献度をଌるためのࢦඪ、また

当社がάローόル企業としてよりڧいܦ営基൫をඋえ࣋続

的に長するためのࢦඪとして、8つのࢦඪをઃ定しました。

　ඪୡに向͚た۩ମ的なアクションプランをࡦ定し、

定期的なਐ管理を行う͜ とでܦ営の透明性を高め、ステー

クϗルμーのօ༷に対して、当社のビδョンやઓུに対

する理ղと৴པをਂめていた͚ͩるのとࢥいます。

දऔక社 �పڮߴ

ー����Λ࠷ऴͱͨ͠தܦظӦܭըͱ����࣮

ͷৼΓฦΓΛ͓ฉ͔͍ͤͩ͘͞ɻ

　2023年に終ྃした中期ܦ営計ըは2020年の終わりにཱ

Ҋしたのですが、計ըཱҊ当時にはコロφՒによるӨڹ

が長きにわたるとは༧ଌできͣ、લ中計期間のଟ͘の期間

において、ফ費のやサプライチェーンのࠞཚ、ಋମを

は͡めとする部品ෆによるࣗ動ं生産の制ݶ、地政ֶリ

スクの高まりとエネルギーコストやࡐݪ料価格の高ಅといっ

た非ৗにݫしい事業環境に見われました。当社の一部拠

点で新ܕコロφイルスのײછ֦େ止のためのロック

μンにより、数ϱ月間にわたり生産が制͞ݶれる状況に直

໘した時期͋りましたが、άループ一ؙとなってࠔを

り切り、お٬༷へのڙ給を果たし、ͦ の安定したڙ給力

をお٬༷より高͘͝ධ価いたͩ͘ととに、֤ 拠点・֤ 部

の連ܞがよりݻڧなのとなりました。

　લ中期計ը最終年度の2023年は、ࣗ 動ं生産の回復に

Ճえंࡌछが֦େした͜とによりࣗ動ं電ثػ市場向

͚の販売が૿Ճし、ライϑ・インμストリーثػ市場の一部

用途にお͚るݸ人ফ費のにう減少をカόーし、売上

高はલ期比14.0％૿Ճの1,786ԯ６千３百万円でした。営

業利ӹは、価格վ定やプロμクトϛックスվળの効果にՃえ

円安のӨڹ͋り、લ期比43.5％૿Ճの155ԯ3千6百万円、

営業利ӹ率は8.7％でした。3OICは、ڙ給を果たすた

めに平ৗ時をେき͘上回るݿࡏをઓུ的にੵΈ૿した͜と

等により5.7％となりました。中期ܦ営計ը業ガイμンス

の売上高年平均長率̔～10％に対しては実が15％と

なりୡしましたが、営業利ӹ率15％以上及び 3OIC12％

以上についてはະୡとなりました。

　当社は、ܦ営理೦ʮ国ࡍ社会への貢献とͦのܧ続的֦େʯ

において、社会やお٬༷への貢献の結果として得られるʮ利

ӹʯをとて重ࢹしており、利ӹは社会への貢献度をࣔすࢦ

ඪで͋るとߟえています。ม化がܹし͘ݫしい事業環境にお

いて、安定した高いऩӹ性を֬保するため、新たな長に

向͚た事業ϙートϑΥリΦのਐ化とͦれを実現するܦ営基

൫のڧ化をਤりたいとߟえています。

������݄ٴظͼதܦظӦܭըͷৼΓฦΓ

マブチモーターの
強みを活かして
新たな領域へと事業を広げる

ը����ͷϙΠンτܭӦܦ

ը2030ܭӦܦ

ΊΔ͜ͱʹΑΓߴඪͷํΛࢦࡒඪͱະࢦࡒ
ࣾͷ͑ߟΔۀاՁʮ.71ʯͷ্Λ目͢ࢦ

売上高・営業利ӹ率・3OIC・サステφビリテΟ
ඪの֤ࢦඪの実を2030年ガイμンスの֤
֤、算の上ඪと比ֱしたୡ率にࢦ 25％にҊ
分し、ϙイントを算出

ϚϒνϞʔλʔɾバϦϡʔɾϙΠンτ�
	.71˞�
ը����ガΠμンスܭӦܦ

（���������）

˔�ച্ߴɿ
����ԯԁ

˔�Ӧۀརӹɿ
��ˋҎ্

˔�30*$ɿ
��ˋҎ্

˔�$0�ഉग़ྔݮ（スίʔϓ Ŋ̍̎）
˔��αスςナϒϧϓϩμΫπͷ
ɹ�ച্ߴ
˔��S%GTʹ͢ݙߩΔ༻్ͷച্ߴ
˔�ঁੑཧ৬ൺ
˔�άϩʔバϧۈऀݧܦ
ͷۀɾग़લतࣨڭ࡞͚Ͳࢠ��˔
Ճऀࢀ���
˔�࿑ಇࡂ
˔�ਓ্ݖͷॏେϦスΫ݅

˞1  ະ財務ࢦඪɿ人的資本なͲのແܗ資産で現ࡏはະͩ財務的に貢献していないが、ະདྷの業にد与するࢦඪで͋り、当社にとって財務ࢦඪ同༷に重ཁなため、ʮ非
財務ࢦඪʯではな͘、ʮະ財務ࢦඪʯと表現する

˞2 .7Pɿ財務ࢦඪ及びະ財務ࢦඪをϙイント化し、֤ 年の実を定量化

ඪࢦࡒ ະࡒࢦඪ˞1

ͮ͘جʹ༧ۀ
����ͷ.71

���� ����

����1t�
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ーܦӦܭը����ͰɺߋͳΔݙߩͷ֦େΛ͠ࢦɺϞʔ

λʔΛίΞʹ͠ͳ͕Βʮಈ͖ʯͷιϦϡʔγϣンΛఏ͢ڙΔ会

社ͱͯ͠ਐԽ͢Δ͜ͱΛ͓ͯ͛ܝΓɺͦ ͷத৺ͱͳΔίンη

ϓτͱͯ͠ ʮe�.050（ΠʔϞτ）ʯΛൃද͠·ͨ͠ɻ

　e-.OTO は、電ؾで動͘͜とをҙຯするʮelectSJcʯと、

Ϟーターのޠ源で͋りʮ動きを与えるʯをҙຯするラテンޠ

のʮmotoʯをΈ合わͤ、2030年に向͚て当社のఏڙ価

をʮ動きʯと定め、ඈ躍的長をࢦす、という事業コンηプ

トです。当社は͜れまで、Ϟーター୯ମでのビδネスを基本

としていましたが、お٬༷からϢχットでのఏڙを͝ཁい

たͩ͘ケースが૿えており、ࠓ後は回సにཹまらないଟ༷な

動きを、制ޚやϢχット対Ԡ等を含Ήソリϡーションとして

ఏڙする͜とをࢦします。ͦ のため、Ϟーターのछྨを૿

やす͜とにՃえ、制ޚやϢχットといったビδネスྖ域の֦

େに͋たっては、.ˍ"や外部ఏܞをੵۃ的に活用してい͘

方です。2024年６月には、ԭマイクロٕ研の事業֫得を

発表しました。͜ れにより、ステッϐンάϞーターをは͡め、

ロータリーソレϊイυ等の当社が保有していなかった製品ラ

インφップや、ͦ れらの製品開発力が֦େする と͜になります。

またେखのお٬༷との安定したお取り引きが͋り、販࿏֦େ

の໘から期しています。

　e-.OTOにより事業ྖ域が֦େする と͜で、当社Ϟーター

を採用いたͩ͘ػ会が૿え、ඪ準品Ϟーターをよりଟ͘販売

する͜とにつながり、当社のڧΈの源ઘで͋るඪ準化ઓུが

よりݻڧなのとなります。またඪ準化のߟえ方を、.ˍ"

によりάループにܴえ入れる企業のઓུやϢχット製品にま

で͛る͜とで、ビδネスのڝ૪力をߋにڧ化していきます。

ー�ͭͷ.ྖҬΛத৺ʹɺe�.050ઓུʹΑͬͯ Λ֦ۀࣄ

େ͢Δ্ͰͷܦӦ՝ΛͲͷΑ͏ʹೝࣝͯ͠ ͍·͢ ʁ͔

　新しいྖ域でビδネスを֦େするࡍに重ཁなのは、当社

のڧΈを活かͤるྖ域を見ۃめると同時に、新しい用途に

お͚る製品開発やͦの量産準උに͋たって、ͦ のਐめ方や

断࣠をมえてい͘͜とです。͜ れまではϒラシ付Ϟーター

にߜった事業展開でしたが、ࠓ後はϒラシ付にݶらͣϒラシ

レスϞーターやϢχット製品にまで෯を͛てい͘͜ とから、

社内で運用している事業断のガイυラインେき͘見直し

ました。

　生産໘では、େ量生産を見ӽして一ؾにେܕのઃඋをಋ

入するのではな͘、طに保有するઃඋから活用できるのを

見ۃめ、ஈ֊を౿Μ֦ͩ張を行うඞཁが͋ります。また、ࣗ

社で内製する部分と外部ఏܞを活用する部分とを断し、う

ま͘外部ఏܞを活用してい͘ඞཁが͋ります。当社の高い内

製比率はڧΈのͻとつですが、内製の͋り方について検౼

がඞཁで͋るとߟえます。͜ れまではͦれͧれの場で部品

を製しϞーターをΈཱてて出ՙする͜とを基本としてい

ましたが、ࠓ後、Ϣχット化をਐめるࡍに、制ޚ用の基൫や

ギアのようなϢχット部品の製ఔをすべての生産拠点

に新たにઃ͚るとݻ定費が૿えてしまい、投資回ऩに長期間

をཁしてしまいます。ఔやアイテϜによって場のಛ৭を

つ り͘、リスクを回ආしながらうま͘拠点間を連ͤ͞ܞてい͘

͜とが、͜ れからの生産管理には重ཁになるとߟえており、

͜、験を活かしてܦわってきた生産管理のܞが長͘ࢲ れから

のマϒチϞーターの新たな生産ମ制をߏஙしていきたいと

。いますࢥ

ίンηϓτʮe�.050ʯۀࣄ

ーࡒࢦඪͷ͏ͪɺಛʹച্ߴ����ԯԁඇৗʹ͍ߴ

ඪͰ͕͢ɺͲͷΑ͏ʹୡ͢ΔͷͰ͠ΐ͏ ʁ͔

　当社は現ࡏ、売上高の̔割がࣗ動ं電ثػ用、２

割がライϑ・インμストリーثػ用という事業ϙートϑΥリ

Φになっています。͜ のϙートϑΥリΦを2030年にはͦれͧ

れ6ɿ4の比率にしたいとߟえており、ඪとする売上高3,000

ԯ円のうち、ࣗ 動ं電ثػ用は1,800ԯ円、ライϑ・イ

ンμストリーثػ用は1,200ԯ円という͜とになります。

　ࣗ動ं電ثػ用については、2023年の売上高が1,400

ԯ円でしたので、400ԯ円΄Ͳ৳すイϝーδになります。

ࣗ動ं電市場のうち、ϛラー及びυアロック用等、マーケッ

トシェアの比ֱ的高い製品が中৺のখܕ電は、ࣗ 動ं市

場の長にいண実に売上を֦େするととに、༷ ʑな電

動化χーζに対Ԡし新製品を֦販していきます。ύϫー

インυ（PW）用やύϫーシート（PS）用といった中ܕ電

においては、ࣗ 動ं市場の長を上回る長をࢦしてお

り、当社のάローόルで安定的なڙ給力とখܕ・軽量・高品

࣭の製品をお٬༷から͝ධ価いたͩき、ंࡌछの֦େや

ଞ社からの切り替えがਐΜでいます。PW 用はถେखࣗ

動ंϝーカーのうち3社への量産出ՙを2025年より༧定

しています。PS用では、市場へのࢀ入当ॳはԤभେखϝー

カー向͚の販売が中৺でしたが、日ܥେखϝーカー向͚の

出ՙが2023年から࢝まり、ࠓ後採用が֦େする見ࠐΈで、

PW及びPS用とに、2030年までのできる͚ͩૣ期にマー

ケットシェア20％をୡしたいとߟえています。

　新しいྖ域として、ಛに長を期しているのはE7のサー

マルコントロールを的とするόッテリーྫྷ٫のためのόル

ϒ用Ϟーターです。従དྷから販売してきた内燃ػ関向͚の

όルϒ用Ϟーターをόッテリーྫྷ٫用にͦのまま使用する

͜とができます。͜ れにՃえて、ࡉか͘流࿏を切り替える͜

とがՄな౷合ܕのϒラシレスϞーターϢχットを開発中で、

2024年中には出ՙ開࢝の༧定です。ࠓࡢではE7化の流れ

に減が見られていますが、長期的なトレンυではੈք中で

E7化がਐΉ͜とは間違いな͘、͜ のม化により生まれるチϟ

ンスをಀͣ͞、֬ 実に長へとつな͛たいとߟえています。

　ライϑ・インμストリーثػ用は、2023年の売上高が386

ԯ円でしたので、͜ れまでの延長上ではඪをୡできまͤ

Μ。લの中計期間中から力してきた3つの̢ྖ域（Ϟビリ

テΟ、マシーφリー、ϝデΟカル）にお͚る取りΈをՃ͞

ͤていきます。ϞビリテΟでは、アシストࣗసंやシχアカー

用等のҠ動ମ用Ϟーターを֦販します。マシーφリーでは、

生産現場において、当社Ϟーターをަ流電源で動ͤ͞࡞る

コントローラーをಋ入する͜ とにより、ϑΝクトリー・Φートϝー

ション向͚の販売֦େをࢦします。また高回సをಛ長と

するマϒチエレクトロマάのϞーターを、ҩྍ用͚ͩではな͘、

産業ثػ用にఏڙし実が上がっており、ߋなる֦販をਐ

めます。ϝデΟカルでは、高ࣃڃϒラシ用をは͡めとするط

ଘ用途向͚の֦販にՃえ、マϒチエレクトロマάやマϒチΦー

ケンとのシφδーを֦େし、Ϣχット製品の֦販をਐめます。

ച্ߴ����ԯԁͷୡʹ͚ͨऔΓΈ

���� ����ガΠμンス

ച্ߴ

Ӧۀརӹ

ച্ߴ

Ӧۀརӹ����ԯԁ

����

����ԯԁ

���Ҏ্

Mobility
˔��アシストࣗసंやシχアカー用等、

Ҡ動ମ用Ϟーターの֦販
˔�E7 向͚όッテリーྫྷ٫水όルϒ用

Ϟーター及びϢχットの֦販

Machinery
˔��ަ 流電源に対Ԡしたۦ動回࿏を開発

し'"向͚に֦販
˔��マϒチエレクトロマάの高回స

Ϟーターを産業向͚ύϫーπール用
に֦販

˔��ػ۩やࣳמりػ用の֦販

Medical
˔��খܕϙンプϢχット製品の֦販（マ

ϒチΦーケンとのڞ同開発）
˔��人ثٵݺ用Ϟーターの新製品開発

及び֦販（マϒチエレクトロマάとの
（同開発ڞ

˔��外Պखज़向͚ύϫーπール用Ϟーター
の֦販

3ͭͷ.ྖҬ

ೖ ྗ
ඪ
४
Խ
ઓ
ུ
の
ద
༻
ྖ
Ҭ
֦
େ

.�"・ఏܞ等を
検౼・実行するྖ域 ࣗ社の৫力をपลྖ域に֦େ

お٬༷のٻめるʮ動きʯを
ఏڙしŊ 社会とお٬༷の

՝ղܾに貢献

マϒチ
エレクトロマά

.�"・ఏܞ等を
検౼・実行するྖ域

マϒチ
Φーケン

マϒチϞーター

 ୡ ޚ ੍ ಈ ྗ Ϣχοτ ग़  ྗ�ಈ͖ͷग़ �

Ҭ֦େྖۀࣄͮ͘جʹίϯηϓτʮe-.OTOʯۀࣄ

3ͭͷ.ྖҬ

Mobility

Machinery

Medical

E7、"G7・".3、ύーソφル
ϞビリテΟ用Ϟーター

ロϘット、産業ثػ用Ϟーター

ҩྍثػ用Ϟーター

.�"ŊఏܞΛੵ׆ۃ༻͠Ŋ͓ٻ٬༷͕ΊΔʮಈ͖ʯΛఏ͢ڙΔ৫ྗΛߴΊŊ
ݙߩʹՃՁ༻్Ͱ͋Δ̏ͭͷ.ྖҬʹ͓͍ͯŊ社会ͱ͓٬༷ͷ՝ղܾߴ

ޙࠓ
֦େͯ͠ ͍͘
৽ྖۀࣄنҬ

社ΠンλϏϡʔ
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営計ը2030では、事業活動により出する営業Ωϟッܦ　
シϡ・ϑローをߋなる長投資にੵۃ的に配分し、企業価
の向上をਤりつつ、גओؐݩڧ化してい͘方です。
　財務ඪとして、営業利ӹ率15％以上と3OIC12％以上を
ࢦしています。営業利ӹ率については、高付Ճ価製品の
֦販とコスト管理のڧ化により、売上高にめるࡐ料費、
のͮ͘りにཁする༷ʑな費用及び販売管理費の割合を減す
る͜とで、վળͤ͞ていきます。3OICの向上に向͚ては、
営業利ӹ率のվળにՃえ、売ֻ金、୨Է資産及びങֻ金の回
స期間や、ݻ定資産回స率の۩ମ的な社内ඪをઃ定し、取
りΈをਪਐします。ಛに୨Է資産については、2023年ま
での中期ܦ営計ը期間中、サプライチェーンがࠞཚする状況

においてڙ給を果たすため、平ৗ時をେき͘上回る水
準で製品や部ࡐのݿࡏをઓུ的にੵΈ૿したӨڹが3OIC
下のཁҼのͻとつでしたが、͜れらの水準を引き下͛ていき
ます。͜うした取りΈの結果として、2024年から2026年
までの3年間で得られる営業Ωϟッシϡ・ϑローは900ԯ
円と定しています。
　一方で、3つの.ྖ域を中৺としたビδネスの֦େをՃ
ͤ͞るため、e-.OTOઓུのと、同3年間で.ˍ"や外部
ఏܞなͲのઓུ的投資に250ԯ円、またઃඋ投資に450
ԯ円を見ࠐΜでいます。גओؐݩについては、安定的な配当
の実ࢪを的として配当金算定基準を%OEϕースへมߋす
るととに、ػ動的に行っているࣗגݾ式取得の金額引き
上͛てい͘方で、同3年間で500ԯ円の実ࢪを見ࠐΜで
います。͜れらの取りΈにより合計1,200ԯ円のΩϟッ
シϡアトを見ࠐΜでおり、ͦの結果としてΩϟッシϡ水準
は300ԯ円ఔ度引き下がる見通しです。
　資本コストを上回る資本ऩӹ性をܧ続的にୡする͜とで
続的長を実現し、当社の事業価にద正なධ価が得られ࣋
るようめるととにגओؐࡦݩと͋わͤ、ג価をҙࣝした
。営を実現してまいりますܦ

　マϒチϞーターは、事業長によるリターンの
最େ化と資本効率のվળの྆ྠに取りΉ͜とに
より、3OICと3OEの向上をૣ期に実現する͜と
をࢦします。

　当社は、事業活動により出する営業Ωϟッシϡ・ϑローをߋなる長投資にੵۃ的に配分する͜とで企業価の向上をਤ
りつつ、גओؐݩڧ化してい͘方です。

会社גओにؼଐする当期७利ӹ（百万円） 3OE（％）3OIC（％）

�������� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

$'0ϝοηʔδ

ऩӹ性վળの取りΈ

資本効率と
ऩӹ性վળに向͚た取りΈ

資本効率վળの取りΈ

事業活動により出する営業Ωϟッシϡ・ϑローをߋなる長投資に
化。Ωϟッシϡ水準は下がる見通しڧݩओؐג、配分しۃੵ

ൢചɾੜ࢈ྔ૿Ճ

ੜ্ੑ࢈ɾίετμϯ

શһࢀՃܦ$*30ܕӦʹΑΓ֤ࡦࢪΛਪਐ

ՃՁͷ֦ൢߴ

༺׆ͷޮతͳ࢈ࢿ༺ۀࣄ

ഡా ܟҰ

һߦࣥ
୲ࡒཧɾܦ

親会社株主に帰属する当期純利益・ROIC・ROEの推移

2024-2026年のキャッシュ・アロケーションの方向性

　販売・生産数量の૿Ճと、３つの.ྖ域を中৺
とした高付Ճ価製品の֦販にՃえ、 ITを活用し
た生産現場の間業務効率化、"Iを用いた検査業
務のল人化Ճ、ͦしてϙーランυ場の生産安
定化なͲ、生産性向上とコストμンにܧ続し
て取りΈます。͞らに、.�"を通͡てάルー
プにՃわった֤社との間で部ࡐௐୡを含Ήߋなる
シφδー出をਪਐしてまいります。
　また、事業用資産の効率的な活用重ཁな取り
Έです。ݿࡏ水準の減により૿ՃするΩϟッ
シϡ・ϑローをߋなる長に投資し、॥環を
出します。事業ઓུにԠ͡たリソース配分やઃඋ
投資効率の向上にめます。

3OIC向上に向͚た取りΈ

্$*30 Ӧۀརӹֹ

Լࢿຊճస্

ച্૯རӹֹ

ൢඅίϯτϩʔϧ

ӡసࢿຊճస্

্ճస࢈ࢿఆݻ

ͦͷଞͷ࢈ࢿͷޮతӡ༻

　事業部、ػ本部、拠点ͦれͧれの事にԠ͡て、3OIC向
上につながる,PIをઃ定し、活動をਪਐしています。ओには営
業利ӹ率のվળやݿࡏ水準の減、運స資本回సのվળなͲ計
ը的な活動をਪਐしています。ઃ定した,PIに対するਐを࢛
期͝とに֬ೝし、۩ମ的な取りΈをਐめ、ա利५を出し、
長分にੵۃ的に࠶投資する॥環をࢦします。

設定したKPIに基づき活動を推進（一部ൈਮ）

ΩϟογϡɾΠン ΩϟογϡɾΞτ

˔  .�"・ఏܞ等のઓུ投資のਪਐにより、事業ϙー
トϑΥリΦをਐ化ͤ͞、事業の長をՃ

˔ 、によりࢪ化及び安定配当の実ڧ式取得のגݾࣗ
なる企業価と資本効率を向上ߋ

˔ 長ྖ域へのੵۃ的なリソースシϑト及び開発効
率化のՃ

˔  減価ঈ٫費とのόランスをྀߟし、規͋るઃඋ
投資の実ࢪ

続的な企業価向上の実現࣋

˔ 貢献ྖ域の֦େ
˔ 高付Ճ価製品の֦େ
˔ 効率的な事業運営

˔ ઓུ的投資の֦େ
˔ 化ڧのݩओؐג

事業成長による
リターンの最大化 資本効率の改善

・ ࣗ 動ं市場の回復による販売数量の
૿Ճ

・中ܕ電にお͚るシェアアップ
・ E7 向͚όッテリーྫྷ٫水όルϒ用

Ϟーター及びϢχットの販売֦େ

・IT及び"I活用による生産現場の業務効率化
・ϙーランυ場の生産安定化
・ .�"によりάループにՃわった֤社と部ࡐ

ௐୡを含Ήߋなるシφδー出ਪਐ

・水準の減により૿ՃするΩϟッシϡݿࡏ ・
ϑローをߋなる長に投資、॥環を出

・ 事業ઓུにԠ͡たリソース配分、ઃඋ投資
効率の向上

20,303 19,416
18,090 18,546

20,598

14.4

5.7

12.7 14.4
17.0

8.68.2 8.0 8.8

22,925

12.7

9.4

9.3

14,234

5.8

8,987
6.4

3.7

14,251 14,295

6.1 5.3 6.6

5.7 4.1

900ԯ円

900ԯ円

ӦۀΩϟογϡŋ
ϑϩʔ

ઓུࢿ

ݩओؐג

ઃඋࢿ
（։ൃ༻ؚΉڀݚ）

1,200ԯ円

250

500

450

ԯ円

ԯ円

ԯ円

M

M M

obility

achinery edical

E7ɺ"G7ʗ".3ɺ
Ҡಈମ༻Ϟʔλʔ

ϩϘοτɺ
Ϟʔλʔ༺ثػۀ࢈

ҩྍثػ༻Ϟʔλʔ

企業価向上に向͚たऩӹ性のվળと資 本政ࡦ
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　事業活動から新たに֫得するΩϟッシϡについては、以
下のとおりの༏ઌ順Ґで活用いたします。新たに֫得した
Ωϟッシϡは、まͣطଘ事業のΦーガχック長のための
投資、及び新規ྖ域への長投資（.�"投資を含Ή）への
資金活用を最༏ઌに検౼いたします。次に、当社の配当基
準に基ͮ͘配当金の支いݪ資とする͜とを༏ઌします。

　͜れらを実ࢪ後に残ったΩϟッシϡのうち、当社がಠࣗ
に算定したඞཁ資金を上回る部分については、ա度にੵΈ
上͛る͜とはͤͣ、ステークϗルμーへのؐגݾࣗ）ݩ取
得なͲ）をੵۃ的に検౼いたします。

　当社は、ܦ営理೦として͛ܝるʮ国ࡍ社
会への貢献とͦのܧ続的֦େʯを実ફすべ
͘、কདྷの長に向͚た研ڀ開発、ઃඋ投
資及び̢ˍ̖をੵۃ的に行っています。
　ۙ年、ੈք５ۃ事業ମ制をඋすべ͘、
ถभ及びԤभにお͚る生産・ڙ給ମ制をߏ
ஙするため、ϝΩシコマϒチ及びϙーラン
υマϒチの地・ݐ物取得、生産ઃඋへの
投資を行ってきましたが、͜れらの投資は
ϐークアトしました。引き続き、新製品、
૿産及びল人化等の生産ઃඋや、ܦ営基൫
。化のためIT分に投資していきますڧ
　当社は現ࡏ、ϞビリテΟ、マシーφリー、
ϝデΟカルのʮ３つの.ྖ域ʯにお͚る
長をࢦしており、新たな用途へ向͚た付
Ճ価の高い新製品の開発・販売に取り
Μでいます。͜れらのྖ域でඞཁとなる製
品やٕज़に関する研ڀ開発や .ˍ " につい
てੵۃ的にਪਐしていきます。

Ωϟッシϡ・アロケーションのߟえ方について

長投資

˔  リスクへのඋえとして　　
会社にཹ保

式取得なͲגݾࣗ ˔

˔ 3�%投資
˔ 生産ઃඋ投資
˔ IT投資
˔ .�"投資
˔  新ྖ域投資 

（पล用途・Ϟーターपลྖ域なͲ）

˔  配当基準に基ͮ  ͘配当金

ΧςΰϦ ߴ༏ઌɿํ͑ߟ

ͷۀࣄଘط
ΦʔΨχοΫͷࢿ

ࢪ༏ઌͰ࣮࠷

ΔΩϟογϡʹޙࢪ࣮ه্
౼ݕʹతۃੵ͍ͯͭʹ

աʹ
ੵΈ্͛Δ͜ͱ͠ͳ͍

৽͍͠ྖҬͷࢿ

εςʔΫϗϧμʔͷؐݩᶃ

εςʔΫϗϧμʔͷؐݩᶄ

ϦεΫͷඋ͑ͱͯ͠ձࣾʹཹอ

　資金֬保の基本的なߟえ方に基ͮき、事業や市場環境のม化צҊし、ࣗגݾ式取得を含めػ動的かつόランスのとれた資
本政ࡦを通͡て、גओのօ༷へのద切な利ӹؐݩを実ࢪしていきます。

　͜の10年΄Ͳの短い期間において、ײછの֦େや地
政ֶリスクの高まり等、ੈքではز度非ৗ事ଶとݴえる
状況に直໘しており、企業ܦ営のࠜװを༳るがしかͶない
事ଶへのඋえの重ཁ性が高まっています。͞らに、ۙ年で
はީؾม動による環境へのӨڹ、サプライチェーンを含Ή
人ݖ保護なͲの社会՝への対ԠがෆՄܽとなっています。
　当社はかͶてより、企業は社会の公ثで͋り、社会への
貢献という務を果たすべ͘Ӭ続しな͚れならないとߟえ、
長期ܦ営方としてʮੈք市ຽの一員として全ステークϗ
ルμーのͤへの貢献のܧ続とͦの֦େʯを定めています。
ͦの実現のため、ඞཁな資金を֬保し൫石なܦ営基൫をங
いてきました。ͦのલఏとなるߟえ方はӈهのとおりです。

ݩओؐג

資金֬保の基本的なߟえ方

配当方

　当社は、会社の長・発展にඞཁな研ڀ開発及びઃඋ投資用資
金を内部ཹ保によって賄い、財務の健全性をҡ࣋しつつ、業に
Ԡ͡てגओのօ༷への利ӹؐݩをੵۃ的に行う͜とを基本的な方
としています。
　2023年の配当は、業վળを౿まえた一時的なಛผાஔによる
当たり年間135円（ී通配当30円、ಛผ配当105円）に、ג１
ཱ70प年ه೦配当15円を期配当にՃ算し、աڈ最高ߋ新の年間
150円としました。

˞2024年１月１日にג式分割を実ࢪいたしました。
　2023年以લはג式２分割後の金額に算しております。

配当 ೦配当ه 配当性向総ؐݩ性向

配当の推移

ۚࢉఆج४
　従དྷの配当金算定基準では、ී通配当を１ג当たり年30円として

当גし、͜れに事業果として連結७利ӹの30％を１ࢪ続的に実ܧ

たりに算したಛผ配当をซͤて実ࢪするとしてきましたが、2023

年をって取りやめました。2024年よりגओ資本配当率（%OE）

3.0～4.0％を安とし、Ωϟッシϡ・ϑローや事業環境なͲを総合

的にצҊしてܾ定する方へมߋいたします。
自己株式取得の推移

式の取得金額（百万円）גݾࣗ

����

2,999

����

1,924

����

2,999

����

2,999

���� ����

2,999 2,999

ඞཁۚࢿ
　事業規が֦େすると、ͦれにいඞཁ資金は૿Ճしますが、
当社はඞཁ資金としてৗにͦの額を合理的にྀߟし算出してい
ます。

ͷඋ͑
˔  ઃඋ投資ɿܧ続的なઃඋ投資、研ڀ開発投資の資金
˔  .�"ɿ長ػ会への投資を行うための.�"資金

େنͳϦスΫൃੜͷඋ͑
˔  運స資金ɿେ規リスクの発生にඋえた運స資金
˔ 雇用֬保ɿ雇用ܧ続のための資金
˔ 配当金ɿリスク発生時配当基準に基ͮ͘配当をܧ続するための

資金

มԽͷඋ͑گࢢͳܹٸ
˔  市況品高ಅリスクɿ市況品をઌ物等のखஈにより中長期的に֬保

するための資金
˔ ҝ替リスクɿҝ替ม動リスクにඋえるための資金

ΫϨʔϜൃੜͷඋ͑
˔  クレーϜ対Ԡɿಛにࣗ動ं電分でのクレーϜ発生にඋえるた

めの資金

ඞ
ཁ
ࢿ
ۚ
の

༁
Π
ϝ
ồ
δ

研究開発費・売上高研究開発費比率（百万円） 売上高研ڀ開発費比率
研ڀ開発費

9,597

16,187

11,236
12,844

16,332
17,915

7,736
9,622

10,614
12,818

設備投資・減価償却費（ඦສԁ）

���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

4,771
6,386 6,016 7,143 7,652 8,264 8,648

9,666 11,634

���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

ઃඋ投資 Ձঈ٫අݮ

3.7% 3.6% 3.6% 3.6% 3.5%
3.8% 3.8%

3.6% 3.6%3.5%

4,503
5,164 5,024 5,233 4,939 4,958

4,453 4,711
5,574

12,573

6,388

（％）

式の取得גݾࣗ

、式の取得は、༨資金、Ωϟッシϡ・ϑローにՃえてגݾࣗ　
P#3等の状況をྀߟし、ࠓ後ג価やܦ営環境のม化に対するػ動
的な対Ԡ、資本政ࡦ及びגओに対する利ӹؐݩの一方法として、ద
ٓͦの実ࢪを検౼していきます。

（円）

���� ���� ���� ���� ����
༧
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0
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0

67.5

57.5

67.5

67.5

7.5 76.0

121.3%

74.1% 82.3%
65.5%

90.8%

99.5%

53.1% 61.1%
49.8%

69.1%

企業価向上に向͚たऩӹ性のվળと資 本政ࡦ

1615



エアコンダンパー 
9�ԯԁ

ドアロック
20�ԯԁ

ヘッドライト 
29ԯԁ

小型電装その他 
9�ԯԁ

事務機器 
9�ԯԁ

パーキング
ブレーキ
1��ԯԁ

パワーウインドウ 
291ԯԁ

パワーシート 
11�ԯԁ

中型電装その他 
1�0ԯԁ

ミラー（格納含む） 
2��ԯԁ

理美容 
�3ԯԁ

2023年 
セグメント別売上高

1,786ԯԁ

その他 
�1ԯԁ

����
（४ج）

����
（࣮）

����
（ඪ）

����
（ඪ）

����
（ඪ）

0.9%
ݮ

3%
ݮ

30%
ݮ

ΧʔϘϯ
χϡʔτϥϧ

CO2排出量に関する目標及び実績（Scope1,2）　

ϛϥʔ༻

Ҏ্
80%

υΞϩοΫ༻

Ҏ্
70%

ੈքγΣΞʢ2022ࣾௐʣ

ۀا٬༷͓

ࣾ1,051

ॴ༗݅ݖ࢈ࡒۀ࢈

݅793
։ൃऀڀݚ

໊505

άϧʔϓैۀһ

໊19,808
ւ֎ਓࡐ 
ڌ

໊13

ݖ࢈ࡒۀ࢈
৽نग़݅ئ

݅69

ւ֎ڌ

23ڌ

ڌ 3�%

4ڌ

ւ֎ਓࡐ 
άϧʔϓࣥߦһ

໊3

ྔ༺ྗి

ඦສL8I207
ਫ༻ྔ

ઍὗ772
$02 ഉग़ྔ 	4DPQF 1�4DPQF 2


U�$02117,007

෦ࡐऔҾઌۀا

ࣾ381

78.4% 1,400ԯԁ

ࣗಈंిثػ
༷ʑなࣗ動ं電ثػ向͚に、制
Ϟーܕ動を୲う高性なখۦやޚ
ターをఏڙし、ࣗ動ंの安全性・
շద性の向上に貢献しています。

数字で見るマブチモーター

事業
マϒチϞーターは、ࣗ動ंの安全性・շద性に貢献するʮࣗ
動ं電ثػ用Ϟーターʯと、日ʑのらしと産業の基൫を
支えるʮライϑ・インμストリーثػ用Ϟーターʯの、ೋつ
の用途市場で事業を展開しています。

グローバル展開
マϒチϞーターは、日本・中国・アδアύシϑΟック・ถभ・Ԥभの֤地域においてݻڧな開発・ௐୡ・生産・販売ମ制をߏ
ஙする͜とで Ŋ リスク分ࢄと地産地ফをਪਐし、高品࣭な製品をリーζφϒルな価格で、άローόルに安定的にڙ給しています。

研究開発
マϒチϞーターは、Ϟーターの高性化・੩Ի化・খܕ化・長ण໋化のχーζにԠえ続͚てきました。ࠓ後、খܕ・軽量・
高効率のϞーターをコアに、ଟ༷なʮ動きʯのソリϡーションఏڙをࢦし、ߋなるٕज़力のٻにΈます。

サステナビリティ
マϒチϞーターは、S%GT（࣋続Մな開発ඪ）を、人をେ切にしながら、ࡁܦ的に長できるඪとଊえています。ͦの
ୡに向͚て、サステφビリテΟ重ཁ՝とࢦඪを定め、ੵۃ的な取りΈをܧ続しています。

2023年
地域別売上
構成比

アジアパシフィック 
1��0ˋ

中国 
32��ˋ 欧州 

23��ˋ

米州 
1��1ˋ

日本 
10��ˋ

21.6%

ϥΠϑɾΠϯμετϦʔثػ

家電・工具・住設 
�1ԯԁ

健康・医療 
9�ԯԁ

1817

事務ثػ、Ո電・۩・ॅઃ、理ඒ༰なͲ、
日ʑのらしを支えるϞーターをఏڙし
ています。Ҡ動ମやڠௐロϘット用といっ
た新たな用途を通͡た貢献の֦େをਪਐ
しています。386ԯԁ



　2020年は新ܕコロφイルスײછ֦େのӨڹにうੈք的なࡁܦ活動のと、ࣗ 動ं市場全ମの減によるӨڹを受͚、
売上は減少しました。2021年から2022年にか͚てはサプライチェーンのࠞཚがܧ続した一方で、2023年は価格վ定や円安
の効果により売上が૿Ճしました。খܕ電用Ϟーターの高いシェアはҡ࣋し、中ܕ電用Ϟーターは採用ंछ֦େによりシェ
アを֦େしています。

従དྷのビδネスに、日ܥେख内
ϝーカーやԤभシートϝーカー
向͚の販売Ճわる͜とで、ࠓ
後の安定的な長を֬度高͘見
。Μでいますࠐ
シートपりでは新たな用途として
ϒラシレスϞーターとϑΝンを
Έ合わͤたϢχット製品で͋る
S7S販売開࢝に向͚開発をਪ
ਐしています。

γʔτपล

E7のόッテリーपลにおいては、サーマルコントロールを的とする新用途が生
まれています。当社が従དྷから販売しているόルϒ用ϞーターにՃえて、2024年
から౷合ܕのόルϒϢχットを販売開࢝すべ͘開発をਪਐしています。

όοςϦʔपล

˔ লエネルギーや੩Ի化に貢献するখܕで精ີなϞーターのध
ཁ૿Ճ

˔ ࣗ動ंのE7 化によるྫྷ٫水όルϒ用途をは͡めとする新規
分へのࢀ入ػ会が֦େ

˔ ࣗ動ंのࣗ動運స化にう１当たりのϞーターࡌ数の૿
Ճ、及び員のշద性に貢献する新規分のࢀ入ػ会が֦େ

ڹへのӨߏௐୡ価格の高ಅによるऩӹࡐ料及び部ࡐݪ ˔
˔ ಋମ等の部品ڙ給ෆによるӨڹ
˔ ࣗ動ं生産の減によるӨڹ

　ࣗ動ं業քでは電動化にって出͞れる新たな用途の検౼がਐめられており、Ϟーターとͦのपลྖ域に高い
ઐ性を有する当社に༷ʑな引き合いをいたͩいています。長期的には、ࣗ動運సの実用化に向͚た研ڀ・開発が
ਐめられる中で、ࣗ動ंがʮ動͘リビンάルーϜʯとして、ं内ۭ間をよりշదにするため、1当たりにඞཁなϞー
ターの数が૿えてい͘と期しています。தిܕ༻Ϟʔλʔ

ʢύϫʔΠϯυʣ
・デトロイト３の３社よりPW用Ϟーターの受֫得
・日５ܥ社向͚に販売を開࢝

தిܕ༻Ϟʔλʔ
ʢύϫʔΠϯυҎ֎ʣ

・日ܥେख٬ސのάローόルϞデル向͚ PS 用Ϟーターの販売を開࢝
・E7 向͚όッテリーྫྷ٫水όルϒ用ϞーターϢχットの量産に向͚た準උがਐ、ؖ国େख

٬より新規受を֫得ސ
・シート・ϕンチレーション・システϜ（S7S）用ϒラシレス・ϑΝン・Ϟーターの量産に向
   ͚た準උがਐ

খిܕ༻Ϟʔλʔ ・υアクローβー、ϑラッシϡ・υア・ϋンυル等のυアपลの新用途で受֫得
・E7化等により新用途・市場が活性化、新製品・طଘ製品での対Ԡがਐ

தిܕ༻Ϟʔλʔ
ʢύϫʔΠϯυʣ

・Ԥถ٬ސ向͚の新規Ҋ件֫得
・デトロイト３の３社にPW用Ϟーターを2025年に販売開࢝すべ͘量産準උをਪਐ

தిܕ༻Ϟʔλʔ
ʢύϫʔΠϯυҎ֎ʣ

・新規Ԥभେख٬ސ向͚ PS 用Ϟーターの販売開࢝
・E7 向͚όッテリーྫྷ٫水όルϒ用ϞーターϢχットの販売開࢝
・Ϣχット化、খܕϒラシレスϞーター及び制ٕޚज़をΈ合わͤ、ٕज़มֵ期に͋る E7 向

͚新用途に対Ԡ

খిܕ༻Ϟʔλʔ
֦・࣋した製品による高シェアのҡࡌଘ製品のラインφップ֦େと新たな差ผ化ٕज़をط・

େ
・E7ॆ電ケーϒルロックやϑラッシϡ・υア・ϋンυル等の新用途の受֦େ

ձػ ϦεΫ

（ԯԁ） （ԯԁ）

���� ��������

477
405

464
568

499
439

513
597

86
77

96
117

49 59

78

47

23

93
79

100
129

62
50

59
78

80 66 83 93
174

149 173
211

240 217 234 258 291
166 139 152 178

�������� �������� ����

ύϫーインυ

ύーΩンάϒレーΩ

ύϫーシート

ͦのଞ

υアロック

ϔッυライト

ϛラー（格ೲ含Ή）

ͦのଞエアコンμンύー

26
20

21

ిಈԽͷྲྀΕͰ֦େ͢Δ৽༻్ͱϞʔλʔࡌ૿Ճͷظ

208

248

����

97
29
94

676

����

114

155

160

720

1,400ԯԁച্ߴ

ൢചྔ 10 3,200ԯ ສݸ

2023年12月期実

2023年12月期のओな取りΈ

2024年12月期の取りΈ

会とリスクػ

ओཁアイテϜผ売上ਪҠ（2019年～2023年）

தిܕ
　ύϫーインυ、ύϫーシート、ύーΩンάϒレーΩ、όルϒ

খిܕ
　ϛラー、υアロック、エアコンμンύー、ϔッυライト

ओな用途

小型電装用モーター 中型電装用モーター

υアのपลではυアクローβーや

ϑラッシϡ・υア・ϋンυル、ま

たeラッチ等の新用途が生まれ

ており、当社が中ܕ・খܕϞー

ターの開発でഓったٕज़力と製

品ラインφップで新用途の受

をࢦします。

υΞपล

گ֓ۀࣄ ࣗಈंిثػ

19 20



　2020年については新ܕコロφイルス
Ճわり、売上は減少ڹછ֦େのӨײ
しました。2021年はコロφՒでの͝
りधཁが高まり、理ඒ༰関連や、中長期
的には市場がॖখ向に͋る事務ثػの
売上を中৺に૿Ճしました。健康・ҩྍ
用は、中高ڃηάϝントのࣃϒラシの販
売ௐにՃえ、ࢠ会社化したマϒチエレ
クトロマάの売上貢献͋り売上がେき
͘૿Ճしました。2023年は価格վ定や円
安の効果͋った一方で、一部用途にお
͚る͝りधཁの一のӨڹが͋りま
した。

386 ԯԁച্ߴ

ൢചྔ 2 9,500ԯ ສݸ

2023年12月期実

2023年12月期のओな取りΈ

2024年12月期の取りΈ

ओཁアイテϜผ売上ਪҠ（2019年～2023年）

  Ոిɾ۩ɾॅઃ
　όΩϡーϜクリーφー、電ৣؾ

ثػࣄ  
　インクδェットプリンター、ෳࣸػ・ෳ合ػ

  ݈ ɾҩྍ߁
外Պखज़用πール、ثٵݺϒラシ、人ࣃ　

  ཧඒ༰
　ϔアυライϠー、シェーόー

  Ҡಈମ
　"G7・".3

ௐϩϘοτڠ

ओな用途

˞2020年からओཁ用途の開ࣔ۠分をมߋしました。
˞"G7ɿແ人ൖ送ं、".3ɿࣗҠ動ロϘット、.'Pɿෳࣸػ・ෳ合ػ、LPɿレーβープリンター

健康・ҩྍ

事務ثػ

理ඒ༰

ͦのଞ
Ո電・۩・ॅઃ

理ඒ༰関連
カーC%
インクδェットプリンター

.'P�LP ͦのଞ
۩

��������

71

315

361
394

79
80

82

94
109

85
99

83

40 43

44

37 46
78

���� ����

（ԯԁ）
95

43

71

94

81

384

˔  CO2排出量削減のため産業ઃඋにお͚る電動式への切り替え
がՃしている͜とによるधཁ૿Ճ

˔  Ҡ動ମ、産業ثػ、ҩྍなͲのओཁ分にお͚るߋなるখܕ・
軽量・高効率化へのधཁ૿Ճ

˔ 人खෆのղফに貢献するロϘット用途でのधཁ૿Ճ

ڹへのӨߏௐୡ価格の高ಅによるऩӹࡐ料及び部ࡐݪ ˔
˔ 中国にお͚るコストなڝ合ϝーカーの಄
˔ ಋମ等の部品ڙ給ෆによるӨڹ

ձػ ϦεΫ

会とリスクػ

・アシストࣗసं用をは͡めとするখܕϞビリテΟ用途にお͚るߋなる販売֦େ
・ػ۩等の電動化χーζに対Ԡ

ԭϚΠΫϩٕݚͷখܕϞʔλʔۀࣄͷऔಘΛܾఆ
ϥΠϯφοϓΛ֦ॆ͠ɺۀ࢈༻ϩϘοτ͚ʹτʔλϧͰΛఏڙ
　当社は2024年６月、ԭ電ؾ業ג式会社（O,I）のࢠ会社で͋るԭマイクロٕ研ג式会社（O,Iマイクロٕ研）
のখܕϞーター事業（海外ࢠ会社等一部をআ͘）を取得する͜ととし、O,Iとג式ৡܖを締結しました。ג式
ৡのྃは、2025年７月を༧定しています。

　本事業取得は、e-.OTOの事業コンηプトに基ͮきϞーターのछྨを֦ॆし、ソリϡーション対Ԡ力をڧ化する
͜とを的としています。O,Iマイクロٕ研は、コアٕज़で͋るステッϐンάϞーターをは͡め、ロータリーソレ
ϊイυ等の当社がラインφップとして有しない֤छϞーター・アクチϡエーター製品܈を取りଗえています。ۙ年
は従དྷ製品にՃえて、新たな製品としてখܕ、軽量、高トルク、ফ費電力を実現するಠٕࣗज़に基ͮ͘ϒラシレ
スϞーター製品及びपลϢχットの開発に取りΜでおり、ࠓ後の事業のபとなる製品として期͞れています。
　O,Iマイクロٕ研の有するステッϐンάϞーターを中৺とするٕज़及び製品ラインφップを、当社のٕज़、販売チϟ
ネル及び٬ސ基൫とΈ合わͤる͜とによりシφδーを生Έ出し、製品開発と市場開のਪਐによる新規事業の
出とطଘ事業の֦େをਤってまいります。

117

335

19
17
44

62

76

����

（ԯԁ）

1�྆社の製品ٕज़༥合によるϞーター開発のֵ新、効率化
2�当社の販売ମ制・٬ސ基൫を活用したO,Iマイクロٕ研طଘ事業の海外市場への
　֦販
3�当社のେ量生産ϊϋを活かした、O,Iマイクロٕ研製品のコストڝ૪力ڧ化

͢Δγφδʔظ

ϩϘοτ࣋෦͚
0,*ϚΠΫϩٕݚ

5IVNCFMJOB

ϩϘοτߦ෦͚
ϚϒνϞʔλʔ
*4�.4 γϦʔζ

ステッϐンάϞーター

ギアυϞーター（減
付きステッϐンάػ
Ϟーター）

ϒラシレス%CϞーター

ロータリーソレϊイυ

ガスः断ห

ϩϘοτؔઅ෦͚
ϚϒνϞʔλʔ
*"�*# γϦʔζ

ϞϏϦςΟ ・ アシストࣗసं、シχアカー用で新規受֫得

ϚγʔφϦʔ
・ػ۩用で新規受֫得
・品ྻロϘット用で新規受֫得
・マϒチエレクトロマά製高付Ճ価Ϟーターがガーデンπール用に販売開࢝

ϝσΟΧϧ ・マϒチΦーケンが当社άループ入りし、ٕज़ަ流、ڞ同開発なͲのP.Iがਐ展

औಘʹΑΓ֦ॆ͢Δۀࣄ
ϥΠンナοϓ

྆社の製品ิ܈による
トータルソリϡーションのイϝーδ

گ֓ۀࣄ ϥΠϑɾΠϯμετϦʔثػ

21 22



マϒチϞーターは、খܕ・軽量・高効率のϞーターをコアに、෯い分でʮ動きʯのソリϡーションを͝ఏڙし、
人ʑの๛かな生活や産業の発展に貢献してまいります。

ͱ ͦ ͷ ܧ ଓ త ֦ େ

ϚϒνϞʔλʔͷڧΈ ಈ׆ۀࣄ ఏڙՁ ࣾձݙߩ

ϞʔλʔΛίΞͱͯ͠ ଟ༷ͳʮಈ͖ʯͷιϦϡʔγϣンΛఏڙ

新事業コンηプト

ը2030ܭӦܦ

社ͷ
Δ͔ͤ׆ΈΛڧ


3ͭͷM ྖҬ

ϞϏϦςΟϞϏϦςΟ

Mobility

ϝσΟΧϧϝσΟΧϧ

Medical
ϚγʔナϦʔϚγʔナϦʔ

Machinery

ඪ४Խઓུ

˙ お٬༷のχーζをूし、֤ 用途に最ద化したʮ用
途ผඪ準品ʯにより、高品࣭とコストをཱ྆

˙ ඪ準ϞーターとϢχットのΦプションをΈ合わͤ、
ଟ༷なχーζに対Ԡ

˙ ઃඋ・ఔのඪ準化により高品࣭な製品のେ量安
定ڙ給を実現

ϚϒνάϩʔόϧܦӦ

˙ ֤地域にお͚るࣗओ・ཱࣗ性を向上ͤ͞地産地ফを
ਪਐするʮੈք５ۃ事業ମ制ʯととに、拠点間の人
を活用ࡐのつながり及びଟ༷な人ࡐ

˙ ֤国・地域のࡁܦ長や用途事業のϙートϑΥリΦ
のม化にい、ৗに最దな開発・ௐୡ・生産・販売
ମ制をߏங

൫جӦܦͳݻڧ

˙ 人的資本ɿ άローόルに活躍し、ଟ༷なスΩルやઐ
性を活かして付Ճ価を出する人ࡐ

˙ 製資本ɿ 高品࣭な製品をリーζφϒルな価格でά
ローόルに安定ڙ給するための、高効率
で高品࣭なのͮ り͘と生産ମ制

˙ 的資本ɿ খܕ直流Ϟーターとͦのपล部分に関す
るཁૉٕज़、部品ٕज़、製品ٕज़、生産
ٕज़にお͚るੵしたٕज़力・ϊϋ

ηάϝϯτۀࣄ

ࠃ ࡍ 社 会  ͷ ߩ ݙ

ࣗಈंిثػ

販売数量 10 ԯ3,200 ສݸ

ϥΠϑɾΠϯμετϦʔثػ

販売数量 2ԯ9,500 ສݸ

ܦ Ӧ ཧ ೦

P.27–28

P.25–26

P.29–34

P.19–20

P.21–22

ձࣾࡍࠃ
๊͕͑Δ
՝

˙ 地ٿ温ஆ化
˙ 環境・エネルギー
˙ 少ࢠ高齢化
˙ ަ通事ނのଟ発
˙ ශࡁܦ・ࠔ格差

ࣾձͷ՝

˙ 生活にお͚る安全性・
շద性のٻ

˙ ଟ༷な価؍・
ライϑスタイルの実現

˙ 電力・エネルギーফ費の減

ফඅऀͷ՝

˙ 環境ෛՙの減
˙ খܕ・軽量・高効率・੩Ի化
˙ 高品࣭化
˙ 安定的なௐୡ
˙ コスト減

͓٬༷ͷ՝

連結売上高 1,786 ԯԁ

営業利ӹ 155 ԯԁ

営業利ӹ率 8.7 �

会社גओにؼଐする

当期७利ӹ 194 ԯԁ

ݙߩձͷࣾࡍࠃ

˙ 安全・շదで๛かな社会
˙ エネルギーফ費、環境ෛՙの減
˙ ශࡁܦ・ࠔ格差のੋ正・ղফ
˙ お٬༷の製品を通͡たফ費者の

՝ղܾ

͓٬༷ͷݙߩ

˙ お٬༷の製品のখܕ・軽量・
高効率・੩Ի化への貢献

˙ お٬༷の製品の品࣭への貢献
˙ お٬༷の製品のコスト減

Ձͷग़ࡁܦ

˙ 社会やお٬༷への貢献の結果として
、的付Ճ価を得てࡁܦ
ステークϗルμーに࠶配分

ಈΛ௨ͯ͡׆ۀࣄ

社会๊͕͑Δࡍࠃ

՝ͷղܾʹ͠ݙߩɺ

্ՁΛۀاʹଓత࣋

෯ ʮ͍ಈ͖ʯͷ
ιϦϡʔγϣϯ

ѹతͳ
࣭

Ϧʔζφϒϧͳ
Ձ֨

εϐʔσΟʔͰ
҆ఆతͳڅڙ

1

2

3

ࣾձ՝ͷղܾʹݙߩ
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ඪ४Խઓུ

用途別標準品の開発・拡販

　当社がࣗ動ं電ثػ用途に本格ࢀ入する、ࡍ۩用を
は͡めطに市場で高いڝ૪力を࣋つඪ準品をϕースに、ࣗ
動ंの֤用途向͚の༷をりࠐΉ͜とで、高いڝ૪力を
උえる製品の投入を効率的に実現しました。ͦの後、ͦれ
ͧれの用途ຖにお٬༷製品の最ద化がਐΈ、Ϟーターに対
するٕज़的な͝ཁ֤用途でେき͘異なるのになって

きた͜とから、現ࡏでは֤用途に最ద化した l用途ผඪ準品z
を開発・֦販しています。͜の用途ผඪ準のߟえ方によりʮѹ
的な品࣭ʯ、ʮリーζφϒルな価格ʯ、ʮਝで安定的なڙ給ʯ、

ʮソリϡーションఏҊʯの٬ސ価をόランスよ͘実現して
いる͜とが、マϒチϞーターのڧΈとなっています。

なぜ標準化戦略なのか

標準化がもたらす価値

ものづくりの標準化と高品質の実現

　お٬༷の͝ཁͲおりの製品をカスタマイζによりつ͘
る͜とができたとして、価格は高͘なり、ݫしいڝ૪環
境に͞ら͞れているお٬༷のਅのχーζにおԠえするの
ではないと、当社はߟえています。
　当社は、お٬༷のχーζを最େ公数的にूしたඪ準
Ϟーターを͝ఏڙしています。お٬༷が͝ཁ͞れるϞーター
のػ・サイζ・価格はे人े৭ですが、当社ଆでお٬༷
のਅのχーζを理すると、ඪ準化͞れたϞーターで対Ԡ
Մで͋る͜とが少な͋͘りまͤΜ。

　ඪ準化により製品のछྨをߜりࠐΉ͜とでେ量生産や生産
の平準化がՄとなり、コストがେ෯に減͞れ、リーζφ
ϒルなϞーター価格を実現しました。コストの減は市場で
の価格ڝ૪力を࣋続・֦େͤ͞る͜とにՃえ、Ϟーターの性
をઈえͣਐ化ͤ͞用途の֦େにつながりました。͜うし
てඪ準製品を購入するお٬༷が૿Ճする͜とで、規のࡁܦ
効果が得られ、コストをߋに削減できるという॥環が生ま
れ、ڝ૪༏Ґをҡ࣋しています。
　当社は、Ϟーターのػをݶۃまで高める͜とで製品に൚
用性を࣋たͤ、ଟ用途化に対Ԡするという発のとϞーター
を開発しており、100ػछの基本Ϟデルによって、ࢀ入し
ているすべての用途に対Ԡしています。製品開発時には、安
қにઐ用部品を使用したઃ計をしないようにݫしい制をઃ
͚、ඪ準的な部品を使用しながらお٬༷のχーζに見合う価
格かつ高い性を実現する開発にઓしています。͜のよう
に、当社のࢦすඪ準化は高いٕज़力によって支えられてい
ます。

　ඪ準化によるϝリットは価格༏Ґ性͚ͩでは͋りまͤΜ。
製品をඪ準化した͜とで、製品を生Έ出す生産ઃඋやఔ
ඪ準化がՄとなりました。高品࣭ののͮ͘りを行うため
には、製現場にお͚る࡞業ࣔࢦのపఈがܽかͤまͤΜ。ઃ
උ・ఔをඪ準化する͜とで、のͮ͘りにܞわる社員への
効率的なڭ育・܇࿅を行い、ਝに配ஔするととに高い品
࣭を୲保できるようになりました。ඪ準化により、安定した
品࣭の製品を生産できるମ制は、当社の海外生産拠点の展開

にେきな役割を果たしました。Ճえて、管理業務ඪ準化す
る͜とで本社のコントロールによる計ը生産がՄとなり、
業ք͝とのقઅม動やؾܠม動のӨڹを最খݶに৯い止める
ととに、市場へのେ量安定ڙ給を実現したのです。ࠓࡢの
物流のࠞཚやࡐ料費の高ಅといった༷ʑなػةに対して、
ඪ準品のݿࡏ販売を基本としているため、ͦのӨڹを最খݶ
にえる͜とができています。

標準化戦略により
࣭とίετを両立ߴ

ίετݮ

࣭ɾՁΛҡ࣋

্૪ྗڝࢢ

֦େࢢ్༺

規
模
の
経
済
効
果

ඪ४Խ
ઓུ

ඪ४Խઓུ

各用途に最適化した “用途別標準品” を開発・拡販し事業成長を加速

్༺ଘɾط

υϦϧŊυϥΠόʔ༻

ύϫʔΠϯυ༻

ύʔΩϯάϒϨʔΩ༻

όϧϒ༻

͠༺׆ଘΛط
৽༻్ʹࢀೖ

దԽ͞Εͨ࠷
l༻్ผඪ४zͷೖ

ඪ४ͷ͍ߴ૪ྗͷڝ
ϥΠンナοϓ

ͨ͠ʹ૪ྗͷ͋Δඪ४Λϕʔスڝ
ΤンτϦʔϞσϧ

ň ඪ準品のଟ用途展開 ŉ 及び
 ʮଟ用途のχーζにԠえる

ඪ準製品܈ʯ

ϢχットのΦプションを
Έ合わͤて用ҙし

ଟ༷なχーζにおԠえする

༻్͝ͱͷۀքඪ४ΛऔΓɺ
ຊ֨తʹ֦ൢ

ΪΞϘοΫε
Ճ

ϊΠζؾి
ରԠ

τϧΫΞοϓ

খྔܰܕ
ίετ

τϧΫߴ
ण໋ɾ੩ԻԽ

ϊΠζରԠؾి
ߴɾੑ߶ߴ

軽量化
30%以上

高トルク
30%以上

寿命2倍

高トルク
60%以上

高温 対応160℃

進化する標準化戦略

営計ը2030では、Ϟーターをコアとしながら、お٬༷と社会ܦ　
がΉଟ༷なʮ動きʯのソリϡーションをఏڙする͜とにより長
をࢦす事業コンηプトʮe-.OTO（イーϞト）ʯを͛ܝています。
͜れまでは、お٬༷がखֻ͚る事業ྖ域にはࢀ入しないというϙリ
シーのと、Ϟーター୯ମでのお取り引きを中৺としてきましたが、
はお٬༷よりϞーターपล部分について当社に͝ґཔいたͩࠓࡢ
͘ケースが૿えてきました。
するため、ͦの動きをڙめるʮ動きʯを͝ఏٻ後は、お٬༷がࠓ　
生Έ出すコアとなるϞーターのछྨをॆ実ͤ͞るととに、ඪ準品
Ϟーターを採用したϢχットの͝ఏڙによりお٬༷のコストϝリッ
トを生Έ出す͜とで、ඪ準品Ϟーターをよりଟ͘販売し、当社のڧ
Έで͋るඪ準化ઓུをよりݻڧなのへとਐ化ͤ͞ていきます。

Ϟʔλʔඪ४Խ ϢχοτରԠ

ιϦϡʔγϣンఏҊʹΑΓɺ
͓٬༷ͷਅʹٻΊΔՁΛఏ͠ڙɺ
ʮσϑΝΫτスλンμʔυʯΛཱ֬͢Δ

マブチモーターの強み
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ϚϒνΦʔέϯϕτφϜ 

ϚϒνΦʔέϯେ࿈ 

　֤地域にお͚るࣗओ・ཱࣗ性を向上ͤ͞地産地ফをਪਐするʮੈք５ۃ事業ମ制ʯととに、拠点間の人ࡐのつながり及び
ଟ༷な価؍を活用するʮμイόーシテΟʯをڧΈとするのが、当社のάローόルܦ営ମ制です。֤拠点のڧΈを活かしたڧ
。給していますڙஙしŊ高品࣭な製品をリーζφϒルな価格で、άローόルに安定的にߏな開発・ௐୡ・生産・販売ମ制をݻ

ϚϒνάϩʔόϧܦӦ

ϤʔϩούϚϒν 

ϚϒνΤϨΫτϩϚά 

ોϚϒνߐ

౦،Ϛϒν 

ಓδϟΦϚϒν

Ϛϒνߐ

ϕτφϜϚϒν

ຊ ࣾ    

ϝΩγίϚϒν 

ళϚϒνנ

େ࿈Ϛϒν

Ϛϒνࠃؖ
ΞϝϦΧϚϒν

μφϯϚϒν 

༤Ϛϒνߴ

Ϛϒν 

Ϛϒνߐ

λΠϚϒν

γϯΨϙʔϧϚϒν

ϚϒνϞʔλʔνϟΠφ  

ϙʔϥϯυϚϒν

販売拠点
生産拠点

販売ػを含Ή
開発ػを含Ή
ͦのଞػを含Ή

Ϛϒνߓ߳

ϚϒνΦʔέϯ 

ੈք５ۃ事業ମ制によるάループ総合力の向上

拠点間のݻڧなつながりとଟ༷な人ࡐの活用

　当社は͜れまで、֤地域にお͚るࣗओ・ཱࣗ性を向上ͤ͞、地産地ফをਪਐするੈք５ۃ事業ମ制のߏஙに取りΜできました。
ͦのഎܠには、本社を含Ήすべての拠点がͦれͧれのڧΈを発شする͜とでマϒチάループの総合力が高まるというߟえが͋ります。
2014年にϝΩシコ、2017年にはϙーランυに生産拠点をઃཱした͜とにより、ੈ ք֤地の市場・お٬༷によりۙい場ॴでの開発・
生産・販売活動がՄになりました。

　マϒチάループの拠点間にはݻڧなつながりが͋ります。άループ全ମを通して、ྑいվળ事ྫのڞ有やҙ見ަがੵۃ的に
行われており、άループレϕルでの相ޓ理ղ、ܦ営ਞのਝかつద切な断に活か͞れています。当社は͜うした拠点間のԣの
つながりをڧ化するため、本社・֤拠点間の人ަࡐ流をଅす基൫となるδョϒܕ人事制度のඋや出向・出張のଅਐ、֤छ報
力をਪਐしています。Ճえて、֤拠点内のॎのつなڠ理ղとޓ有や拠点をまた͙会ٞମのઃ定等を通͡てάループレϕルで相ڞ
がりをڧ化するための方展開ࡦࢪ、拠点や֊をえたコϛϡχケーションࡦࢪによって会社方や価؍の理ղ・ڞ有をਤっ
ています。
　また、当社のಛ長は、海外人ࡐの活用度が高い点です。マϒチάループの23͋る海外拠点のうち、14拠点において海外人ࡐ
が拠点長を務めており、拠点長の海外人ࡐ比率は60.9％にୡしています。また、２名の中国籍の人１、ࡐ名のϕトφϜ籍の人ࡐ、
合計３名の海外人ࡐがマϒチάループの執行役員として活躍しています。（いͣれ2024年５月現ࡏ）

ϕトφϜマϒチとマϒチΦーケンϕトφϜ
のڞ催によるٕज़ڭ育ߨश会の༷ࢠ

当社はཱॳ期ஈ֊から海外ਐ出をࢹ
に入れていました。ཱ10प年をܴ
えた1964年には、߳ߓにॳの海外生
産拠点をઃཱしました。

1986年の౦ୈ一場をൽ切りに、中国େ
にෳ数の拠点をઃཱ。1996年にはϕトφϜ
に場をઃཱし、アδアでのू中生産ମ制
をえました。͜れにより高いコストڝ૪力と
安定ڙ給を実現するݻڧなମ制をཱ֬しました。

2014年にはถभにϝΩシコマϒチ、
2017年にはԤभにϙーランυマϒチを
ઃཱ。֤地域にお͚るࣗओ・ཱࣗ性を
向上ͤ͞、地産地ফとリスク分ࢄを実
現するੈք５ۃ事業ମ制をཱ֬しました。

Βͷւ֎ਐग़͔ظૣ ΞδΞͰͷूதੜ࢈ମ੍ ੈք̑ۀࣄۃମ੍

　2023年３月に.�"によりάループ会社入りしたマϒチΦーケ
ンには、日本の΄かにϕトφϜと中国のେ連に生産拠点が͋りま
す。άループ会社入りした後のม化について、マϒチΦーケンϕ
トφϜの社長にをฉきました。

৽͍͠άϧʔϓձࣾͱͷۀڠ

നҪ ਖ਼࢚

ϚϒνΦʔέϯϕτφϜ
ࣾ

　以લは本社のࣔࢦに従うܗでの拠点運営でしたが、マϒチάループでは֤拠点のཱࣗ的なܦ営がٻめら
れており、拠点のܦ営者として高い࠲ࢹやいࢹ点がٻめられるようになりました。また、ܦ営ਞとのコϛϡ
χケーションがۙになり、ҙܾࢥ定がਝ化した͜とで、ܦ営にスϐーυײが出ています。現場では、άルー
プ内で活用しているITπールのಋ入により、άループ内のコϛϡχケーションや連ܞが格ஈにॆ実化し、
ਝなコϛϡχケーションの有効性や֤拠点の連ܞによる相効果を実ײしています。ϕトφϜマϒチは
物理的なڑ離ۙいため相ஊしやす͘、人ࡐ育やٕज़໘でのަ流Μに行っています。
　マϒチϞーターの社員からは、ଞ拠点に対してڠ力を੯しまͣ、৫を内部から活性化してい͜うと
いうҙࣝを͡ײており、ࢲたちܦ営理೦のと価؍をڞ有しつつ、マϒチάループの一員として貢献
していきたいとࢥいます。　
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　当社のάローόル生産ମ制では、一つの拠点内でϞϊや
報をμイレクトにڞ有・管理し、部品から最終製品にࢸるま
で一؏した生産プロηスを実現しています。また製品のΈな
らͣ、のͮ͘りのプロηスにおいてඪ準化をਐめ、൚用
性の高い生産ઃඋを使用する͜とで、༷ʑな製品を効率的に
生産できるମ制をえており、コストڝ૪力と高い品࣭を実
現しています。当社は、製品ઃ計からఔઃ計、金ܕઃ計か
らࣗ動ػઃ計、ͦのՃ製࡞と量産ಋ入後の保全やܧ続的な
վળといったすべてのػにՃえ、෯いࣝを有するマル
チスΩル人ࡐや、֤分のエΩスύート人ࡐを社内に有して
います。͜れらの基൫を活かしたॊೈな対Ԡ力により、ڝ૪
༏Ґ性をஙいています。

　３つの.ྖ域を中৺に市場のਅのχーζにԠえる最దな
ソリϡーションをఏڙするため、ϒラシレスϞーターの開発
をՃしてきましたが、͞らに、e-.OTOコンηプトのと、
Ϟーター୯ମのΈならͣ、Ϟーターの制ޚやサプライチェー
ンやߏの؆ૉ化含め、効率の高い合理的なアクチϡエー
ターを͝ఏڙする͜とで、お٬༷がٻめるʮ動きʯの実現を
ࢦします。アクチϡエーター全ମでの合理性をٻすると、
ඞવ的にඪ準品Ϟーターの活用がߋに૿える͚ͩでな͘、部
品点数の削減につながります。また、社内に制ޚをઐ的
にѻう部を有しており、Ϟーター制ޚのཁとなるソϑトェ
アの開発力のߋなる向上によりお٬༷や市場へのソリϡーショ
ンڧ化をਤっていきます。
　一ൠ的にはϒラシレスϞーターで対Ԡする用途に関して、
当社の高品࣭でリーζφϒルな%Cϒラシ付Ϟーターで対Ԡ
するなͲ、ٕज़的にख़しվྑの༨地がݶ定͞れていると見
られがちなϒラシ付Ϟーターにおいて、ߋなるՄ性を
し続͚、市場のχーζにԠえるٕज़開発に力してまいりٻ
ます。ମ制໘では、͜͜数年でڧ化してきた海外のエンδχ
アへのػҠసや産ֶڞ同を含めたΦープンイϊϕーション
等により当社άループのٕज़的な総合力を向上していきます。

F�.050ઓུʹ͓͚Δ
ੜ࢈ɾ։ൃମ੍ͷਐԽ

ものづくりの標準化 マブチ独自のコア技術

省人化設備が創出する価値と今後の取り組み

製造資本 知的資本

໌ ౢٶ

ৗࣥߦһ�
ٕज़౷ �ׅຊ෦

　マϒチϞーターはのͮ͘りの໘でඪ準化をਪਐしており、金ܕのઃ計からϞーター生産まで一؏してάループ内で対ԠՄ
なٕज़・見を有しています。͜れは、お٬༷のٻめる価にԠえ、コストリーμーシップをとる上でେき͘プラスに働いて
います。お٬༷の͝ཁはଟذにわたりますが、製品のઃ計ஈ֊からෳ数のお٬༷のχーζにおԠえできるようなٕज़とܙを
りࠐΜͩ部品のඪ準化、生産ٕज़のඪ準化、ઃඋのඪ準化をٻする͜とによって、ଟ༷化する͝ཁにԠえるϞーターをお
ಧ͚しています。マϒチάループ全ମにڧいվળҙཉが͋り、ͦれͧれの拠点の力を引き出し、ྑいվળ事ྫはάループ全ମに
水平展開する͜とでのͮ͘りのඪ準化をӹʑਐめ、当社の製資本をݻڧなのにしています。

　マϒチϞーターには、࣓ؾ回࿏ٕज़、ϒラシ・コϛテーター点ٕज़、ϒラシレスϞーター制ޚ回࿏ٕज़をは͡めとする数ଟ
͘の༏Ґ性をඋえたコアٕज़が͋ります。

グローバルな研究開発活動

「動き」のソリューション提供に向けた知的資本強化の取り組み

　当社は国内のΈならͣ、中国やԤभにおいて研ڀ開発活動を実ࢪしています。ͦの活動の果として、၆ᛌ的かつੵۃ的に
的財産ݖの֫得・保護を行う͜とにより、ڝ૪༏Ґ性の֬保をਤり、当社製品の֦販・新用途֦େにつな͛ています。͞らに、
2022年よりಛڐ出ئルートを国ࡍ出ئへとมߋし、ݖ利化Մ性に関する公的見ղをૣ期に入खする͜とにより、ݖ利取得に
係るख続きのૣ期化及び効率化を実現しています。
　2023年12月時点での、当社保有の産業財産ݖの総数は793件（国内143件、海外650件）、新規出ئ件数は国内外合計で69件
となっています。ࠓࡢは長ઓུにଇり、ϢχットやҐஔ制ޚに関するಛڐの取得が૿えています。

　当社のϞーターには基ૅ研ڀから製品開発・վྑ、製品ઃ計、開発テスト、Ճえて生産ٕज़やϞーターԠ用ٕज़の開発まで、
長年ഓってきたൣなٕज़力のすべてがू͞れています。Ϟーターͦののがϊϋのմで͋り、当社の的資本です。͜
れをڧ化するために、ܙとでഓってきたコアٕज़にプラスして、ੈの中のٕज़のਐาにਵすべ͘、部ࡐ・ઃඋ等のお取
引ઌ༷をは͡めとした外部とのٕज़ަ流を行っています。Ճえて、産ֶڠ同での研ڀに取りΜでいます。
　現ࡏでは、シϛϡレーションٕज़の向上により、研ڀ開発のϖースがՃしています。また外部とのڠ業により、ٕज़的な՝
のղܾਝ化しています。のͮ͘りの内製と外部委ୗのબについては、ٕज़的価とڝ૪༏Ґの؍点からબとू中の
όランスをਤり、効率化をࢦしています。

　当社では生産現場にお͚るল人化・ࣗ動化をਐめ、ແ人で止まらない生産ラインやলスϖース化を実現してきました。ল人
化ઃඋを投入すると、ཱの現場の事はʮཱ࡞業ʯからʮઃඋのΦϖレーションやϝンテφンスʯという、より付Ճ価の
高い事にมわり、͜れにい報酬の水準を引き上͛る͜とができます。働͘人の付Ճ価の向上と生産コストの減を同時に
実現したい当社と、事の高度化・給与水準の向上をΉ現地の政や人ʑがWI/-WI/の関係をங͚る取りΈで͋るとߟえ
ています。
　ল人化ઃඋのಋ入においてはʮඪ準化ʯのߟえがઃඋઃ計に活か͞れ、ϕースとなるࣗ動生産ラインは人の動きを一つͻと
つࣗ動化してつな͛ていたのから、θロϕースでఔの全ମ最దをߟえてߏ࠶ஙしたのになり、ϑレΩシϒルな生産対Ԡと
লスϖース化を実現しています。生産にඞཁなスϖースが減り、場全ମの生産数量を引き上͛る͜とで、高効率で利ӹを֬保
しやすいのͮ͘りになっています。ࠓ後の՝としては、人のやࣖにཔる比率が高い検査ఔのࣗ動化等が͋り、ͦうした
՝をղܾするઃඋの研ڀ開発とಋ入展開がਐΜでいます。ࠓ後はITを活用する͜とで一のࣗ動化・効率化をਤり、高効率
生産を実現します。

F�.050ઓུʹ͓͚Δ

　当社では、ଟذにわたる部において研ڀ・開発活動が行われていますが、ͦ の活動
果やਐ行中のҊ件の報ࠂやڞ有の場として、2023年10月に社内展ཡ会を実ࢪしまし
た。展ཡ会場にདྷ場した社員からの新たなఏҊや新しいࢹ点を受͚、ࠓ後の研ڀ・開発
活動に活かしてい͘ަ流の場として、またͦうしたަ流を通͡て当社のٕज़に対する社
員のҙࣝをߋに高める場として有用な取りΈとなりました。

։ൃதͷٕज़ɾʹؔ͢Δ社లཡ会Λ࣮ࢪ

ճ࿏ٕज़ؾ࣓

ϒϥγϨεϞʔλʔ੍ޚճ࿏ٕज़

ϒϥγɾίϛςʔλʔٕज़

ΪΞٕज़

࣓、がな͞れています。ಔઢ、మਊ回࿏ٕज़には、ಛにଟ͘のؾ࣓
石を使い、࣓ 力をͲのように流し、Ͳのように切り替えるかというシンプ
ルな՝ですが、ਂ ۷りする΄Ͳଟ͘の発見が得られます。当社は、͜
の՝に正໘から取りΈ、見をੵΈ上͛てきました。同͡マάネッ
トでฒべ方や֯度、回࿏制ޚなͲにより異なるಛ性を࣋つϞーター
を࡞る͜とՄです。͜ の࣓ؾ回࿏ٕज़はϒラシ付Ϟーター͚ͩで
な ϒ͘ラシレスϞーターで活用Մなٕज़です。

ϒラシレスϞーターにはϒラシ付Ϟーターのような物理的な点がな͘、
制ޚ回࿏がඞཁとなります。当社はͦれͧれのϞーターに最దな制ޚ
を行う͚ͩでな͘、用途に合わͤたࡉかい制ޚをՄとする͜とにより、
お٬༷の製品価を最େ化する͜とに貢献します。

ϒラシとコϛテーターの点には、電流の切り替え時に発生するՐՖ
をえる͜とにより、部品がຎしないようにするٕज़が用いられて
います。͜ れにより電ؾϊイζを減しŊ ٱ性を向上する͜とで、Ϟー
ターの長ण໋化を実現しています。͜ れからE7がࣗ動ंのओ流になっ
たࡍに、Ϟーターにかかる電ѹは127から487へと高電ѹ化͞れるՄ
性が͋りますが、当社は͜うしたٕज़のੵΈ重Ͷによって͜の՝
への対ԠがՄです。

ギアのઃ計ٕज़当社のڧΈの一つです。ギアのૉࡐを金ଐからプラ
スチックに替えて同等のٱ性をҡ࣋するઃ計により、軽量・高効率・
੩Ի化と同時にコストの制をՄにしています。

製造資本・知的資本
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　日ʑେき͘ม化を͛るάローόル社会ࡁܦ環境に͋って、企業が࣋続的な長を実
現するための最重ཁなཁૉがʮ人ʯで͋る͜とはݴうまで͋りまͤΜ。当社はܦ営理
೦ʮ国ࡍ社会への貢献とͦのܧ続的֦େʯをいかに۩現化すべきかをࣔしたܦ営基࣠に
おいて、ʮ人を最重ཁなܦ営資源とҐஔ͚ͮ、事を通͡て人を活かし、社会に役ཱつ
人を育てるʯと定めています。社員がݸʑの力やいをͦれͧれの事で発شする と͜が、
事業活動を通͡て国ࡍ社会へ貢献し続 る͚ために最重ཁなݪ動力になるとߟえております。
　ͦのために、当社では社員一人ͻとりがࣗらの長ॴを৳しながら、ݸ性を発شして活
躍できる৫࡞りをਪਐし、ܦ営理೦の実現、及び長期ܦ営方で͛ܝるʮ全ステーク
ϗルμーのͤへの貢献のܧ続とͦの֦େʯを実現してまいります。

　拠点間のݻڧなつながりとଟ༷な人ࡐを活用するʮマϒチάローόルܦ営ʯにおいては、ローカル人ࡐの育、ଞ部・ଞ
拠点の業務に対する相ޓ理ղをଅਐするڭ育システϜがっているඞཁが͋ります。当社は、本社のΈならͣ国内外のάルー
プ会社含め、άローόルに活躍できるܦ営人ࡐ、ઐ性͋;れる人ࡐをܧ続的にഐ出すべ͘、国をえた人ަࡐ流（ローテー
ション）やװ部ީิ研修を展開しています。
　また、ڭ育をओ管する৫で͋る.LI（マϒチ・ラーχンά・インステΟテϡート）をਪਐओମとして、当社ಠࣗのڭ育ମ
育環境の活用により、ֶशする৫ڭしています。.LIによるΦンラインֶशを活用したάローόルなࢪに基ͮき研修を実ܥ
෩のৢ、ઐࣝ・ٕज़レϕル向上によるスϖシϟリストのૣ期育なͲ、マϒチάループ全ମでਂ͘いࣝを得られ
るମ制をߏஙしています。

人的資本への基本的なߟえ方

マϒチάローόルܦ営を支える人ަࡐ流

άローόルに活躍する人ࡐの育

人材育成方針

教育・研修体系

社内環境整備方針

採用・登用 ਓ本Ґのଟ༷ͳਓࡐを৽ଔɾΩϟリΞの۠ผͳ͘࠾用ɾొ用

経営戦略の浸透 経営ਞ͔ΒののޠΓֻ͚及びا業׆動のࠜװͱͳる経営理೦のڞ有పఈ

育成
グローόϧに׆༂Մͳ経営ਓࡐ、ઐੑ͋;Εるਓࡐをܧଓഉग़するͨΊ、グϧーϓશ
ମͰ͍ਂࣝ͘をಘΒΕるମ੍をߏங

心と身体の健康
ʮマブチモーター݈߁経営એݴʯを੍定͠、社員の݈߁อ࣋ɾ૿進にࢿするऔΓΈ
を推進

適材適所配置 年ޭにґΒͳ͍ਅの࣮ྗओٛによΓ、ඞཁͳ経ݧɾスΩϧをͬͨਓࡐをաෆͳ͘ஔ

エンゲージメント向上 定期ௐࠪを࣮͠ࢪ社員のʮಇ͖͕͍ʯͱʮಇ͖す͞ʯ্に׆͚動

評価・処遇 社員のݙߩを的֬にѲ͠公ฏɾ公ਖ਼にใ͍るධՁ੍及びॲ۰の整備

コンプライアンスの推進 ʮマブチモーターྙ理ൣنʯを੍定͠、役員ͱ社員にਁಁ

ワークライフバランス ͮڥԉする੍ɾࢧ事ͱϓϥΠベートのཱ྆を Γ͘を推進
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　当社では、एख社員に現場力をに付͚てらうためにトレーχー制度をଅਐしており、トレーχーとして年～１年間で
海外ܦ験をੵΈ、実ࡍの海外現場がͲのような実務を行っているのかをମײできます。海外拠点から本社へのトレーχーの
Έ͋ります。2023年4月～10月の期間中、タイマϒチから本社へトレーχーとしてདྷ日した社員にをฉきました。

λΠϚϒν͔Βຊࣾ
　2019年にタイマϒチに入社し、営業部で勤務しています。営業業務のΈならͣ拠点を活性
化するためのマネδϝントスΩルをは͡め、ଟذにわたるܦ験をੵΜできました。2023年４月
～10月までの期間、トレーχー制度を利用し、本社にてࣗ動ं電ثػ向͚のお٬༷サϙート業
務を୲当しました。本社での勤務を通͡て、当社のܦ営計ը・ઓུや管理システϜにਂいײを
受͚ると同時に、本社ଆのࢹ点・業務のਐめ方を理ղし、営業拠点と本社の方のࢹ点をόラン
スྑ࣋͘つ͜とができるようになりました。͜のトレーχー制度を含Ήάローόルな人ަࡐ流が、
当社άループの拠点をӽえた一ମײや価؍のڞ有につながっている͜とを実ײしました。

˔�৽ೖ社һݚम
ֶ生から社会人へのҙࣝの切り替えから࢝まり、ܦ営理೦、৫、
事、ルールの֓ཁを理ղするととに、Ϟーターとͦの生産に
関する基ૅࣝをֶびます。また、海外場での研修͋り、実
Έやઃඋ等のઐ的な分の生産現場をମ験し、生産のࡍ
に入りࠐΜͩ研修を行います。

˔�社Πンλʔンγοϓ੍（ٕज़ܥ）
ٕज़ܥの新入社員に対して、正式配ଐલに社内インターンシップ
というܗでෳ数の部の職務をܦ験する制度です。ٕ ज़をֶͿ
る࡞会として͚ͩではな͘、社内人຺をػ と͜に役ཱっています。

˔�෦ڭҭ
֤部ຖにઐスΩルश得にඞཁなڭ育カリΩϡラϜをඋする
ととに、社員が保有するઐスΩルを定期的にධ価・Մࢹ化し、
Ωϟリアアップにඞཁなڭ育を年間のڭ育計ըに基ͮいて実ࢪ
する と͜で、計ը的・ମܥ的なઐスΩルのश得を実現しています。

˔�एखɾதݎ社һ͚֊ผݚम
ઐスΩルが向上してきた時期に、վめて事への取りΈ方に
ついて࠶点検し、新たなͮؾきとࣗらの՝をೝࣝするためのプ
ロάラϜです。

˔�ཧ৬ݚम
当社のܦ営基 ʮ࣠人を最重ཁなܦ営資源とҐஔ͚ͮ、事を通
͡て人を活かし、社会に役ཱつ人を育てるʯを%/"としてܧঝし
て͘ ために、当社の管理職がڞ通してେ切にすべき部下育のߟ
え方についてਂٞ͘し、実ફに結び付͚ます。

࠲ߨӦઓུܦ�˔
େֶのઌ生をࢣߨとしてটき、トップの価؍やܦ営理೦の理ղ、
。を開催しています࠲ߨ化をਤる社内ڧ営に関する基ૅࣝのܦ
ࣗओ的に՝を発۷し、՝ղܾ方法を見出し、人や৫を動か
して՝をղܾする͜ とのできるকདྷのܦ営リーμーを育します。
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ଟ༷な人ࡐを活かす৫ͮ り͘

μイόーシテΟˍインクルーδョン

公平・公正な人事制度

社員エンήーδϝントの向上

ଟ༷な働き方を支える制度のॆ実

　国籍や年齢、性ผ等をわͣ社員全員がάローόル֮ײを࣋ち、ͦれ
ͧれのݸ性を活かし、新しい価を生Έ出す͜とがマϒチϞーターの
すμイόーシテΟˍインクルーδョンです。当社は1964年から海外展ࢦ
開を行っており、海外ビδネスのྺ࢙が長いため、従དྷより雇用に関し
てはॊೈかつ公平・公正なߟえ方を࣋っていました。ۙ年ߋに力を入れ、
当社のܦ営理೦にײڞする͜とをલఏに、年齢・性ผ・国籍に関わらͣ
社員を採用・ొ用し、ଟ༷な人ࡐが切᛭ୖຏする͜とにより、新たな価
の出をଅਐします。また、ଟ༷な働き方をଚ重し、一人ͻとりがࣗ
られる職場ͮ͘りに͡ײをײ長ができ、やりがいやॆ実ݾࣗ、実現ݾ
ݶ後マϒチάループ社員が国や地域にࠓ。的に取りΜでいますۃੵ
定͞れͣ、ੈք中で活躍できる環境をࢦします。

　当社がࢦす人事制度の基本ࢥはʮ公平・公正ʯで͋り、社ྺや年齢、性ผ、国籍に関わらͣ、దࡐదॴの؍点で、役割・
職務にٻめられる力やઐ性を݉Ͷඋえた社員をొ用し、୲う役割や果・職務によって、公平・公正なධ価と報酬を実現す
る人事制度をಋ入しています。
　۩ମ的には、δョϒデΟスクリプションによって役割・を明֬化し、ͦれにԠ͡て処۰をܾ定する制度です。2020年より、
管理職を対象にಋ入しましたが、2024年には一ൠ社員まで֦େしました。
　ଟ༷な役割を果たす社員一人ͻとりの貢献を的֬にѲするため、ͦのଞに༷ʑな制度をઃ͚ています。͜れらの制度は、
マネδϝントπールとして͚ͩでな͘、人ࡐ育πールとしてੵۃ的に活用しています。

　社員エンήーδϝントの向上は、会社の࣋続的な長にܽかͤないのです。当社は、定期的に社員エンήーδϝントௐ査を
実ࢪし、ௐ査で得られた結果は、取締役会や執行役員会ٞなͲで報ࠂし、ௐ査結果の分ੳ、՝の理をਐめている΄か、分ੳ
結果（ڧΈ・՝）を反өした人事ࡦࢪのඋに取りΜでいます。
　2023年７月に実ࢪしたௐ査では、95%の社員から回が͋り、ࡋ量や給与へのೲ得ײに関するධ価がվળした一方で、শ
れる社員の表জ制度の見直し͞ࢪへのଥ当性の߲にվળの༨地が͋るとೝࣝしました。͜うした結果をう͚、ຖ年１月に実ࢍ
を実ࢪしました。より؍٬的な基準で受者をબ定する制度へվగし、শࢍへのଥ当性を高めるととに、会社として果が出
た取りΈのΈならͣઓͦののをධ価する͜とをपし、社員のҙࣝมֵをਤっています。
する͜とで社員のエンήーδϝントをѲ・分ੳし、社員のʮ働きがいʯとʮ働きやす͞ʯの向上ࢪ続的にௐ査を実ܧ後ࠓ　
に向͚て活動をڧ化していきます。

　当社は、社員の働き方のબࢶを૿やし、ࣗ分に合った働き方の実現を後ԡしする͜とで、会社全ମの生産性向上・付Ճ価
の出につな͛る͜とをࢦしています。ͦの実現のため、ଟ༷化するライϑスタイルに対Ԡし、事とプライϕートのཱ྆を
支ԉする制度・環境ͮ͘りに取りΜでいます。

˔ 育児休業制度（ࢠͲが３歳をܴえるまで）・介護休業制度（365日）
˔ 育児・介護休業中のࣗܒݾ発支ԉ
˔ 配偶者出産時休暇制度（５日間のಛผ休暇）
˔ 育児・介護のための勤務時間短ॖやॴ定外労働໔আなͲのાஔ
˔ ϑレックスタイϜ制度（コアタイϜઃ定なし）、ࡋ量労働制
˔ リϞートϫークのਪਐ

˔�δϣϒܕਓ੍ࣄ（ཧ৬）
管理職・ઐ職は年齢・勤続年数といったଐ人的なཁૉではな͘、役割・職務のେき͞にԠ͡てδョϒάレーυ（+G
が
ઃ定͞れ、+Gと果にԠ͡て報酬がܾまります。

˔�δϣϒܕਓ੍ࣄ（Ұൠ社һ）
管理職を対象としたδョϒܕ人事制度をϕースに、管理職と一ൠ社員の役割の違いにྀߟし、入社から一定期間は育
重ܦ、ࢹ験を重Ͷ上Ґのϙδションへアサイン͞れる͜とにい役割と報酬の結びつきがより͘ڧなる制度となってい
ます。

˔�ཧ৬͚ͷ৴ୗަࣜגܕ੍
通ৗの給与や与にՃえて、当社のג式を報酬として受͚取る͜とができるインηンテΟϒ制度を管理職向͚にಋ入し
ています。ג価が上ঢする͜とにより受͚取ったג式の価が高まるため、社員が高い貢献ҙཉを࣋って働͘͜とができ、
会社と社員が一ମとなって企業価を向上ͤ͞る͜とをࢦしています。

˔�ϙΠンτ੍ୀ৬੍ۚ
役割・ධ価にԠ͡て、ຖ年、ୀ職金ϙイントが付与͞れるΈです。ຖ年の貢献・果がͦのままୀ職金に反ө͞れます。औΓΈͷՌʢ2023ʣ

男性の育児休業取得率 育児休業後復職率

69.2% 100%

ࣾһʹฉ͍ͨʮϚϒνΒ͠͞ɾΑ͍ͱ͜Ζʯ

　2024年１月にཱ70प年をه೦したアンケートを実ࢪし、全社員からʮマϒチ
らし͞・マϒチのよいと͜Ζʯをืूしました。アンケートの結果、ඪ準化ઓུ
や金ܕから製品にࢸるまでの総合開発力なͲの΄か、ʮ実で切、まっす͙な人
がଟいʯʮい͟という時のஂ結力・അ力がす͝いʯʮ͋ؾい͋いとして、ҙ見・
ఏҊをしやすいงғؾʯといった回がଟ数ूまりました。͜の結果は社内報で
社内にڞ有͞れ、70प年をܴえたઅのタイϛンάで当社のڧΈ・当社らし͞を
վめてೝࣝできる内༰となりました。

ଟ༷な人ࡐの活躍を支ԉする制度のॆ実

　当社は、ଟ༷な人ࡐの力を最େݶに活かすため、社員のࣗݾ実現・ࣗݾ長を支ԉし、社員一人ͻとりがࣗらの長ॴを৳し、
。して活躍できる職場ͮ͘りをਪਐしていますش性を発ݸ

˔�ҟಈرਃ੍ࠂ
社員のదࡐదॴの人ࡐ配ஔをਤるため、社員のҙ向を֬ೝする
制度です。͜ の制度を用いて、社員はいつで、ଞ部ॺへの異動
についてओମ的なҙ見を会社へਃܗなͲࣗらのΩϟリアر
し出る͜とができます。

˔�ෳઢܕਓ੍ࣄ
社員のద性・رにԠ͡たΩϟリアܗを行える環境をえるた
め、資格等ڃの上Ґは管理職とઐ職にΩϟリアが分かれる
。Έとしています

˔�෭ڐۀՄ੍
ॴ定の件をຬたͤ、෭業をする͜とがೝめられています。෭
業によって෯いスΩル・ܦ験を得る͜とができ、ࢹを͛る
。会になりますػ

˔�௨৴ڭҭड੍ߨ
બܕの通৴ڭ育受ߨ制度がっており、一定の基準をຬたす
͜とにより会社から受ߨ料のิॿが受͚られます。

˔�ӳֶޠशࢧԉ
社員が国ࡍ社会への貢献を۩現化できるよう、ޠ （ֶಛにӳޠ）
をֶशする෩ͮ り͘を行っています。۩ମ的にはӳֶޠशπー
ルのఏڙや、ӳޠレϕルのม化を֬ೝするため年２回、社内
TOEICࢼ験を開催しています。

औಘྭ੍֨ࢿ�˔
社内にʮࣗらֶͿ෩ʯをৢし、業務行に役ཱつࣝを෯
͘श得する͜とをૂいとしてʮ資格取得奨励制度ʯをઃ͚、ࣗ ܒݾ
発をଅਐしています。

人的資本

3433



　マブチモーターの経営理念「国際社会への貢献とその継続的拡大」には、社会に対する貢献度を高め、世の中のためになく
てはならない企業であり続けたいという想いとともに、すべての社員が「企業の一員として仕事を通じて社会貢献に参画する
こと｣､「人間だけではなく自然や環境、その他万物すべてを大切に思い、物質的な豊かさのみに捉われない心の充実を得るこ
とによって人間的な成長を遂げること」への想いが込められています。
　また、当社はSDGsを、人を大切にしながら経済的にも成長できる目標と捉えています。その達成に向けて、各々の目標に
対して、環境・社会への積極的な取り組みを継続していきます。

　サステナビリティ委員会は、取締役会直下の組織として、サステナビリティ課題の横断的な検討・議論を行い、重要課題及
び目標の設定・見直しと目標進捗のモニタリングを実施しています。委員長は社長が務め、委員は執行役員及び事業部・本部
レベルの部門長より構成されています。また、当委員会での審議の結果は、取締役会に報告され、取締役会による監督や決定
事項の全社的な統合が適切に図られるよう体制を整えています。
　2020年7月に当委員会を設置して以来、経営基軸に則った社会的課題の解決に向けた重要課題及び目標設定、国連グローバ
ルコンパクトへの署名や気候変動に関する取り組みとしてTCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース） への賛同表明、カー
ボンニュートラルに向けた施策や人権対応、サプライチェーン全体でのCSR活動等の具体的な検討を行っています。

　2021年～2023年には、経営機軸に沿って当社ならではの当社ならではの重要課題を設定し、サステナビリティ中期目標と
してKPIを設定し取り組みました。現在は新たに4つのマテリアリティと対応する8つのサステナビリティ指標を設定し、2024
年から2030年までを対象期間として、サステナビリティへの取り組みを推進しています。

サステナブルな社会の実現に向けて

サステナビリティ推進体制

サステナビリティ目標

CO2排出量 2018年比削減率（スコープ1、2）

サステナブルプロダクツ及びサステナブル
プロダクツ・プレミアムの売上高成長率

1

2

労働災害度数率
人権上の重大リスク件数

7

8

女性管理職比率4

グローバル勤務経験者数5

子ども向け工作教室・出前授業等の参加者数6

SDGsに貢献する用途の売上高成長率3

マテリアリティ（重要課題） サステナビリティ指標

サステナビリティ方針

● 小型直流モーターの可能性を徹底的に追求し、モーターを通じて国際社会が直面している課題の解決に貢献します。
●  グローバルな企業活動を通じ、人間だけではなく自然や環境、その他万物すべての存在を尊重し、社会的な責任
を果たします。

●  長期安定的な経営を実践するために、適切なガバナンスを構築するとともに、リスクを早期に認識し、リスクを排
除ないし影響を極小化する対策を講じます。

● すべてのステークホルダーと強固かつ長期的な信頼関係を構築し、ステークホルダーに持続的に貢献します。

　私たちは、経営理念として掲げる「国際社会への貢献とその継続的拡大」を実践するために、経営基軸に則り、
社会が抱える課題の解決を通じ、持続的に企業価値を向上させていきます。

各拠点・各部門

目標達成に向けた取り組みの実行

重要課題の設定・見直し
経営基軸の観点から、当社の事業活動
と社会課題とのつながりを確認し、具
体的な重要課題を設定

目標進捗のモニタリング
サステナビリティ目標の進捗状況を
評価・監督

報告

連携

サステナビリティ委員会

目標の設定・見直し
重要課題への取り組みを計画化し、
それぞれの重要課題に対応した「サ
ステナビリティ目標」を設定

環境
E

社会
S

ガバナンス
G

地球環境を
犠牲にすることのない
企業活動

豊かな社会と人々の
快適な生活を実現する
ものづくり

すべての人が活躍
できる環境の実現

社会的責任の遂行

重要課題 取組内容 KPI 2024年目標 2030年目標

地球環境を
犠牲にすることの
ない企業活動

開発、調達、生産等、社内における全ての活動におけ
る環境負荷の低減

①CO2排出量 2018年比削減率 （スコープ1、2） ▲3％ ▲30％

小型、軽量、省エネルギーを実現する製品の開発及
び販売拡大

② サステナブルプロダクツ及びサステナブルプロダ
クツ・プレミアムの売上高成長率（2023年比） +20％ +70％

豊かな社会と
人々の快適な
生活を実現する
ものづくり

「健康機器、医療機器用途」及び「自動車の安全性
向上（シートベルトプリテンショナー、パーキング
ブレーキ、光軸調整、ハプティック等）環境性能向上
（バルブ、グリルシャッター）に資するモーター」の
販売拡大

③ SDGsに貢献する用途の売上高成長率（2023年
比） +5％ +70％

すべての人が
活躍できる
環境の実現

日本及び世界各地の拠点における女性経営者及び
管理職の育成・登用

④女性管理職比率 17％ 20％

グローバル勤務（自拠点から他国拠点への出向、ト
レーニー派遣）の推進

⑤グローバル勤務経験者数 457名（累計） 620名（累計）

次世代を担う子どもたちが科学への関心を深める
機会の提供

⑥子ども向け工作教室・出前授業等の参加者数 700名 5,000名（2024年
からの累計）

社会的責任の
遂行

労災事故の防止対策、オフィスや工場における労
働環境の整備、ワークライフバランスの促進

⑦ 労働災害度数率 （100万のべ実労働時間当たり
の労働災害による死傷者数） 0.14以下 0.12以下

人権デューデリジェンスのプロセスを実施・継続し、
サプライチェーン全体での人権尊重の取り組みを
強化

⑧人権上の重大リスク件数 0件 0件

サステナビリティ重要課題への取り組み
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　マϒチϞーターはʮީؾ関連財務報開ࣔタスクϑΥース（以下、TC'%）ʯのఏݴへࢍ同を表明しています。TC'%ఏݴに
基ͮき、ީؾม動が事業に及΅すリスク・ػ会を分ੳし、報開ࣔをੵۃ的に行う͜とで、すべてのステークϗルμーのօ༷
とݻڧかつ長期的な৴པ関係をߏஙするととに、࣋続的な社会の実現に貢献していきます。

TC'% へのࢍ同

ガόφンス

ઓུ

リスク管理

ඪとඪࢦ

　当社では、ީؾม動を含Ή環境をܦ営にӨڹを及΅す重ཁな՝の一つとしてೝࣝしており、ީؾม動を含めた環境
全ମの基本方なͲの重ཁ事߲は、取締役会で৹ٞ・ܾٞ͞れます。ީؾม動への対Ԡを含Ή環境ෛՙ減活動のਪਐに͋たっ
ては、社長を委員長とするサステφビリテΟ委員会で՝とඪの明֬化を行い、ඪに対する活動のϞχタリンάを行っています。
サステφビリテΟ委員会は、年２回以上開催͞れ（2023年は５回）、執行役員及び事業部・本部レϕルの৫長が委員となり、
リスクのಛ定・ධ価及び対ཱࡦҊを含Ή全社的なサステφビリテΟ՝のௐ査・ٞを行っています。また、当委員会での৹ٞ
の結果は取締役会に報͞ࠂれ、取締役会による監ಜやܾ定事߲の全社的な౷合がద切にਤられるようମ制をえています。 

給までのόڙ・会のಛ定に͋たり、当社άループにお͚る製品及びサービスの開発・ௐୡ・生産ػม動によるリスク及びީؾ　
リϡーチェーン全ମを対象として、国ػࡍ関なͲが公表するシφリΦを用いকདྷのੈք૾をઃ定し、2030年時点及び2050年時
点の２時点において当社άループへのӨڹについてߟを行いました。
　ઃ定したシφリΦを౿まえた事業への財務的Өڹについて、ࢼ算がՄな߲に関しては数理Ϟデルを検౼し2030年、2050
年の֤時点に定͞れるऩ支へのӨڹについて߲ผにࢼ算を行い、ͦのӨڹ規のਪ計を実ࢪしました。また、定量的なධ価
がࠔなリスク及びػ会について定性的なධ価を行い、কདྷ時点にお͚るӨڹのେき͞を検౼しました。

　当社では、ީؾม動リスクのಛ定・ධ価及び対ཱࡦҊをサステφビリテΟ
委員会で実ࢪし、取締役会に報ࠂするととに、リスクマネδϝント委員
会及び֤୲当部と連ܞをਤっています。リスクマネδϝント委員会では、
άループの全社的なリスク管理・ධ価プロηスの中で、ީؾม動リスクを
含Ήܦ営に重ཁなӨڹを及΅すリスクについて、ଟ༷な事業環境の中でઓ
ུを行するࡍに直໘するܦ営՝（ઓུ的リスク）と事業運営上発生し
うるリスク（事業運営リスク）の2つにେผし、άループ内の定ٛに基ͮい
てධ価を行い、取締役会に報ࠂしています。
　͜れらのプロηスからಛ定・ධ価͞れたリスク͝とに୲当部をܾめ、
୲当部は対ࡦ・行動計ըをࡦ定し管理しています。֤୲当部は、管理
実ࢪ状況及び結果をリスクマネδϝント委員会に報ࠂし、リスクマネδϝ
ント委員会においてリスクの࠶ධ価及びੋ正を実ࢪしています。

　国ࡍ社会にとってۓ٤の՝で͋るީؾม動に対Ԡするため、当社は
2030年までにCO2排出量を2018年比30％削減とする中期ඪにՃえて、
2050年カーϘンχϡートラルに向͚た活動をਪਐする͜ととしました。
　ͦのためのࡦࢪとして、太陽光発電システϜのઃஔや排を回ऩして࠶
利用するシステϜの採用、࠶生Մエネルギーの活用や生産ઃඋのল電力
化等のCO2排出量削減の取りΈをਪਐしています。
CO2排出量の実データについては、ESGデータ（P.63～P.64）を͝ࢀর
ͩ͘͞い。

　1.5ˆシφリΦでは、カーϘンプライシンάや֤エネルギー価格上ঢにうコスト૿が見ࠐまれる一方、ࣗ動ं産業のΈなら
ͣ͋らΏる業քにおいてカーϘンχϡートラルに向͚た取りΈが活発化し、電動化धཁが֦େする͜とにより、当社のϞーター
事業にԸܙがたら͞れると༧ଌしています。対して4ˆシφリΦでは、ؾ象災害による直的なඃ害や、ͦれにう操業停
止によるଛࣦが֦େする͜とが最ݒ೦すべきリスクとして༧ଌ͞れます。
　͜れらの分ੳを౿まえ、۩ମ的な対Ԡࡦを֤事業で検౼・ཱҊし、ෆ֬実なকདྷのੈքの͋らΏるՄ性にඋえるととに、
。後༷ʑな動向を౿まえて分ੳを定期的に行い、ධ価の見直しと報開ࣔの࣭・量のॆ実にめていきますࠓ
　なお、طに実ࢪ中の対Ԡࡦの۩ମ的な内༰については、P.39～P.42を͝ࢀরͩ͘͞い。

1��ˆγφϦΦ �ˆγφϦΦ

2050年ࠒまでにカーϘンχϡートラルをࢦし、ੈք規
で炭ૉ化がਪਐ͞れ、ੈք平均ؾ温が1.5ˆఔ度の上ঢ
にえられるとするシφリΦです。カーϘンχϡートラルୡ
に向͚てݫしい法規制や੫制がࢪ行͞れ、炭ૉٕज़の
発展等によって温室効果ガスの排出量が制͞れる͜とによ
り、ؾ温上ঢがえられます。異ৗؾ象なͲ物理的リスク
の規や頻度の֦େは制͞れるのの、炭ૉ化に向͚
た社会ߏのม化にい、Ҡ行リスクは高まります。

、への取りΈが現行のの以上にਐ展ͤͣࡦม動対ީؾ
産業ֵ໋期ࠒの地ٿ平均ؾ温と比ֱしてلੈࠓに4ˆ以
上上ঢすると͞れるシφリΦです。෩水害なͲ異ৗؾ象のܹ
ਙ化や、海໘水Ґの上ঢといった直的にඃる物理的リス
クが高まるのに対し、法規制や੫制というܗでの市場への
締め付͚はڧ化͞れないੈք૾で͋るため、Ҡ行リスクとし
てのӨڹ度はখ͞ な͘ります。

ม動に関する政間ύネル（IPCC）3CP8.5ʗ3CP2.6ީؾシφリΦɿߟࢀ
国ࡍエネルギーػ関（IE"）STEPSʗS%Sʗ/;E2050
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˔  E7 をは͡めとするࣗ動ंधཁのม༰にう
受ػ会の૿Ճ

˔  ༷ ʑな産業ػցの電動化にうϞーターधཁ
の૿Ճ

େ େ

˔  生産ఔにお͚る環境対
Ԡのਪਐ

˔  Ϟーターのখܕ・軽量化
˔  環境配ྀܕの製品ઃ計

リスク 料価格ࡐݪ
へのӨڹ

入れ製品価格への炭ૉ価格分の上ͤや  ˔
ध給όランスのม化によるࡐݪ料価格の૿減
にう入れコストへのӨڹ

େ େ
˔  άリーンௐୡのਪਐ
˔  資源॥環のਪਐ

リスク カーϘン
プライシンά

˔  炭ૉ੫のಋ入や排出ݖ取引なͲの新たな制度
及び規制への対Ԡによるコスト૿Ճ 中 中

 ̝ CO2 排出量削減ඪのઃ定
とਪਐ
生Մエネルギーの活用࠶ ̝ 
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のଛյやثઃ及びઃඋॄࢪ象災害による保有ؾ ̝ 
操業停止にうඃ害額の૿େ及びଛࣦの発生
 ̝ サプライチェーンのੇ断と事業ܧ続へのӨڹ 

中 େ
˔   #CP のࡦ定及びڧ化
܇事ଶ発生時の対Ԡٸۓ  ˔

࿅の実ࢪ

リスク 異ৗؾ象の
ܹਙ化

ࡐݪによるڹม動のӨީؾ性・ຫ性的なٸ  ˔
料ௐୡのෆ安定化 中 େ

˔  替ௐୡ・分ࢄௐୡの検
౼及び実ࢪ

˔  ద切なݿࡏ管理及びリス
ク管理のਪਐ

リスク 平均ؾ温の
上ঢ

˔  平均ؾ温の上ঢによるۭௐコスト等の操業コ
ストの૿Ճ 中 中

˔  লエネルギー化のਪਐ
˔  環境ڭ育ମܥのߏங
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CO2排出量に関する目標及び実績（Scope1,２）　

財務インύクト　େɿ10 ԯ円以上、中ɿ１ԯ円～ 10 ԯ円ະຬ、খɿ１ԯ円ະຬ
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　マϒチϞーターは、ʮマϒチάループ環境方ʯを制定し、環境に配ྀした製品を࡞り出す͚ͩでな͘、開発・ઃ計から生産
環境と人ʑの健康を٘ਜ਼にする͜ٿるまでのサプライチェーン全ମにわたって環境ෛՙの減に取りΈ、地ࢸఔ・流通に
とのない企業活動を行っています。 　当社は、国ࡍ社会にとってۓ٤の՝で͋るީؾม動に対Ԡするため、2050年のカーϘンχϡートラルに向͚た活動を

ਪਐしています。2023年5月にはʮG9リーά˞ʯへࢀըしており、温室効果ガスの排出量削減の取りΈをՃͤ͞ています。
　また、ʮ2030年までにCO2排出量を2018年比30％削減ʯとする中期ඪをઃ定しています。ͦのためのࡦࢪとして、太陽光
発電システϜのઃஔや排を回ऩして࠶利用するシステϜの採用等、࠶生Մエネルギーの活用や生産ઃඋのল電力化をは͡め
とするCO2削減の取りΈをਪਐしてきました。炭ૉ社会の実現に向͚て、͜れらの取りΈをண実にਐめていきます。
˞G9リーάɿ 2050年カーϘンχϡートラル実現と社会มֵを見ਾえ、G9（άリーン・トランス・ϑΥーϝーション）にੵۃ的に取りΉ企業が、同༷の取りΈ

を行う企業܈や官・ֶととにڠ働し、ࡁܦ社会システϜ全ମのมֵに向͚たٞと新たな市場ののための実ફを行う場としてࡁܦ産業লがઃཱ。

Ϛϒνάϧʔϓํڥ

ഇغࢦ͚ͨʹݮඪͱ 2023 ͷऔΓΈ

り͋る資源を有効活用するために、লエネルݶม動に対Ԡするため、カーϘンχϡートラルに向͚たCO2の削減とީؾ .1
ギー、࠶生Մエネルギー、ল資源化、リサイクル及び廃棄物の減量化にੵۃ的に取りΈます。

2. 製品及び製աఔにおいて、環境ෛՙ物࣭の管理をపఈし、環境にෛՙを与える物࣭はՄなݶり替物࣭へのసを行
います。

3.環境に配ྀした部品・ࡐ料をੵۃ的に使用する lάリーンௐୡz を行います。
4.環境配ྀܕ製品の開発・販売をଅਐし、社会全ମの環境ෛՙ減に貢献します。
5.生物ଟ༷性の保全を企業の重ཁな՝とೝࣝし、生ଶܥに配ྀした取りΈをਪਐします。

続的վળܧ環境と人ʑの健康を٘ਜ਼にする͜とのない企業活動を行い、環境マネδϝントシステϜを通͡てٿたちは、地ࢲ
にめ、࣋続Մな社会をࢦします。

1. 環境関連の法規制及びͦのଞのཁٻ事߲を順守するととに、環境Ԛછの༧・止にめ、事業活動が環境に与えるӨ
。をৗにೝࣝし、ࣗओ基準をઃ定して管理しますڹ

。し、事業活動にうओཁな環境ෛՙを軽減するため、以下について重点的に取りΈますࢦ続Մな社会の実現を࣋.2

3.社員一人ͻとりの環境に対するҙࣝの高༲をਤるため、ੵۃ的にڭ育活動を行います。
4.͜の環境方は、全社員にपするととに、社外に公表します。

マϒチϞーターג式会社　表取締役社長　高ڮ ప
制定ɿ1998年9月27日ʗվగɿ2024年3月28日

ม動への対Ԡީؾ

資源の有効活用

　当社は、地ٿ環境とのௐやͦの保全を重ཁなテーマとߟえ、ISO 14001国ࡍ規格に準拠した環境マネδϝントシステϜを
。続的に環境活動に取りΜでいますܧ、ஙしߏ

環境マネδϝントシステϜ

マϒチάループの環境管理৫

֤छ法令の順守

　当社では、本社の社長がάループ全ମを౷ׅし、本社の品࣭保ূ本部長が環境管
理者としてάループ全ମの環境マネδϝントシステϜを管理しています。
　本社ではʮ環境管理委員会ʯをઃஔし、本社の環境管理者が委員長となり、
部長・室長でߏ͞れたϝンόーで、マϒチάループの環境方、環境ඪ、ࡦࢪな
Ͳの৹ٞ、ܾ 定を行います。
　また、環境管理委員会の下には、化ֶ物࣭ઐ部会をઃஔし、ઐ的なࡦࢪをఏ
Ҋし環境保全活動をਪਐしています。

　Ԥभ3o)Sࢦ令、ԤभEL7ࢦ令、Ԥभ3E"C)規ଇ制ݶ物 ・࣭S7)C（高ݒ೦物࣭）、日本の化৹法˞ ୈ一छಛ定化ֶ物࣭、G"%SL
（ࣗ動ं業քࣗओ基準）、ͦ のଞの法規制、お٬༷からのཁٻ、マϒチάループࣗओ基準等による、規制物࣭のՃ、ې止ランクのมߋ等、

কདྷを見ਾえた対Ԡを行っています。
　日ৗのお取引ઌ༷とのコϛϡχケーションや、環境ෛՙ物࣭の使用・保管状況の監査活動に対するੵۃ的な取りΈにより、2006年
のԤभ3o)Sࢦ令のࢪ行から現ࡏにࢸるまで、環境事ނは一度発生しておりまͤΜ。
。お取引ઌ༷ととにάリーンௐୡ活動をਐめてまいります、後、お٬༷ࠓ　
˞化৹法ɿ化ֶ物࣭の৹査及び製等の規制に関する法

生Մエネルギーのಋ入࠶

廃棄物削減への取りΈ

水資源有効活用の取りΈ

　当社は、࠶生Մエネルギーのಋ入によるCO2排出量の削減に取りΜでいます。日本の本
社、中国の౦،マϒチ、ಓδϟΦマϒチ、ϕトφϜのμφンマϒチにઃஔした太陽光発電システ
Ϝでは、2023年に365万kWhの電力を発電し、ͦ れͧれの事業ॴにて使用しています。また、
2024年4月から、࠶生Մエネルギー༝དྷの電力プラン利用により、本社で使用する電力の実
࣭的な࠶生Մエネルギー˞100％を実現しました。ࠓ後、࠶生Մエネルギーのಋ入を計
ը的にਐめていきます。
˞ 電力の実࣭的な࠶生Մエネルギーɿ'IT 非化石ূॻの購入、ࣗ 社社にઃஔした太陽光発電による電力を利用

　当社は、廃棄物を資源として回ऩ・࠶利用し、ຒཱ廃棄するのを削減する
॥環社会の実現をࢦし、ʮ廃棄物リサイクル率を95％以上ʯとするඪをઃ
定しています。॥環社会の実現には、廃棄物ͦののを少な͘する͜とにՃえ、
発生した廃棄物を資源として、࠶利用する͜とが重ཁかつෆՄܽなϙイントと
なります。現ࡏのリサイクル率にՃえて2023年よりサーマルリサイクルを含め
ない場合のリサイクル率のू計を開࢝しており、ͦ の場合のリサイクル率向上
のため、本社では環境マネδϝントシステϜにお͚るඪとして、Մ燃物削減
の取りΈを行っています。ࠓ後、マϒチάループ全ମで廃棄物の削減及
び࠶利用（リサイクル化）の取りΈをਪਐしていきます。

　水資源をେ切にするため、ੵ ۃ的に雨水を活用しています。本社では1991年より雨水を利用しており、άループ内֤拠点でੵۃ
的に雨水を利用しています。
　また、ߐોマϒチをは͡めάループ内֤拠点では、場内に廃水処理ࢪઃをݐઃし、͜ ͜で処理͞れた水の一部を২ࢄ水やトイ
レ用水なͲに࠶利用しています。ࠓ後事業による水へのӨڹを֬ೝしながら、水資源の保護にめていきます。

本社にઃஔ͞れた太陽光発電システϜ

廃棄物最終処分量（ton） 廃棄物リサイクル量（ton）
廃棄物リサイクル率（％）

目ඪ

࣮

廃棄物リサイクル率

廃棄物リサイクル率

95.0 % 以上

97.9 %	 ୡ 


環境管理組織図

廃棄物排出量

本社社長

本社環境管理者

本社環境管理৫

本社環境管理委員会
（本部長、部長、室長）

海外拠点
環境管理者

環境管理者会ٞ

海外拠点環境管理৫

化ֶ物࣭ઐ部会

環境への取りΈ
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生物ଟ༷性保全の取りΈ

環境コϛϡχケーション

　当社はখܕ・軽量・高効率のϞーターをඪ準化し、ແବのない生産・販売を行う͜とで、お٬༷の製品のখܕ・軽量・
লエネルギー化を実現し、社会全ମの環境ෛՙの減に貢献しています。ͦの中でಛに環境貢献に༏れた当社製品を、ʮサス
テφϒルプロμクπʯまたはʮサステφϒルプロμクπ・プレϛアϜʯとして社内ೝ定する制度を2022年6月よりಋ入しました。
環境配ྀܕ製品の開発・販売をଅਐする͜とにより、社会全ମの環境ෛՙ減に貢献していきます。
　製品の企ըஈ֊からࢦす環境性の方向性をઃ定し、ͦの後の開発・ઃ計、製品化といった֤ஈ֊において環境性の
֬ೝを行い、最終的に基準をຬたした製品をʮサステφϒルプロμクπʯまたはʮサステφϒルプロμクπ・プレϛアϜʯと
してೝ定します。

　Ϟーター部品͚ͩではな͘、生産ఔ上で使用͞れる環境ෛՙ化ֶ物࣭に࢝まり生産ઃඋ・ػց等のল電力化ฒびに社員の
。的にਪਐしていますۃるまで、༷ʑな環境ෛՙ減活動をੵࢸ業環境の向上に࡞

環境配ྀܕ製品の出

生産ఔでの環境配ྀ

インターφル・カーϘン・プライシンά（ICP）制度のಋ入

άリーンௐୡのਪਐ

　ICP制度は、社内にお͚る炭ૉ価格をઃ定し、CO2排出量を費用算する͜とで、排出量削減に対するࡁܦ的インηンテΟϒを出
し、社内でީؾม動への対ԠをଅすΈです。CO2排出をうઃඋの投資計ըのࡍに、ઃ定する社内炭ૉ価格をద用しԾ的な費
用に算する͜とで、ઃඋのબ、投資断の一つのཁૉとしてྀߟし、運用しています。

る製品ライϑサイクルࢸ流通・販売、ফ費・使用、及び廃棄・リサイクルに、料の資源採取から、製・Ճࡐݪ、のௐୡ活動ではࠓࡢ　
において、環境ෛՙの少ない製品の開発に取りΉためには、ࣗ 社͚ͩの環境保全活動ではे分とはݴえまͤΜ。ͦ ͜で、お取引ઌ
༷の֤छ環境への取りΈ状況ධ価し、お取引ઌ༷ととに、環境ෛՙの減や環境リスクの回ආをਤっています。
　お取引ઌ༷には、άリーンௐୡ活動を実ࢪの上、環境活動ௐ査表ととに、ࡐݪ料・部品に環境ې止物࣭が含まれない͜とを保ূす
るॻྨをఏ出いたͩき、お取引ઌ༷の環境ෛՙ物࣭の使用・保管状況を֬ೝするための環境監査ੵۃ的に実ࢪしています。͞ らに、
マϒチάループで使用している全部ࡐについて、環境ې止物࣭が含まれていないかの分ੳௐ査定期的に行っています。

地域にお͚る環境ڞ生

社員発৴の環境ෛՙ減活動の表জ

　本社ෑ地લఉにはŊ 地域にお͚る環境ڞ生をコンηプトにʮビΦガーデ
ンʯをઃ͚、本社がॴࡏするদށ市のࣗવ環境がদඈ業ஂ地に復͞ݩ
れるようྀߟしています。ビΦガーデンでは、外དྷछによる地域の生ଶܥへ
のӨڹをߟえ、従དྷからদށ市पลに育つを২しながら、本དྷの生
ଶܥの復ݩをࢦしています。
　また、都市にお͚るώートアイランυ現象の؇に効果が͋ると͞れる
上化を行っており、本社上にఉԂをઃ͚ています。休ܜ時間に社員同
。のコϛϡχケーションの場となっています࢜
　2024年より、Ճ入した公ӹ財ஂ法人日本ࣗવ保護ڠ会と連ܞし、当社の
生物ଟ༷性に関する活動をߋにਐめていきます。

　環境活動は、社員一人ͻとりが環境方を理ղし、ࣗ 発的に行動する͜とが重ཁで͋るとߟえています。͜ のような活動ができる
人ࡐを育するため、ମܥ的環境ڭ育・܇࿅システϜを࡞り、実ࢪしています。本社及び֤関係会社ຖに、すべての社員が受ߨしな͚
れならないʮ一ൠڭ育ʯを基ૅڭ育としてઃ͚、͞ らに֊ผ、職場・業務ผの環境ڭ育・܇࿅システϜをߏஙしています。

　マϒチάループ全拠点から環境ෛՙ減にد与した活動ࡦࢪ・実をืूし、本社の環境管理委員会による৹査をܦて༏れた活動
を表জするʮマϒチάループ環境活動ʯに取りΜでいます。2023年には、ʮCO2排出量削減ʯを活動テーマに15拠点から合計87件の
Ԡืが͋り、༷ ʑなࡦࢪが行われました。ࠓ後、マϒチάループ環境活動を通͡て、マϒチάループ֤拠点にお͚る環境ෛՙ減を
実現するࡦࢪのఏҊ・実行をଅਐする͜とで、地ٿ環境への貢献を֦େしていきます。

αεςφϒϧϓϩμΫπରͷ͏ͪҎԼͷ͍ͣΕ͔Λຬͨ͢ͷ
˔  ࣗ 社従དྷ製品比でখܕ化、軽量化、লエネルギー化のいͣれかの

߲で 20％以上のվળが͋る
˔  ২物性༝དྷなͲのカーϘンϑリーの部ࡐを使用している

αεςφϒϧϓϩμΫπɾ
ϓϨϛΞϜ

αεςφϒϧϓϩμΫπ

ҎԼͷج४ͷ͍ͣΕ͔Λຬͨ͢ͷ
˔  ࣗ 社従དྷ製品比でখܕ化
˔  ࣗ 社従དྷ製品比で軽量化
˔  ࣗ 社従དྷ製品比でলエネルギー化

（2023年12月時点）

ೝఆ݅

19
छػ

（2023年12月時点）

ೝఆ݅

22
छػ

ϚϒνϞʔλʔͷ *$1 ੍
˔ 社内炭ૉ価格ɿ11,000 円ʗ t-CO2

˞

　˞海外拠点においては社内ҝ替レートを用い算。排出ݖの価格ม動なͲをྀߟしదٓ見直しを行う
˔ 制度対象ɿCO2排出をうઃඋの投資
˔ ద用方法ɿCO2排出を社内炭ૉ価格のద用により費用算し、ઃඋのબ、投資断の一つのཁૉとしてྀߟ

　ϙーランυマϒチでは、ओཁ生産エリアにۭؾをڙ給する
温度を効率的に利用しྫྷஆに係るؾϢχットにおいて、外ؾ
ফ費エネルギーを削減するため、外ؾ温度と生産エリア内の温
度にԠ͡て動࡞を制ޚする॥環ܕのؾシステϜにΈえ、
年間およͦ414tonのCO2排出量削減を実現しました。

ϙʔϥϯυϚϒνͰͷ׆ಈྫࣄ

˔ ઍ༿ࢦݝఆઈ໓ةዧछʮώϝίϚπʯΛҭ

˔ ϏΦΨʔσϯͷҡ࣋ɾཧͱͯ͠ɺ֎དྷछͷηΠλΧΞϫμνιΛ

ɹۦআ

˔ ͪੜଟ༷ੑωοτϫʔΫ׆ಈɿੜଟ༷ੑαςϥΠτΛߋ৽

社員やདྷ๚者に対して生物ଟ༷性のେ切͞の理ղをଅਐするため、
本社৯ಊ内にʮ生物ଟ༷性サテライトʯをઃஔし、ϙスターやχϡー
スレターをࣔܝしています。

本社લఉのビΦガーデン

本社上のఉԂ

環境への取りΈ

TOP ICS

ओな取りΈ
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　マϒチϞーターは、ܦ営基࣠の中でʮ地ٿ環境と人ʑの健康を٘ਜ਼にする͜との
ない企業活動を行うʯ、行動ࢦの中でʮଞ人に対し公平、公正で͋り、ଞの社員
へのڠ力と支ԉを੯しまないʯと͛ܝており、海外拠点含め、社員としての基本
的ݖ利をଚ重し、社員一人ͻとりが健康で安৺して活躍できる職場ͮ り͘にੵۃ
的に取りΜでいます。
　また当社は、2021年よりʮ国連άローόル・コンύクトʯにՃໍしています。国連
がఏএする人ݖ、労働、環境及びഊ止の4分で企業が順守すべきීว的ݪଇ

ʮάローόル・コンύクトʯの支࣋をએݴし、֤ 分で取りΈをਪਐしています。

すべての人ʑの人ݖのଚ重

マϒチϞーター人ݖ方

人ݖデϡーデリδェンス

Έ正のੋ・ࡁٹ

　人ݖଚ重の取りΈをάループ全ମでߋにਪਐし、ͦ の務を果たし
てい͘ためのࢦとして、ʮマϒチϞーター人ݖ方ʯを制定しています。
　当社は、ʮマϒチϞーター人ݖ方ʯに基ͮき、ࣗ らの事業活動におい
てӨڹを受͚るすべての人ʑの基本的人ݖとଟ༷な価ݸ、؍性、プラ
イόシーをଚ重し、人छ、फڭ、性ผ、国籍、ମ障がい、年齢等に関す
る差ผ的ݴ動、力行ҝ、ύϫーϋラスϝント、ηクシϟルϋラスϝント、
い͡め等の人格をແࢹした行ҝをೝめまͤΜ。また、ౕ ྴや人取引を
含めたすべてのڧ制労働、児ಐ労働をೝめまͤΜ。

　当社は、ʮ国連のビδネスと人ݖに関するࢦಋݪଇʯに従い、人ݖଚ重のを果たすため、人ݖデϡーデリδェンスのΈをߏஙし、
͜れをܧ続的に実ࢪします。

1�ਓݖϦεΫͷධՁʢΞηεϝϯτʣ
マϒチϞーターのサプライチェーンにお͚る人ݖリスクを明֬にするために、人ݖに関する国ࡍ的な規ൣをߟࢀに当社及び当社のお
取引ઌ༷の人ݖリスクアηスϝントを実ࢪしました。
˔ 実ࢪ時期 ɿ2023年11月～2024年１月
˔ 対象ൣғ ɿ当社及び当社のお取引ઌ༷
˔ 実ࢪ内༰ ɿ ֤ छ人ݖ՝関連߲に対する法Ѳやମ制උの状況のࣗݾධ価をとに発生Մ性をਪ定し、人ݖ՝ͦれ

ͧれのਂࠁ性とরらし、リスク؇の取りΈ༏ઌ度の高い事߲をѲ
2�ϦεΫ؇ͷऔΓΈʢΞηεϝϯτ݁ՌؚΉʣ

アηスϝントの結果、お取引ઌ༷にお͚るʮࡁٹへアクηスするݖ利ʯについてリスク؇の取りΈを༏ઌ的に行うඞཁが͋るとの
ೝࣝにࢸりました。人ݖリスクのૣ期発見及びద切な対Ԡを実現するには報ࠂ・相ஊମ制がେきな役割を果たします。お取引ઌ༷
のよりৄࡉな状況Ѳをਐめ、ಛにリスクが高いと断͞れるケースにおいてはૣ期のվળをཁするなͲ対Ԡを行ってまいります。

3�ϞχλϦϯά
。՝発生有ແのѲにめてまいりますݖ後定期的に実ଶௐ査をし、当社の事業活動による人ࠓ

��ใެ։
。ॻなͲで公開してまいりますࠂに係る活動は当社ϗーϜϖーδ及び౷合報ݖ後当社の人ࠓ

　当社は、当社の事業活動を通͡て人ݖへのෛのӨڹを引き͜ىした、し͘はॿ長した͜とが明らかになった場合は、ద切なख続き
を通して͜れに対処します。また、人ݖを含Ήコンプライアンスに関する通報・相ஊを受͚付͚るʮ倫理規ൣϗットラインʯをઃஔしてい
ます。ʮ倫理規ൣϗットラインʯはಗ名性、ൿಗ性が保たれており、当社社員のΈならͣ、お取引ઌ༷の一部までを対象ൣғとしています。

ॏཁͱ͑ߟΔਓݖ՝
以下の人ݖ՝がಛに重ཁで͋るとߟえ、取り
Μでいます。
止ې制労働、児ಐ労働のڧ ˔
˔ 差ผと非人ಓ的なѻいのې止
˔ ద切な労働件の֬保
˔ 結社のࣗ༝とஂମަবݖのଚ重

͋るௐୡのਪਐ

安全Ӵ生・健康ܦ営

CS3 ௐୡガイυライン

͋る߭物ௐୡのਪਐ

৺とମの健康への取りΈ

　当社は、ܦ営基࣠の中でʮ地ٿ環境と人ʑの健康を٘ਜ਼にする と͜のない企業活動を行うʯと定めており、ʮ社員の健康と安全の֬保ʯ
をマテリアリテΟの一つとしてҐஔ付͚、労働災害の止対ࡦやΦϑΟス・場にお͚る労働環境のඋに取りΜでいます。

　ฆ૪地域及び高リスク地域にお͚るਂࠁな人ݖ৵害、環境破յ、Ԛ職、ฆ૪をは͡めとする、ڠࡁܦ力開発ߏػ（OEC%）のʮฆ૪
地域および高リスク地域からの߭物の͋るサプライチェーンのためのデϡー・デリδェンス・ガイμンス付ଐॻᶘʯ（以下、OEC%
ガイμンス付ଐॻᶘ）で規定しているリスクに関わる߭物（ऎ、タンタル、タンάステン、金）やコόルト、Ӣ等の߭物を含Μͩ部品・
。料のௐୡは行いまͤΜࡐ
　また当社は、ਵ時実ࢪする3.I	3eTponTJCle .JneSBlT InJtJBtJWe
がఏڙするConq Jct .JneSBlT 3epoStJnH TemplBte	C.3T�
ฆ૪߭物報ࠂॻ
なͲの国ࡍ的にೝめられたπールを活用した、߭ 物のݪ産国や製࿉業者のಛ定等のサプライチェーンに関するௐ査
にڠ力します。万一、ฆ૪へのՃ୲や重େな人ݖ৵害に関与する߭物が見つかった場合には、ੋ 正を行います。
　当社は、人ಓ的な؍点から、人ݖ৵害を行うूஂを利する͜とのない߭物のௐୡを引き続き行うべ͘、お取引ઌ༷との連ܞをਂめ、
サプライチェーンの透明性向上を一ਤってまいります。

　社員の৺とମが健康でいきいきと働͘͜ とは、社会生活の基ૅで͋り、企業の
活̵力向上につながるとߟえ、ʮマϒチϞーター健康ܦ営એݴʯを制定し、社員の
健康保࣋・૿ ਐに資する取りΈをਪਐしています。
　本社では、20年以上લからϝンタルϔルスௐ査を実ࢪするととに、社内カン
ηラーのઃஔや༷ʑな健康࠲ߨの開催をしています。また、社員の生活श׳පの
༧・վળを的として、৺とにे分な休ཆをとる͜と、৯事の量やӫཆόラ
ンスのったϝχϡーで৯生活をվળする͜と等をଅし、社員の健康૿ਐを的
とした取りΈを行っています。

健康ܦ営のਪਐମ制とओཁ,PIは社ϗʔϜϖʔδ（҆શӴੜɾ݈ 。しておりますࡌهӦ）にܦ߁

ϚϒνϞʔλʔ݈ܦ߁Ӧએݴ
　マϒチϞーターג式会社は、ܦ営基࣠の一つにʮ地ٿ環境と人ʑの健康を٘ਜ਼にする͜とのない企業活動を行うʯ
͜とを͛ܝています。͜れは、企業活動において、環境Ԛછやͦれにう健康ඃ害が生͡ないよう最େݶ配ྀを行
う͜と͚ͩではな͘、最重ཁなܦ営資源で͋るʮ人（社員）ʯが健康な状ଶに͋る͜とҙਤしています。社員が
ͦの力を最େݶに発شするためには、社員一人ͻとりがʮ健康ʯで͋る͜とがෆՄܽとなりますので、当社は社
員の健康保࣋・૿ਐをੵۃ的にਤり、健康と安全が保たれたշదな職場環境の実現をࢦします。

　製品・サービスが生Έ出͞れるサプライチェーン全ମに対する、お٬༷の関৺が年ʑ高まっています。ͦ ͜で当社は、お取引ઌ༷と
CS3に関してڞ通のೝࣝを࣋ち、ڠௐして取りΜでい͘͜ とがඞཁとߟえ、ʮマϒチϞーターCS3ௐୡガイυラインʯを制定しています。
日本ޠ・ӳޠ・中国ޠに対Ԡし、すべてのお取引ઌ༷に͘पする͜とで、サプライチェーン全ମで労働安全や人ݖଚ重なͲの取り
Έをଅしています。

社会への取りΈ

4443



　当社は、ܦ営理೦ʮ国ࡍ社会への貢献とͦのܧ続的֦େʯを実ફすべ͘、地域社会・国ࡍ社会への支ԉ活動を行い、͘社会の発
展に貢献しています。中で、ະདྷを୲うֶ生・ڙࢠたちにʮのͮ り͘ʯやʮ理Պʯのָし͞をえ、長を支ԉできる活動に力を入
れています。また、地域にࠜ͟した環境保護、社会ࢱ活動なͲをܧ続的に実ࢪしています。

社会貢献・ڭ育支ԉ活動

室ڭ室・出લڭ࡞

༷ʑなࢍڠ活動

　当社は、業者で͋るഅᔹ健一がʮ͜れからの日本をつ る͘には、Պֶڭ育をΜにしな͚れならないʯと、ֶ 用のスクーࡐڭߍ
ルϞーターをつ っ͘た当時のいを受͚ڭ、͗ܧ育支ԉ活動にܧ続して取りΜでいます。
　2024年から2030年までを対象期間とするサステφビリテΟඪでは、 ʮڭ࡞室・出લत業なͲのࢀՃ者数ʯを,PIとしてʮ次
ੈを୲うࢠͲたちがՊֶへの関৺をਂめるػ会のఏڙʯに取りΉ͜とを定めました。ඪୡに向͚て、本社͚ͩでな͘海外
拠点含Ήάループ全ମに活動ൣғを͛、取りΈをਪਐしていきます。

　ະདྷを୲うएきٕज़者の育とՊֶٕज़の発展にد与する͜とをئい、2002年よりʮ高ઐロϘ
コンʯ、ʮ"#6 ロϘコンʯ、2004年よりʮֶ生ロϘコンʯにࢍڠし、େ会運営支ԉやϞーターのఏڙ
等をܧ続して行っています。また、Ϟーターのࣝをよりྑいのͮ り͘に活かして΄しいというࢥ
いから、େ会会場での当社Ϟーター展ࣔやٕज़ܥ社員によるղઆをは͡め、ロϘコンを通͡たए
きエンδχアの育支ԉに取りΜでいます。

　2023年には、ୈ2回高ઐ GI3LS S%GT º TechnoloHZ ConteTt（高ઐ GCO/2023）にॳめて
しました。高ઐࢍڠ GCO/は、全国の高等ઐֶߍの女ֶࢠ生を中৺としたチーϜで、日ࠒ行っ
ている研ڀやֶशが S%GT える͜とߟ点から༷ʑな社会՝に対してͲのように貢献できるか؍
により、ະདྷの研ڀ者・ٕ ज़者としての長をଅす͜とを的としています。ࠓ後༷ʑなࢍڠ活
動を通して、女性が活躍できる社会実現と、Պֶとのͮ り͘に関৺を࣋つࢠͲたちの育を支
ԉいたします。

࠵Λ։ࣨڭ֎ͰϞʔλʔࠃ
　本社では、2008年より、本社ॴࡏ地域で͋るদށ市のখֶ年生を対象としたʮՆ休ΈϞーターڭ࡞室ʯを開催し
ています。コロφՒのӨڹで2020年はやΉな͘中止しましたが、2021年以߱はΦンラインܗ式へとܗをมえ、ຖ年活
動をܧ続しています。2023年は、աڈ最高となる440以上のօ༷に͝ࢀՃいたͩきました。
　海外拠点にお͚る開催事ྫ続ʑと૿えており、2023年にはμφンマϒチでখֶ生を対象としたʮϞーターत業・
μφン日ࡏ、Ճしࢀがࢣڭの4年生44名とߍ室ʯを開催しました。当日は、μφンの/G6:E/ 7"/ T3OIখֶڭ࡞
本国総ྖ事ؗྖ事なͲ出席͞れました。ࢀՃしたখֶ生やࢣڭからはʮϞーターのΈについてษڧになりָしかっ
たʯʮ͜の活動をߟࢀにֶߍのՊֶのत業内༰を検౼したいʯといったがฉかれ、地域のօ༷にتΜでいた͚ͩた取
りΈとなりました。

続的なロϘコン支ԉܧ

女性活躍ਪਐに向͚たʮ高ઐ GCO/2023ʯ

দށ市内のখֶߍで実͞ࢪれた出લڭ室μφンマϒチが開催したڭ࡞室本社が開催したΦンラインのڭ࡞室

　マϒチϞーターは、άローόルに事業活動を行し࣋続的長を֬実なのにするため、ଟ༷化する事業活動上の༷ʑなリスク
の軽減・最খ化をਤるべ͘、リスクマネδϝントのॆ実・ڧ化に取りΜでいます。

　֤部の者及びࢠ会社の者をϝンόーとするリスクマネδϝント委員会をઃஔし、日ৗの事業活動にお͚るリスクのೝࣝ・
ධ価、リスクへの対Ԡ、報のୡ等に関し、৫ԣ断的な活動をՄにするととに、リスクのࡏݦ化にඋえ、当社άループ全
ମの事業活動をࢹに入れたٸۓ時の連བྷ・対Ԡମ制をඋしています。内部監査部がリスク管理の状況を定期的に監査し、
ͦの結果を取締役会及び監査等委員会に報ࠂしています。取締役会は、当֘報ࠂの内༰についてレビϡーを行いඞཁなાஔをߨ
͡るなͲ、リスク管理ମ制のܧ続的なվળに取りΜでいます。

報ηΩϡリテΟϙリシー

人報保護方ݸ

基本的なߟえ方

リスクマネδϝントの֤छ方

　マϒチϞーターג式会社及びͦの関係会社（以下、当社άループ）は、ࢲͲの活動がステークϗルμーのօ༷にͲのような
Өڹを与えているかをਅに見つめ、事業活動の͋らΏる໘で一৴པ͞れる৫࡞りをࢦしております。当社άループはࢲ
Ͳが保有する報資産の管理および報ηΩϡリテΟ管理をద切に行い、報の࿙Ӯ、վ͟Μ、໓ࣦ、౪等を止する͜と
が企業の社会的務の一つで͋るとೝࣝし、ܦ営ઓུにԊった報ηΩϡリテΟを実現ͤ͞、役員を含めた全ての従業者が報
ηΩϡリテΟのඞཁ性およびについて理ղをਂめるととに、͜͜に報ηΩϡリテΟϙリシーを定め、報ηΩϡリテΟ
の֬保に万全を期してまいります。

ମ制、報資産の保全・管理なͲについては͜ちら　https://www.mabuchi-motor.co.jp/security

　マϒチάループは、ݸ人をࣝผしうる報	以
下、ݸ人報
をద切に取りѻい、保護する͜と
を重ཁな務で͋るとೝࣝし、ʮݸ人報保護方
ʯに基ͮきݸ人報の保護にめます。

デΟスクローδϟーϙリシー

　マϒチϞーターは、ステークϗルμーのօ༷に対して、当社の企業価
に対するద正なධ価と৴པを得るため、公平・ద時 かつ明ྎな報開ࣔに
めています。また、当社の事業活動を෯͘͝理ղいたͩ͘ため、報開
ࣔの・ॆ 実をਤり、有用性の高い報を発৴しています。

ʮਓ໋ʢ҆શʣ֬อʯʮίϯϓϥΠΞϯεʯʮใηΩϡϦςΟʯʮੜ࢈ɾࢭఀڅڙʯ
ʹྨɾಛఆɻͦΕͧΕͷϦʔμʔ෦ΛܾΊɺܦӦਞͱؔ࿈ࣾһͰ࿈ܞΛਤΓͳ
͕ΒɺϚϒνάϧʔϓશମͷϦεΫର׆ࡦಈΛܧଓతʹ࣮ߦɻ

リスクマネδϝント委員会の対Ԡ ϦεΫॏཁͷධՁࢦඪ
Өڹ度 େ 10ԯ円以上

Өڹ度 中 １ԯ円～10ԯ円ະຬ

Өڹ度 খ １ԯ円ະຬ

https://www.mabuchi-motor.co.jp/investor/management/disclosure.html
ࣾͷσΟεΫϩʔδϟʔϙϦγʔͪ͜ Β

リスクマネジメントプロセス 概要図

モニタリング及びレビュー
リスクアセスメント

経営層による会議 リスク対応
管理リストを

整備、運用● 年間複数回の定期開催に加え、リスク案件発生時

　 には、機動的に開催する。

リスクマネジメント委員会

リスクந出؍点 ୲当
営リスクܦ 営ܦ

リスクػ 本部長ػ、౷ׅ�୲当役員ػ

事業リスク 事業部長

地域リスク 地域総表（または地域表のいない地域の拠点長）

リスクの特定 リスク分析 リスク評価 リスク対応

社会への取りΈ リスクマネδϝント
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事業等のリスク コンプライアンスのਪਐ

コンプライアンス委員会

　当社は、下هの表にࡌهの内༰をリスクとしてೝࣝしており、͜れらリスクの回ආ及びリスクが発生した場合のଛ害の減に
めていきます。

　当社は、社会からٻめられる企業倫理にԊった活動を行う͜とがେલఏで͋るとߟえʮマϒチϞーター
倫理規ൣʯを制定し、すべての役員と社員が守るべき法令等の社会ルールを۩ମ的にࣔし、ͦのਁ透を
ਤっています。
　海外拠点において、ඞཁと͞れるコンプライアンスڭ育活動をܧ続しており、法規制及び社会規ൣ
の順守に関する༷ʑなઆ明会や研修を実ࢪしています。
　内部監査部は、͜れらコンプライアンスに関する業務行のෆඋ等のܧ続的なੋ正・վળを的と
して、マϒチάループ全ମのコンプライアンスに関するルールやख順の順守状況、ͦのଞの倫理に反す
る行ҝについて、定期・ෆ定期に監査を行い、ͦの結果をܦ営トップに報ࠂしています。

　当社は、取締役会直下の৫としてコンプライアンス委員会をઃஔしており、コンプライアンス違反のະવ止に向͚、άルー
プԣ断的なコンプライアンスඪ・重点՝のઃ定、社員へのコンプライアンスڭ育のཱҊ等を行っています。

ओͳࣄ項 ओͳରԠ

状況のม化ࡁܦ ৗに最新の市場動向を༧ଌし、ઃඋ投資や人員・ݿࡏ等のద正化をਤり、市場への対Ԡ力を向上

ҝ替レートのม動 ҝ替リスクをଌ定した上でϔッδ効果とϔッδコストをצҊしҝ替༧を利用

新製品・新ٕज़の
開発

定や市ܾࢥங。またਝなҙߏ開発活動に関する৫ମ制をڀに֦େする͜とを的とした研ߋ૪༏Ґ性をڝ
場χーζのม化へのスϐーυײの͋る対Ԡ、用途市場ผの新ػछ開発対Ԡ力の向上、٬ސサϙートやCS活動
のάローόル化対ԠなͲを実現するため、営業部と一ମ化した事業活動のڧ化発展をਪਐ

価格ڝ૪
ඪ準化、ল人化をは͡めとするܙとٕज़を結ूし、製品ઃ計・開発ஈ֊からのコスト管理、生産ٕज़のվળ、
部品ௐୡのάローόル化によるମܥ的なコストμン、ద正な価格ઃ定及び付Ճ価の高い製品のܧ続的な投
入による平均୯価及びऩӹ力のҡ࣋向上

国ࡍ的ࡁܦ取引
及び海外ਐ出に
જࡏするリスク

事業展開する国等のࡁܦ・政治・社会的状況にՃえて、事業に関連する֤国の環境関連規制、製品の安全性・
品࣭関連規制、輸出入関連規制の報をタイϜリーにऩू・対Ԡするための、ੈք５ۃ事業ମ制のߏங含め
たద時ద切な対Ԡの検౼・実ࢪ

製品の品࣭
事業拠点͝とに国ࡍ規格ISO9001やI"T'16949をೝূ取得し、マネδϝントシステϜのܧ続的なվળと向上
にめるととに、本社が定めた品࣭システϜを順守。ෆ۩合発生時においてࠜ本ݪҼをڀ明したのち࠶発
止・ະવ止ࡦを実ࢪ・పఈ

的財産保護
製品の֦販・新用途֦େに向͚、၆ᛌ的かつੵۃ的に的財産ݖの֫得・保護を行う͜とにより、ڝ૪༏Ґ性
を֬保。ݖ利の流出・৵害といったリスクに対して、社員ڭ育なͲのҙࣝ向上ࡦࢪを͘実ࢪ

人֫ࡐ得と育

計ը的な新卒採用にՃえ、χーζに基ͮいた通年採用を実ࢪ。また力開発を支ԉするڭ育制度の֦ॆ、ଟ༷
な社員の力がे分に発شできるようద性を重ࢹした配ஔ、֤部においてૣ期にスϖシϟリストを育するた
めのମܥやϫーク・ライϑ・όランス支ԉ制度のඋにより、社員のϞチϕーションを高め、社員の定ண・育
をਪਐ

料等のௐୡࡐݪ
֤छのࡐݪ料や部品等をෳ数の事業者からௐୡし、安定的なڙ給のҡ࣋をਤるととに、CS3ௐୡに配ྀ。一
部のૉࡐについてはద切なઌ物༧なͲによる価格の安定化をਤり、製コストへのӨڹを制する対ࡦをਪਐ

ࣗવ災害や事ނ、
છの流行ײ

事業ܧ続基本計ը（#CP）をࡦ定し、本社及び拠点にお͚る災害や事ނの発生等のリスクのࡏݦ化止ຢは保
છへの対Ԡでは、事業を展開している国・地域におײイルス等のܕ新。ࢪを実ࡦの付保を含Ήଛ害減ݥ
いて、現地の政及びࣗ治ମ等のࢦಋにԊって対Ԡし、ࡏ勤務や時差出勤のਪ奨、Φンライン会ٞの活用、
社内でのີࡾの止等のײછ止対ࡦをਪਐ

環境対Ԡ
環境管理委員会及び環境管理者会ٞを開催し、環境に関する報ڞ有のଅਐ及び環境管理について当
社άループ全ମで対ࡦをਪਐ。（サステφビリテΟඪにおいて、環境ෛՙの軽減を重ཁ՝としてೝࣝし、۩
ମ的なඪをઃ定）

ੈք的なީؾม動

ʮ2030年までにCO2排出量を2018年比30％削減ʯという中期ඪにՃえ、2050年のカーϘンχϡートラルに向
͚た活動をਪਐ。太陽光発電システϜのઃஔ、排を回ऩして࠶利用するシステϜの採用、インターφル・カーϘン・
プライシンά制度のಋ入、及び生産ઃඋのল電力化なͲのCO2排出量削減への取りΈを一Ճ。また、ؾ
ީม動をリスクとして͚ͩではな͘ػ会としてଊえ、事業活動を通͡てީؾม動に関する社会՝のղܾをਪਐ。
またTC'%のఏݴに基ͮき、ܧ続的にީؾม動のӨڹのධ価及びͦの報を開ࣔ

報ηΩϡリテΟに
よるリスク

役員を含Ήすべての従業者が報ηΩϡリテΟのඞཁ性及びについて理ղをਂめるととに、報ηΩϡリテΟ
ϙリシーを定め、報ηΩϡリテΟを֬保。また、報資産をద切に分ྨ、理し、ͦ の重ཁ性にԠ͡た報ηΩϡ
リテΟ対ࡦを取るととに、ݫ重に管理し、ඞཁなڭ育・܇࿅をܧ続的に実ࢪ

マϒチϞーター倫理規ൣ

ྙཧن範ϗοτϥΠϯ
　当社はコンプライアンスに関する報のୡや相ஊに対Ԡするため、内部監査部が管理し、ಗ名性が୲保͞れたʮ倫
理規ൣϗットラインʯをઃஔし、お取引ઌ༷と日ࠒから実で公正なお取引と相ޓ৴པ関係のߏஙにめており、
発生のະવ止ならびに֦େ止ମ制をڧ化するために、ň倫理規ൣϗットラインʯの対象ൣғを社員のΈなら
ͣ、お取引ઌ༷の一部に֦େしています。また、公ӹ通報者保護法を順守し、相ஊ者にいかなるෆ利ӹ発生ͤ͞
ない͜とをଋするトップϝッηーδを発৴しています。ܦ営者からಠཱした通報૭ޱのઃஔや相ஊ者保護のڧ化
等を行うために、外部ػ関がఏڙする内部通報受付サービスをಋ入しています。

๏ࣨ ֘ڌɺ෦

ίϯϓϥΠΞϯεҧൃྫࣄੜ

ϦεΫϚωδϝϯτҕһձ

ະવ͚ͨʹࢭऔΓΈ
年間ෳ数回の、άループ全ମでの委員会開催
　ᶃ άループԣ断的なコンプライアンス報

のڞ有、ҙ見ަ
　ᶄ 全社的なコンプライアンスਪਐ計ըのࡦ

定

・マϒチϞーター倫理規ൣのࡦ定、ڭ育
・コンプライアンス研修の一部を୲当
・ 法令監ࢹ規ఔに基ͮき、֤ 部及びάルー

プ会社の法令監ࢹମ制を管理
・係૪Ҋ件の管理

औΓΈ͚ͨʹࢭൃ࠶
・ コンプライアンス違反を͜ىした拠点ま

たは部がࡦ定した࠶発止ࡦのঝೝ
・コンプライアンス違反事ྫのه管理

ใࠂ

ͷࡦࢭൃ࠶
ఏग़

๏తαϙʔτ

ରԠ

ίϯϓϥΠΞϯεҕһձ

リスクマネδϝント
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　マϒチϞーターはʮ国ࡍ社会への貢献とͦのܧ続的֦େʯをܦ営理೦に͛ܝ、ͦの実現にͦ͜当社のଘࡏҙٛが͋るのと
えています。ద切なコーϙレートガόφンスମ制をඋする的は、当社が社会的な՝をղܾし、ద正利ӹの出と企業ߟ
価の向上を通͡て、ステークϗルμーの利ӹにܧ続的に貢献する͜とで͋るとߟえ、コーϙレートガόφンスのڧ化に取り
Μでいます。
 　2019年には、取締役会の監査・監ಜػをڧ化するととに、取締役会の業務執行ܾ定ݶݖの一部を取締役へ委する͜と
によるҙܾࢥ定のਝ化をਤる͜とを的として、監査役会ઃஔ会社から監査等委員会ઃஔ会社へҠ行しました。また、2021
年には監査等委員会、ࢦ名委員会、報酬委員会の委員長を社外取締役にมߋし、͞らにࢦ名委員会及び報酬委員会の委員のա
数を社外取締役とする͜とにより、֤委員会でのܾ定に関するプロηスの透明性・؍٬性をڧ化しました。2024年には、取
締役会を社外取締役がա数とするߏにมߋいたしました。
　当社はࠓ後、よりྑいコーϙレートガόφンスのߏஙに向͚て取りΜでいきます。

　当社は、会社法上のػ関ઃ計として、監査等委員会ઃஔ会社を採用しています。
　また、ܦ営のҙܾࢥ定・監ಜػと業務執行ػを明֬にするため、執行役員制度をಋ入しています。ҙܾࢥ定・監ಜػ
を取締役会及びͦのߏ員で͋る֤取締役が୲い、業務執行ػを֤執行役員が୲うମ制としています。

。͞れる取締役会において行っておりますߏ定は、社内取締役５名及び社外取締役６名の計11名でܾࢥ営上の重ཁなҙܦ　
取締役会は、ܦ営上のҙܾࢥ定と取締役の業務執行の監ಜに関する中৺的なػを果たしており、法令の定めると͜Ζにより、
重ཁな業務執行のܾ定及び重ཁな業務執行状況の報ࠂを行っています。取締役会においてܾ定͞れた事߲は、表取締役及び
֤業務執行役員を通͡て業務の執行にҠ͞れます。ಠཱ社外取締役は、取締役会において、ܦ営全ൠに対する監ಜ及びॿػݴ
を୲い、ܦ営の透明性の֬保・向上に貢献しています。
　また、当社はಠࣗのʮ取締役ީิ者બ基準ʯを定めるととに、取締役会のࢾػ関として、ࢦ名委員会及び報酬委員会
をઃஔし、ࢦ名委員会では、取締役、執行役員及び理事のબに関する内༰について、報酬委員会においては、取締役、執行
役員及び理事の報酬等について৹ٞを行い、ͦれͧれの৹ٞ結果を取締役会にਃする͜とにより、取締役等のࢦ名や報酬等
に関するܾ定プロηスを透明化し、コーϙレートガόφンスମ制のڧ化をਤっています。

コーϙレートガόφンスの取りΈ

コーϙレートガόφンスମ制

取締役会と֤ࢾ委員会

とओな役割ߏ関のػ֤

員ߏ関のػ֤

ओ総会ג

会計監査人

監査等委員会室

営監査室ܦ 表取締役

会社ࢠ

本社

執行役員会ٞ

（業務執行役員）

名委員会ࢦ

報酬委員会

リスク
マネδϝント

委員会

コンプライアンス
委員会

サステφビリテΟ
委員会

બ・ղ બ・ղ બ・ղ

報ࠂ 報ࠂ・監ಜ

ٞڠ

執行

・ਃࢾ

監ಜ

連ܞ

ิॿ ໋・شࢦ 令

連ܞ

連ܞ

会計監査

内部監査

内部通 報制度

連ܞ

監査等委員会

ࣔࢦ

報ࠂ

監査等委員で͋る取締役

取締役会
監査・監ಜ

৬໊ ໊ࢯ औకձ ࠪҕһձ ҕһձ໊ࢦ ใुҕһձ

දऔక େӽ ത༤ ˓ 	25�25, 100%
 ˓ 	5�5, 100%
 ˓ 	5�5, 100%


දऔక 高ڮ　ప ˓ 	25�25, 100%
 ˓˞ 2 ˓˞ 2

දऔక ย ࢁ太 ˓ 	25�25, 100%


औక ҏဇా 人 ˓ 	25�25, 100%


ࣾ֎औక खચ ঘथޚ ˓ 	25�25, 100%
 ˕ 	5�5, 100%
 ˕ 	5�5, 100%


ࣾ֎औక Ԭా　ߊ ˓˞ 1	19�19, 100%
 ˓˞ 1	4�4, 100%
 ˓˞ 1	4�4, 100%


ࣾ֎औక ೋ ాࡔ ˓˞ 2 ˓˞ 2 ˓˞ 2

औకʢৗࠪۈҕһʣ খྛ ݾࠀ ˓˞ 1	19�19, 100%
 ˓˞ 1	11�11, 100%


ࣾ֎औకʢࠪҕһʣ ઙҪ　ོ ˓ 	25�25, 100%
 ˕ 	14�14, 100%


ࣾ֎औకʢࠪҕһʣ ౦ ༿ࢠ ˓ 	25�25, 100%
 ˓ 	14�14, 100%


ࣾ֎औకʢࠪҕһʣ ࢁ ༃ࢠ ˓˞ 1	19�19, 100%
 ˓˞ 1	11�11, 100%


˞ 1　2023 年 3 月のגओ総会でબ͞れた取締役、及び委員のため、開催数が異なっています。
˞ 2　2024 年 3 月のגओ総会でબ͞れた取締役のため、出席回数及び出席率を表هしていまͤΜ。   

カッコ内は（出席回数 � 開催数 , 出席率）を表しています。
˕はٞ長、委員長を表しています。

ؔػ औకձ ࠪҕһձ ҕһձ໊ࢦ ใुҕһձ

ߏ

11 ໊ʢࣾ � ໊ɺࣾ֎ � ໊ʣ � ໊ʢࣾ 1 ໊ɺࣾ֎ 3 ໊ʣ � ໊ʢࣾ 2 ໊ɺࣾ֎ 3 ໊ʣ � ໊ʢࣾ 2 ໊ɺࣾ֎ 3 ໊ʣ

ओͳ
ׂ

定と業務執ܾࢥ営上のҙܦ  ˔
行の監ಜ

˔  表取締役のબ定、執行役
員及び理事のબ・ղ

˔  監査等委員でない取締役、
執行役員及び理事の報酬の
ܾ定

˔  重ཁな業務執行のܾ定と状
況の報ࠂ

˔  取締役の職務の執行の監査
˔  監査等委員でない取締役の

名・報酬等についてのҙࢦ
見ड़

˔  会計監査人のબ・ղや
監査報酬に係るݶݖの行使

˔ 取締役、執行役員及び理事
のબ・ղに関する内༰
について৹ٞし、取締役会に
ਃ

˔   監査等委員でない取締役、
執行役員及び理事の報酬等
の内༰に係るܾ定に関する
方及びݸ人ผの報酬等の
内༰について৹ٞし、取締
役会にਃ

ٞ長 委員長 委員長委員長

社内取締役 社外取締役（男性） 社外取締役（女性）

コーϙレートガόφンス
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　取締役会は、δェンμーや国ࡍ性等に配ྀした上で、ઐࣝやܦ験等のόックάランυが異なるଟ༷な取締役でߏ
͞れており、社外からのࢹ点含めଟ֯的なࢹ点からݐઃ的で活発なٞが行われています。

　社外取締役にはʮଞの会社出者ŉ、ňห護࢜ŉ、ň公ೝ会計࢜ʯといったଟ༷なόックάランυを有し、ͦれͧれの分で
高い見ࣝとਂいܦ験を有する方をબしています。

　取締役がͦの役割及び務をద切に果たすためにඞཁなトレーχンάのػ会をఏڙします。
　社外取締役に対しては、当社の事業՝なͲについての理ղをਂめるため、ඞཁな報ఏڙ、関係部からのઆ明を行うと
とに、当社海外拠点ࢹ（リϞート含Ή）のػ会等をઃ定しています。

　取締役会の実効性を高め企業価を向上ͤ͞る͜とを的として、取締役会の実効性の分ੳ・ධ価をܧ続的に行っています。
最新のʮ取締役会の実効性の分ੳ・ධ価結果の֓ཁについてʯの資料はɺ社ϗʔϜϖʔδ（ίʔϙϨʔτガバナンス）にܝ

。しておりますࡌ

　当社の監査等委員会は、社外取締役で͋る監査等委員３名を含Ή監査等委員４名でߏ͞れており、当委員会の委員長は社外
取締役が務めています。社外取締役監査等委員３名は、ห護࢜、公ೝ会計࢜で͋り、ͦれͧれ高度なઐ的見、๛なܦ験、
高い見ࣝを有し、όランスの取れた監査・監ಜ活動を行しています。また、監査等委員会の監査の実効性を֬保するために、
監査等の環境のඋ及び重ཁ社内会ٞへの出席等による円な社内報ऩू、内部監査部なͲとのີۓな連ܞ及び内部౷制シ
ステϜの日ৗ的な監ࢹがඞཁと断し、ৗ勤監査等委員をબ定するととに、監査等委員会の職務をิॿすべき使用人１名を、
監査等委員会室にஔいています。

取締役会のߏ

取締役のスΩルマトリックス

社外取締役のܦ験・ࣝ

取締役のトレーχンά

取締役会の実効性ධ価

監査等委員会

໊ࢯ
Ӧܦۀا
˞ݧܦ

άϩʔόϧ
ݧܦ

ըɾاӦܦ
Ӧઓུܦ

෦౷੍ɾ
Ψόφϯε

๏ɾ
ϦεΫཧ

ܭɾձࡒ
ਓࣄ࿑ɾ
ਓࡐ։ൃ

ۀɾӦۀࣄ ٕज़ɾ࣭ ࢈ങɾੜߪ

େӽ ത༤ ˓˞ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

高ڮ　ప ˓˞ ˓ ˓ ˓ ˓

ย ࢁ太 ˓˞ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ҏဇా 人 ˓˞ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

खચ ঘथޚ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

Ԭా　ߊ ˓ ˓ ˓ ˓

˓ ೋ ాࡔ ˓ ˓ ˓ ˓

খྛ  ݾࠀ ˓˞ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ઙҪ　ོ ˓ ˓ ˓ ˓

౦ ༿ࢠ ˓ ˓ ˓

ࢁ ༃ࢠ ˓ ˓ ˓ ˓

（）˞は当社・当社άループ会社にお͚る社長ܦ験者をࣔします。

໊ࢯ ࠪҕһ ಠཱһ ଐੑ ɾࣝͷ༰ݧܦ

खચ ঘथޚ ʵ ˔ ଞの会社出者
営ܦॴ及びͦのάループ企業の執行役として長年にわたり会社࡞式会社日ཱ製ג
に関与し、企業౷治に対する๛なܦ験と高い見ࣝ、人格を݉Ͷඋえています。

Ԭాɹߊ ʵ ˔ ଞの会社出者

外部環境のม化や高度な安全性に関する見ࣝがٻめられるۭߤ業քでの長年
のܦ験を有しており、全日本ۭ輸ג式会社及び同社άループ会社において取
締役として会社ܦ営に関与し、企業౷治に対する๛なܦ験と高い見ࣝ、人
格を݉Ͷඋえています。

ೋ ాࡔ ʵ ˔ ଞの会社出者
営に関与しておܦ式会社リコーにおいて長年にわたり取締役として会社ג
り、ઃ計開発・ٕज़に関するਂいࣝ・見ࣝ及びܦ営者としての๛なܦ験
を݉Ͷඋえています。

ઙҪɹོ ˔ ˔ ห護࢜
ห護࢜として๛なܦ験と労働法・人事労務に関する高度なઐࣝを有し、
企業ܦ営を౷治するためのे分な見ࣝと人格を݉Ͷඋえています。

౦ ༿ࢠ ˔ ˔ 公ೝ会計࢜
会計事務ॴにお͚る長年の会計監査ܦ験と公ೝ会計࢜としてഓわれた高度な
ઐࣝを有している΄か、ଞ社にお͚る社外役員としての๛なܦ験を有
しています。

ࢁ ༃ࢠ ˔ ˔ ห護࢜
国内及び海外にお͚るห護࢜としての๛なઐࣝとܦ験を有している΄
か、ଞ社にお͚る社外役員としての๛なܦ験を有しています。

ࠪҕһձͷ׆ಈঢ়گ
　監査等委員会はࡦ定͞れた監査方及び監査計ը、職務分୲な

Ͳに従い、取締役会をは͡めとする重ཁな会ٞへの出席、重ཁなܾ

会社の業務及び財産の状況のௐ査ࢠॻྨのӾཡ、本社及びओなࡋ

にՃえ、内部監査部で͋るܦ営監査室ͦのଞの内部౷制部、

会計監査人なͲとの連ܞにより、取締役の職務執行のద法性やଥ

当性、会計監査人の監査の方法及び結果の相当性に関する監査を

行い、監査報ࠂॻを࡞しています。

　͜れらの΄か、監査等委員会は監査等委員でない取締役のબ

及び報酬等について、ࢦ名・報酬の֤ࢾ委員会でのٞの֬ೝを

含めて検౼し、監査等委員会のҙ見をܾ定しגओ総会において

ड़しています。

　監査等委員会は、ຖ月１回及びඞཁにԠ͡てྟ時開催しており、

2023年12月期において、当委員会は14回開催͞れました。当委員

会において、取締役等の職務執行の状況、内部౷制システϜのඋ・

運用状況及びコンプライアンス、リスク管理の状況等について検౼

しました。また、同委員会は、ܦ営ਞ及び会計監査人とのҙ見ަ

を行い、ઐ的見地かつ؍٬的でଟ֯的なཱ場からඞཁなҙ見を

表明しています。

　ৗ勤の監査等委員は、コンプライアンス委員会等の重ཁな会ٞに

出席するととに、ඞཁにԠ͡て業務執行部から報ࠂをٻめ、また、

会社の取締役及びओཁな使用人に対して、ԟ査またはWeC会ٞࢠ

システϜによるώアリンά等の方法により、取締役等の職務執行の

状況等を監査し、ͦ の結果を監査等委員会に報ࠂし、当社άループ

の監査活動のॆ実にめています。

　新ܕコロφイルスײછによるߤ規制のղআ後、2023年10月に生産拠点で͋るϕトφϜマϒチとμφンマ
ϒチを๚し、当社の監査等委員にबして以དྷ、ॳめてマϒチϞーターの生ののͮ り͘に৮れる͜とができま
した。当社のຏき上͛たՃٕज़とࡐݪ料のา減をۃ力排আした部品ͮ り͘にՃえ、ͦの部品をੈք֤地の場
にڙ給する͜ とによりඪ準化͞れた製品をੈք同一品࣭で製している点を直֬ೝできた と͜は有ӹでした。 ಛに、
従業員のϞチϕーションの高͞を͡ײました。ॴଐ部ॺに関わらͣ、製部の全従業員がݪ価計算のΈを
理ղし、ݪ価減活動に取りΜでいました。
　当社は、άローόル企業としての長を期͞れているとࢥいます。ޭମ験に߆టする͜とな͘ଟ༷な価؍
を内แしながら、新し͘ਐ出したϝΩシコマϒチとϙーランυマϒチਐ化する͜とを期しています。当社はܦ営
計ը2030のୡに向͚長をࢦしており、本社ػの͜れからのม化ָしΈにしています。

監査等委員による拠点ࢹ

౦ ༿ࢠ

ࣾ֎औక
ࠪҕһ

コーϙレートガόφンス
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　当社は、役員人事及び報酬制度にお͚る৹ٞプロηスの透明性と؍٬性を֬保するため、取締役会のࢾػ関として、ҙ
のࢦ名委員会及び報酬委員会をઃஔしています。྆委員会とに、委員長は社外取締役が務め、委員のա数を社外取締役で
。していますߏ
名委員会では、取締役、執行役員及び理事のબ・ղに関する内༰について、報酬委員会においては、監査等委員でなࢦ　
い取締役、執行役員及び理事の報酬等について৹ٞを行い、ͦれͧれの৹ٞ結果を取締役会にਃする͜とにより、取締役等
のࢦ名や報酬等に関するܾ定プロηスを透明化し、 コーϙレートガόφンスମ制のڧ化をਤっています。

続的に৹ٞܧ者ީิの育をܧ営ઓུなͲを౿まえ、後ܦ営理೦やܦ名委員会が当社のࢦ、者計ըについてはܧ営者の後ܦ　
します。ࢦ名委員会は、後ܧ者ީิの育状況をܧ続的に৹ٞするととに、取締役会にదٓ報ࠂする͜とで、取締役会はͦ
のਐの状況をద切に監ಜします。

　当社は2021年３月開催の取締役会において、取締役のݸ人ผの報酬等の内༰に係るܾ定方をܾٞしています。当֘方に
関しては、報酬委員会にてे分なٞを行った上で、取締役会にਃ͞れたのです。また、取締役会は、当事業年度に係る
取締役のݸ人ผの報酬等について、報酬等の内༰のܾ定方法及びܾ定͞れた報酬等の内༰が当ܾ֘定方と合している͜とや、
報酬委員会からのਃがଚ重͞れている͜とを֬ೝし、当ܾ֘定方にԊうので͋ると断しています。

名委員会・報酬委員会ࢦ

後ܧ者の育

役員報酬等の内༰のܾ定に関する方等

گಈঢ়׆ҕһձɾใुҕһձͷ໊ࢦ
　2023年12月期において、ࢦ名委員会、報酬委員会とに５回開

催͞れました。ࢦ名委員会においては取締役、執行役員及び理事の

人બに関して次ੈの人事ߏ含めて৹ٞを行うととに、֤ 取

締役、執行役員及び理事の業ධ価について৹ٞし、ͦ の結果を

業連動ܕ報酬へ反өしています。報酬委員会においては、取締役、

執行役員及び理事の報酬に関する方ࡦ定や制度の見直しなͲ、

重ཁ事߲に関する৹ٞが行われ、報酬制度の一部運用を見直しま

した。྆ 委員会とに社外取締役を含Ή֤委員間において活発な

ٞがな͞れており、৹ٞプロηスの透明性、؍٬性は֬保できて

いるとೝࣝしています。

һใुܾఆํ
（1）報酬水準

˔   άローόルな事業の長を実現するためにඞཁなܦ験、スΩルを有するଟ༷な人ࡐが֬保できる報酬水準をઃ定します。
˔   報酬水準のଥ当性を֬保するため、外部ௐ査ػ関による報酬ௐ査データをߟࢀの上、当社の業状況をは͡め、ࡁܦ環境や業ք動向なͲを

。し、ద切な水準をܾ定しますྀߟ

（2）報酬ߏ
˔   役員報酬は、ݻ定報酬で͋る基本報酬と会社業、ݸ人ධ価を反өする業連動報酬からߏします。
˔   業連動報酬は、短期的な会社業への反өと中長期的な企業価向上への反өをྀߟしたߏとします。
。式報酬としますג点での企業価向上へのインηンテΟϒを高めるため、報酬の一部をࢹ有を高めるととに、中長期的なڞओとの価ג   ˔
˔   社外取締役及び監査等委員で͋る取締役の報酬は、ͦ の役割とಠཱ性の؍点から、基本報酬のΈでߏします。

（3）報酬ガόφンス
˔   役員報酬のܾ定方や報酬額のܾ定については、公正性や透明性を֬保する͜とを重ࢹし、委員のա数を社外取締役でߏする報酬委員

会をຖ年開催し、ͦ のਃを受͚た取締役会においてܾ定します。
˔   ֤ 取締役のݸผの報酬額については、؍٬性や透明性を֬保する͜とを的として、ͦ のܾ定を取締役会から報酬委員会に委しています。
˔   業連動報酬に反өするݸ人ධ価については、委員のա数を社外取締役よりߏするࢦ名委員会にてܾ定します。
˔     報酬委員会、ࢦ名委員会とに、社外取締役のޚखચঘथを委員長として、表取締役会長のେӽത༤、表取締役社長の高ڮప、社外取締

役のԬాߊ、及び社外取締役のాࡔೋの５名でߏ͞れています。

۠ ਓһڅࢧ ใुͷ૯ֹ

ใुͷछྨผͷ૯ֹ

ຊใुج
࿈ಈۀ ඇۀ࿈ಈ

༩ ৴ୗࣜגܕใु ৡ੍ݶࣜגใु

取締役（監査等委員をআ͘）
（うち社外取締役）

10 名
	4 名 


518 百万円
	32 百万円 


252 百万円
（32 百万円）

177 百万円
（ʵ）

37 百万円
（ʵ）

51 百万円
（ʵ）

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

6 名
	4 名 


54 百万円
	32 百万円 


54 百万円
（32 百万円）

ー
（ʵ）

ー
（ʵ）

ー
（ʵ）

合計
（うち社外取締役）

16 名
	8 名 


573 百万円
（64 百万円）

307 百万円
（64 百万円）

177 百万円
（ʵ）

37 百万円
（ʵ）

51 百万円
（ʵ）

˞上هは 2023 年度の報酬総額で͋り、現時点でୀしている取締役への報酬含Μでいます。

һใु੍ͷ֓ཁ
ʢ1ʣใुͷ༁

ใुͷ໊শ ֹ݄ใु ༩ ৴ୗࣜגܕใु ৡ੍ݶࣜגใु

報酬のಛ 基本報酬 短期インηンテΟϒ 中期インηンテΟϒ 長期インηンテΟϒ

現金ʗג式 金મ報酬 式報酬ג

業連動性 業非連動 業連動 業連動 業非連動

付与時期 月ྫで支給 年 1 回 3 月に支給
ଇݪ 3 事業年度͝とに

1 回付与
年 1 回付与、

ୀ時にৡ制ݶղআ

基本ߏ比率 50% 30% 20%

総額ݶ度 年額ʗ 5 ԯ 5 千万円
3 事業年度ʗ 6 ԯ円
（150,000 （以内ג

年額ʗ 6 千万円
（50,000 （以内ג

（）
1. 報酬の基本ߏ比率は制度ઃ計上

の基本比率をࣔしており、当社業
の状況等によりهࠨ比率はม動
します。

2. 金મ報酬の総額ݶ度には社外取
締役（監査等委員で͋る取締役を
আ͘）の基本報酬含めた金額と
なっています。

1�༩
　短期インηンテΟϒ報酬として、ຖ事業年度の業
向上への貢献ҙࣝを高める͜とを的に、ධ価ࢦඪは
会社גओにؼଐする当期७利ӹを採用しています。
ධ価ࢦඪの実にԠ͡てม動෯0～200%のൣғで報
酬額を算出し、͞らにݸ人ධ価を反өして最終ܾ定し
ます。

ʢ2ʣۀ࿈ಈใु

経営計画で掲げる
指標

ച্ߴ Ӧۀརӹ 30*$ αεςφϏϦςΟ
ʹඪࢦ � � �

ʢ�ʣࣜגใुͷݶ੍څࢧ ʢ�ʣࣗࣾגอ༗ʹؔ͢Δํ͑ߟ
　取締役をղ͞れた場合、及び期中にࣙした
場合（取締役会が正当な事༝とೝめた場合をআ͘）
には、報酬委員会の৹ٞ、ਃを౿まえ、取締役会
のܾٞによりג式報酬の支給を制ݶします。

し࣋期間中は保ࡏଇとしてݪ式はג式報酬により付与した当社ג　
続͚る͜ととします。͞らにผに定めるʮࣗ社ג保有ガイυラインʯ
により一定量以上の当社ג式を保有する͜とを奨励する͜とで、גओ
との価ڞ有や中長期的な企業価向上へのҙࣝ向上をਤっています。

ʢ3ʣඇۚમใु
点での企業価向上へのインηンテΟϒを高める͜とを的とࢹ式報酬にՃえて、長期的なגܕ式報酬については、上ड़の৴ୗג　
してৡ制ݶ付ג式報酬をಋ入しています。役Ґผに定めるৡ制ݶ付ג式報酬額にԠ͡てॴ定の期日のג価を基ૅとして算出した
ৡ制ݶ付ג式を割り当てるのです。ৡ制ݶはୀ時にղআ͞れます。

2�৴ୗࣜגܕใु
　中期インηンテΟϒ報酬として、ܦ営計ըで͛ܝるࢦඪの3事業年
度͝とのୡ状況と連動ͤ͞る͜とで、ܦ営計ըのඞୡによる企業価
向上へのҙࣝを高める͜とを的にಋ入しています。ධ価ࢦඪのୡ
状況にԠ͡てม動෯̌～180％のൣғで報酬額を算出し、͞らにݸ人
ධ価を反өして最終ܾ定します。

ใुͷֹ

コーϙレートガόφンス
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ʕܦӦܭը����Λൃද͠·͕ͨ͠ɺ社֎औకͱͯ͠ຊܭ

ըΛͲͷΑ͏ʹධՁ͍ͯ͠ΔͰ͠ΐ͏͔ʁ·ͨܭըͷࡦఆʹ

͋ͨΓɺऔక会ͰͲͷΑ͏ͳΛத৺ʹٞ͞Ε·͔ͨ͠ʁ

たい͛ڍ営計ը2030のಛとして最ॳにܦखચऔకɹޚ

点は、事業のਐΉべき方向についてのコンηプトを明֬にし

た͜とです。e-.OTOという新たな事業コンηプトのと、

Ϟーターをコアとしながら制ޚやϢχット等を含Ήʮ動きʯ

のソリϡーションఏڙを֦େしてい͘という方を明֬にし

ました。取締役会では、１年以上にわたり͜のコンηプトを

Ͳう実現ͤ͞るか、人ࡐ配ஔ・育、ٕज़動向、.�"等に

ついて෯ٞ͘しています。

　次のϙイントは、2030年までの長期スύンのܦ営計ըと

した͜とです。従དྷ通りに3カ年の中期計ըというબࢶ

͋りましたが、当社のߏをେき͘సするには長期ࢹ点で

μイφϛックに実ࢪしてい͘べきとの؍点からの結です。

　３つののϙイントは、財務ඪのΈならͣ、サステφϒ

ルඪ͋わͤてマϒチ・όリϡー・ϙイントとして定量化

し、企業価向上の重ཁなཁૉとした͜とです。͜れまで

社会に貢献する企業として取りΜできましたが、ࠓ後はサ

ステφビリテΟඪとしてҐஔ付͚をより明֬化して取り

Μでい͘͜とになります。財務ඪ、ະ財務ඪと、ୡ

に向͚てはେきな力と༷ʑなվֵがඞཁで͋り、ඞͣ実現

するとのҙࣝで取りΜでらいたいとߟえます。

　４つのϙイントは、Ωϟッシϡ・アロケーションの方向

性をࣔした͜とです。ΩϟッシϡをͲのように有効活用する

かはେมしい断です。会社のஔかれている環境により千

差万ผで͋り、正ղは一つでは͋りまͤΜ。ࠓ回ଧち出した

方向性は、当社の長、リスクへのඋえ、גओؐݩなͲ、当

社がஔかれている環境を౿まえたٞの結果で͋り、όラン

スの取れた方ͩとߟえています。

　͜͜まで、ܦ営計ը2030のओཁなϙイントとࢲの見ղを

ड़べましたが、͜の計ըの実現に向͚て、社外取締役として

。えていますߟՃし、貢献していきたいとࢀ的にٞにۃੵ

ࢁऔకɹ事業ઓུについては、製品やྖ域において͜れ

までよりがりを࣋ったのとなっています。当社が得ҙと

してきたඪ準化ઓུをϕースとしたޭύターンを、３つの

̢ྖ域においてͲのように活かしてい͘のかはイマδネーショ

ンを働かͤるඞཁが͋ります。全社を͛ڍて͜の取りΈを

ਪਐし、事業ϙートϑΥリΦをਐ化ͤ͞たいというڧいҙؾ

ています。̢ˍ̖ઓུにお͚る検౼の෯やスϐー͡ײΈをࠐ

υ、͜の１年間でかなりՃしたようにࢥわれます。

Ԭాऔకɹܦ営計ը2030は、աڈの延長ઢ上ではない、

ઌを見ਾえた計ըになっていますよͶ。当社は70年のྺ࢙が

͋りますが、ܦ営トップをは͡めとしてすべての取締役がߏ

的にมわらな͚れならない時期にདྷているとೝࣝし、ͦ

のײػةの中から生まれた計ըͩとࢥいます。ߏ的にμイ

φϛックに会社をมえる期間がඞཁͩというٞが͋り、７

年間という͜れまでより長期の計ըとなりました。

　現ࡏ、当社の販売にめるࣗ動ं電用の割合が75％以上

ですが、ࣗ動ंは安定的な市場が見ࠐまれるとはいえ、Ͳの

ようなม化が͋るかはະです。ྫえ、地政ֶ的なの

発生や、新ܕコロφイルスײછの֦େという100年に一

度というܹٸな環境ม化に直໘するܦ験をܦて、企業が長期

安定的に長し、גओのօ༷に中長期的に安定配当ができ

るようにするためには、ߏ的にมわらな͚れならないと

いうײػةが͋ります。炭ૉ社会の実現に向͚た貢献֦େ

なͲ、ม化するੈの中にࣗ分たちがద合し、Ϟーターを中৺

としたʮ動きʯをͲのようにఏڙしてい͘のかというಓےが

後はͦれを実現すࠓ。いますࢥ営計ը2030でࣔ͞れたとܦ

る上で、̢ˍ̖や外部ఏܞੵۃ的に活用してい͘という、

新たなϝッηーδを社内外に発৴できたのではないでしΐうか。

　資本政ࡦについて、当社を取り͘רリスクに対ԠするΩϟッ

シϡを保࣋しつつ、কདྷ的にඞཁな研ڀ開発やઃඋ投資といっ

たઓུ的な投資や、当社を支えてͩ͘͞るגओのօ༷へのؐ

化するという方を明֬に出しました。発表した͜のڧݩ

方の実現に向͚て、ܦ営トップのΈならͣ社員全員が結果

を出すためにコϛットした͜とはྑい͜とͩとࢥいます。

ʕ社֎औకʹब͞Ε͔ͯΒ͕̍ͪܦ·͕ͨ͠ɺ社

ͷڧΈಛɺ·ͨޙࠓͷظ՝ΛͲͷΑ͏ʹೝࣝ͞

Ε͍ͯ·͔͢ʁ

ࢁऔకɹࢲがೝࣝする当社のಛ長は、ѹ的に高いٕज़

と品࣭、ͦしてͦれを実現するためのਅ໘で実な社෩と

管理ମ制ͩとߟえます。ࣗࢲ、2023年に中国の４つの拠

点をࢹしましたが、日本ののͮ͘りの精ਆがਁ透してい

る͜とをの当たりにしました。またٕज़研ڀॴの๚や、

社内でのٕज़展ࣔ会を通͡て、社員がをًかͤてތりをっ

てのͮ͘りにܞわっている͜とが͡ײられ、ͦれがྑいง

ғؾとして果につながっているとࢥいます。ͦの果をੵ

Έ重Ͷて、ܦ営計ը2030をண実にクリアしてཉしいですͶ。

Ԭాऔకɹ当社は70年のྺ࢙において、Ϟーター一ےでʮ動

きʯをఏڙし、安全、リーζφϒルで高効率なϞーターを࡞

り上͛てきました。ͦうしたڝ૪力は、一ே一༦で実現͞れ

たのではな͘、ඪ準化ઓུとάローόルઓུのと、ઌഐ

たちから受͚ܧがれてきた༷ʑなࢼ行ޡࡨのੵΈ重Ͷでഓわ

れたのͩと͡ײ͘ڧます。2023年に、ࢲはϕトφϜの場

をࢹしましたが、品࣭、コストに対する͘なきٻ、ま

た定量的に数ࣈでってい͘現場の͞ڧというのは、͜れま

でのྺ࢙の中でϕトφϜのスタッϑがؤ張って࡞り上͛てき

たのなのͩΖうと͡ײました。ϝΩシコとϙーランυに

、いますがࢥ場が͋り、国ຽ性違うので՝は異なると

中国やϕトφϜの場でഓわれた力で、ͦのཱち上͛を支ԉ

できるという͜と一つのڧΈͩとࢥいます。

後、３つの̢ྖ域を中৺とした新たなྖ域へઓしていࠓ　

͘ために、͜れまでのڧΈやಛ長を活かして高付Ճ価化を

खચ ঘथޚ

社֎औక
ҕһ会ҕһ໊ࢦ
ใुҕһ会ҕһ

ࢁ ༃ࢠ

社֎औక
ࠪҕһ会ҕһ

Ԭా ߊ

社֎औక
ҕһ会ҕһ໊ࢦ
ใुҕһ会ҕһ

Ԭా ߊ
2023年より当社社外取締役。全日本ۭ輸ג式会社及びͦのάルー
プ会社において会社ܦ営にܞわり、ಛに企業౷治に関するࣝと
。験が๛ܦ

खચ ঘथޚ
2017年より当社社外取締役。ג式会社日ཱ製࡞ॴ及びͦのάルー
プ会社において会社ܦ営にܞわり、ಛに人ࡐ・労務ྖ域でのࣝ
とܦ験が๛。

社外取締役インタビϡー
ͼٴҕһ会ɾใुҕһ会ͷҕһ໊ࢦ
����ʹबͨ͠社֎औకʹΠンλϏϡʔΛ͍ߦ·ͨ͠
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Ͳうਐめるか、またੈք５ۃ事業ମ制をよりݻڧなのにす

るために、ステップアップするஈ֊にきているとࢥいます。

ͦれらを実現するために、本社の社員とੈք֤国のスタッϑ

のϊϋやスΩルをͲのように༥合し人ࡐを育してい͘

のかが՝ͩとࢥいます。͜れから̢ˍ̖や外部ఏܞをڧ化

するために、人ࡐは重ཁなϙイントです。また人ࡐの育

と同時に、社員のʮઓしようʯというチϟレンδ精ਆをߋ

にৢしてい͘べきではないかと͡ײています。

ʕޚखચऔకਓྖࡐҬͰͷ͕ݧܦ͍Ͱ͕͢ɺ社ͷ

ਓࡐҭʹ͍ͭͯͲͷΑ͏ʹධՁ͍ͯ͠·͔͢ʁ

営トップとて高ܦ、育についてはࡐखચऔకɹ人ޚ

͘ҙࣝしていて、ڭ育をେ事にしている会社ͩとࢥいます。

一方で、ࢲが社員と直໘ஊしていて͡ײるのは、以લと比

べると少しେ人し͘なっているという͜とです。チϟレンδ

する෩をͲのように࡞ってい͘のかは、ࢲ͜れからの՝

ͩとࢥいます。

ʕڮߴ社͕�����݄ʹදऔక社ʹब͠·͠

ͨɻ໊ࢦҕһ会ͰͲͷΑ͏ͳ͕ٞ͋ͬͨͷͰ͠ΐ͏͔ʁ

名委員会ではຖ年、ͦの時点で見通ͤるকࢦखચऔకɹޚ

དྷを౿まえ、ϕストのܦ営ମ制やガόφンスମ制を検౼し、

Ͳのような人ࡐをొ用するのかをٞしています。ࠓ回のେ

きなϙイントは、会社をߏ的にมえていかͶならない中

で、Ͳのようなリーμーシップがඞཁなのかという؍点でし

た。高ڮ社長は、पғから৴པを得ながら、人をרきࠐΜで

༷ʑなࡦࢪをਪਐする実行力が高い方です。ܦ営計ը2030

では、売上高を3,000ԯ円まで৳すというチϟレンδンά

なඪをཱてています。ͦのඪをୡするためには、社員

一人ͻとりがߟえて取りΜでい͘͜とがඞཁෆՄܽです。

高ڮ社長が社員をうま͘Ϟチϕートしてチϟレンδする෩

を࡞って͘れる͜とを期して、͜れからのマϒチϞーター

にඞཁなリーμーシップという؍点からࢦ名しました。

Ԭాऔకɹ高ڮ社長は、中国の拠点で4,000人の場を

切りながら、当時はまͩ現場でҙࣝが࣋たれていないと͜

Ζで༷ʑなఏىをし、一ॹになってվֵを行した実が

͋ります。2030年に向͚て、当社が༷ʑな໘でߏ的にେき

͘มわるべきϑェーζにおいて、͜れからඞཁとなる生産ମ制

の実現等で、リーμーシップを発شして͘れるとࢥいます。高

Ή力を活かして、新しいࠐきר社長がपりの人をऒきつ͚てڮ

マϒチϞーターの社長૾を࡞って͘れるとྑいですͶ。

ʕࠪҕһͱͯ͠ɺ社ͷάϩʔバϧܦӦʹ͓͚Δ෦

౷੍ΛͲͷΑ͏ʹධՁ͍ͯ͠ΔͰ͠ΐ͏͔ʁ

ࢁऔకɹ当社は海外にଟ͘の拠点を࣋っていますが、֤

拠点の現場にࢸるまで、ܦ営理೦、ܦ営基࣠、ܦ営ࢦや行

動ࢦといった基本的なߟえ方がਁ透しており、社員ͦれͧ

れが当社のྺ࢙を理ղしマϒチϞーターの高い品࣭とϒラン

υにތりを࣋って働いていますので、౷制環境はっている

とࢥいます。また、日本の本社と海外ࢠ会社間の報ୡは

かなりີͩとࢥいます。ͦのような点を含めて、άローόル

規でΈて、現ࡏのマϒチάループの内部౷制はかなり高

いख़度に͋るとධ価してよいのではないかとࢥいます。ࠓ

後の՝としては、現طࡏに取りΈを࢝めていますが、リ

スクධ価と対Ԡの事લの検౼の精度を͞らに高め、ෆ安定な

社会やੈք報への対Ԡ力を一ڧ化してい͘͜とと、現ࡏ

の実効性の͋る内部౷制を次ੈへঝܧしてい͘͜とͩとࢥ

います。また次ੈへのঝܧというʮタテʯ方向のΈならͣ、

長期的に̢ˍ̖によってάループ会社が૿えてい͘͜とが༧

͞れますので、طଘྖ域のリスクとは異なる新しいྖ域、

分でのʮϤコʯ方向でのコントロール重ཁとなって͘る

とࢥわれます。企業άループのม化とڞに有効な内部౷制の

後ࠓ、り方ม化していきますので、ม化を受͚入れつつࡏ

実効性の高いάローόルでの内部౷制がҡڧ、࣋化͞れる

͜とを期しています。

1999年 当社入社
2004年 ᤈሞࢸመ業有ݶ公࢘総ܦ理室長
2010年 当社ܦ営企ը部長
2013年 当社執行役員 管理本部長
2015年 当社取締役執行役員 管理本部長
2018年  当社取締役άループ執行役員 ถभ総表݉マϒチ

ϞーターϝΩシコエスエーデシーϒイ会長݉社長
2020年 当社取締役執行役員 ܦ営企ը部長
2020年  当社取締役執行役員 ܦ営企ը本部長݉ܦ営企ը部長
2021年  当社取締役執行役員 ܦ営企ը本部長݉報I3室長
2022年  当社取締役ৗ務執行役員 管理౷ׅ݉ܦ営ઓུ୲当
2023年  当社取締役ৗ務執行役員 管理౷ׅ݉内部౷制୲当

営ઓུ୲当ܦ݉
2023年  当社取締役ৗ務執行役員 管理౷ׅ݉内部౷制୲当

営ઓུ୲当݉事業開発୲当ܦ݉
2024年  当社取締役ઐ務執行役員 内部౷制୲当݉事業開発

୲当݉ܦ営企ը本部長݉スマートトランスϑΥーϝー
ション本部長（現）
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1984年 当社入社
1990年 ᤈሞࢸመ業有ݶ公࢘購ങ՝長
1996年 同社総ܦ理室長
2002年 同社౹事݉総務部長݉人事部長
2002年 当社ܦ営企ը室長
2003年 当社事業基൫վֵਪਐ本部෭本部長
2004年 当社ܦ営企ը部長
2009年 当社執行役員 管理本部長
2011年 当社取締役執行役員 管理本部長
2013年 当社表取締役社長社長執行役員
2019年 当社表取締役社長CEO
2022年 当社表取締役会長CEO
2024年 当社表取締役会長（現）
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1988年 当社入社
1993年 万ๅࢸഅୡେ連有ݶ公࢘
2012年 ౦،ಓδϟΦ万ๅࢸഅୡ有ݶ公࢘総ܦ理
2015年 万ๅࢸഅୡେ連有ݶ公࢘総ܦ理
2018年 当社製本部生産管理部長
2021年 当社購ങ・生産管理本部長
2022年 当社取締役執行役員 購ങ・生産管理本部長
2024年 当社表取締役社長社長執行役員（現）
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1991年 当社入社
1994年 ᤈሞࢸመ業有ݶ公࢘
1997年 同社品࣭保ূ՝長
2006年 万ๅࢸഅୡ（ߐો）有ݶ公࢘場長ิࠤ
2007年 同社総ܦ理
2014年 当社生産本部෭本部長
2014年 当社生産本部長
2015年 当社取締役執行役員 生産本部長
2017年 当社取締役ৗ務執行役員 事業౷ׅ
2019年  当社取締役ৗ務執行役員 社長ิ݉ࠤ関係会社౷ׅ
2020年  当社取締役ৗ務執行役員 社長ิ݉ࠤ関係会社౷ׅ

݉管理౷ׅ݉人事・総務本部長
2020年  当社取締役ৗ務執行役員 社長ิ݉ࠤ関係会社౷ׅ

݉管理౷ׅ݉人事・総務本部長݉購ങ本部長
2021年  当社取締役ৗ務執行役員 社長ิ݉ࠤ関係会社౷ׅ

݉管理౷ׅ݉購ങ୲当݉人事・総務本部長
2022年  当社取締役ৗ務執行役員 社長ิ݉ࠤ関係会社౷ׅ

݉管理౷ׅ݉購ങ୲当
2022年  当社取締役ઐ務執行役員 関係会社౷ׅ݉ライϑ・イ

ンμストリー事業部長
2023年  当社取締役ઐ務執行役員 関係会社౷ׅ݉ライϑ・イ

ンμストリー事業部長݉マϒチάループマネδϝント
室長

2023年  当社表取締役෭社長執行役員 関係会社౷ׅ݉ラ
イϑ・インμストリー事業部長݉スマートトランスϑΥー
ϝーション本部長݉マϒチάループマネδϝント室長

2024年  当社表取締役෭社長෭社長執行役員 関係会社౷ׅ
（現）

1984年 当社入社
2010年 当社管理本部ٕज़ηンター長
2012年 当社管理本部総務部長
2019年 ᤈሞࢸഅୡވ份有ݶ公࢘総ܦ理
2022年 当社人事・総務本部長
2022年 当社執行役員 管理෭౷ׅ݉人事・総務本部長
2023年 当社取締役 ৗ勤監査等委員（現）
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͜やし
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ݾ
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ৗࠪۈҕһ

取締役

取締役 取締役（監査等委員）

1976年 ג式会社日ཱ製࡞ॴ入社
2000年 同社労政部長
2004年  同社報・通৴άループ公ڞシステϜ営業౷ׅ本部෭౷

ׅ本部長
2005年  同社άループઓུ本部G-ܦ営ઓུ部άループ会社室長
2006年 同社άループઓུ本部άループ会社室長
2010年 同社人財౷ׅ本部総務本部長
2011年 同社執行役ৗ務人財౷ׅ本部長݉総務本部長
2014年  ג式会社日ཱϋイテクϊロδーζ執行役ઐ務C)3O

（ChJeG )VmBn 3eToVSceT OGp ceS）݉ リスクマネδϝ
ント者݉C3O（ChJeG 3JTk mBnBHement OGp ceS）

2015年 同社表執行役執行役෭社長
2016年 同社エάθクテΟϒアυόイβ
2017年 当社社外取締役（現）

ޚ
Έ た ら い

खચ ঘ
な お き

थ

ࣾ֎औక

1979年 全日本ۭ輸ג式会社入社
2007年 同社執行役員企ը室長
2010年 同社取締役執行役員Φϖレーション౷ׅ本部長
2012年 同社ৗ務取締役執行役員՟物事業室長
2015年 同社ઐ務取締役執行役員՟物事業室長
2015年 ג式会社"/" CBSHo表取締役社長
2015年 ԭೄ電力ג式会社社外取締役
2016年 ג式会社"/"総合研ڀॴ表取締役社長
2021年 େࡕେֶ٬員ڭत（現）
2023年 当社社外取締役（現）

Ԭ
お か ͩ

ా ߊ
͋きら

ࣾ֎औక

1981年 ג式会社リコー入社
2010年  同社執行役員コントローラ開発本部長݉.'P事

業本部෭事業本部長
2012年 同社ৗ務執行役員人事本部長
2018年  同社ઐ務執行役員ΦϑΟスプリンテΟンά事業本

部長
2018年  同社取締役ઐ務執行役員ΦϑΟスプリンテΟンά

事業本部長
2019年  同社取締役ઐ務執行役員CTO（ChJeG 

TechnoloHZ OGp ceS）
2021年  同社取締役コーϙレートઐ務執行役員CTOઌ

ٕज़研ڀॴॴ長
2023年 ώロη電גػ式会社社外取締役（現）
2024年 当社社外取締役（現）

ࡔ
͞ か た

ా 
ͤ い ͡

ೋ

ࣾ֎औక

社外取締役

ࢁ ༃ࢠ
2023年より当社社外取締役監査等委員。国内及び海外にお͚る
ห護࢜としてのࣝとܦ験が๛。

社外取締役インタビϡー
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1990年 万ๅࢸഅୡਂ圳有ݶ公࢘入社
2004年 ౦،万ๅࢸ電ػઃඋ製有ݶ公࢘総ܦ理室長
2005年 同社総ܦ理室長݉中国人事部長
2008年 同社෭総ܦ理
2011年 万ๅࢸഅୡ（౦،）有ݶ公࢘総ܦ理
2017年 当社中国事業౷ׅ෭者݉万ๅࢸഅୡ（౦،）

有ݶ公࢘෭౹事長
2018年 当社άループ執行役員 中国総表
2019年 当社άループ執行役員 中国総表݉マϒチϞー

ターチϟイφ౹事長݉総ܦ理
2020年 当社άループৗ務執行役員 中国総表݉マϒチ

Ϟーターチϟイφ౹事長݉総ܦ理（現）

1991年 当社入社
1994年 ᤈሞࢸመ業有ݶ公࢘
2003年 マϒチϞーターϕトφϜリϛテッυཱ՝長
2006年 同社生産部長
2009年 同社場長
2013年 マϒチϞーターμφンリϛテッυ社長
2016年 マϒチϞーターϕトφϜリϛテッυ෭会長݉マϒチ

Ϟーターμφンリϛテッυ෭会長݉社長
2018年 当社執行役員 製本部෭本部長
2021年 当社執行役員 製本部長
2024年 当社άループ執行役員 マϒチϞーターϙーランυ

エスϖーκー社長（現）

ࣳ
し͞き

࡚ ప
とおる

άϧʔϓࣥߦһ
ϙʔϥϯυϚϒνࣾ

1988年 万ๅࢸഅୡਂ圳有ݶ公࢘入社
1999年 ᤈሞࢸመ業有ݶ公࢘౦ୈ一場製品生産႔長
2000年 同社౦ୈ一場企ըௐ室長
2002年 同社౦ୈ一場長
2008年 同社౦ୈ一場෭総ܦ理
2009年 万ๅࢸഅୡ（ୋᖇ）有ݶ公࢘総ܦ理
2014年 万ๅࢸഅୡ（ߐ）有ݶ公࢘総ܦ理
2017年 万ๅࢸഅୡ（౦،）有ݶ公࢘総ܦ理
2019年  当社中国෭表݉万ๅࢸഅୡ（౦،）有ݶ公࢘総

理ܦ
2020年  当社άループ執行役員 中国෭表݉万ๅࢸഅୡ

（౦،）有ݶ公࢘総ܦ理（現）

ဉ
しΎ

ਖ਼
͐͡Μ

άϧʔϓࣥߦһ
தࠃ෭ද

1998年 マϒチϞーターϕトφϜリϛテッυ入社
2009年 同社製品生産部長
2010年 同社場長ิࠤ
2012年 同社場長
2013年 マϒチϞーターμφンリϛテッυ෭社長
2015年 マϒチϞーターϕトφϜリϛテッυ෭社長
2015年 同社社長
2020年 当社άループ執行役員 マϒチϞーターϕトφϜリϛ

テッυ会長݉社長݉マϒチϞーターμφンリϛテッ
υ会長（現）

1993年 当社入社
1997年 万ๅࢸഅୡେ連有ݶ公࢘
2009年 ᤈሞࢸመ業有ݶ公࢘౦ୈࡾ場長ิࠤ
2010年 万ๅࢸഅୡ（౦،）有ݶ公࢘分公࢘場長ิࠤ
2013年 万ๅࢸഅୡ（ߐ）有ݶ公࢘場長ิࠤ
2014年 同社෭総ܦ理
2017年 同社総ܦ理
2020年 マϒチϞーターϝΩシコエスエーデシーϒイ社長
2022年  当社άループ執行役員 マϒチϞーターϝΩシコエ

スエーデシーϒイ社長（現）


き Ή ら
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άϧʔϓࣥߦһ
ϝΩγίϚϒνࣾ

2018年 当社入社
2019年 当社ܦ営企ը部長
2020年  マϒチϞーターϤーロッύήーエϜϕーϋー෭社

長
2021年 同社社長
2024年  当社άループ執行役員 Ԥभ総表݉マϒチϞー

ターϤーロッύήーエϜϕーϋー社長（現）
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άϧʔϓࣥߦһ
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1999年 当社入社
2008年 マϒチϞーターアϝリカコーϙレーション
2015年 当社営業本部ୈࡾ営業部長
2017年 当社中ܕ電ୈೋ事業部長
2018年 マϒチϞーターアϝリカコーϙレーション社長
2021年 当社購ങ・生産管理本部෭本部長
2022年 当社執行役員 営企ը本部長ܦ
2023年 当社執行役員 営企ը本部長݉スマートトランスܦ

ϑΥーϝーション本部長
2023年 当社執行役員 営企ը本部長ܦ
2024年 当社執行役員 購ങ・生産管理本部長（現）


わたなべ
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ত

һߦࣥ
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1989年 当社入社
1996年 ᤈሞࢸመ業有ݶ公ܦ࢘営管理部長
2013年 当社管理本部ܦ営管理部長
2020年 当社ܦ理・財務本部ܦ営管理部長
2023年 当社執行役員 営管理部長ܦ理・財務୲当݉ܦ
2024年 当社執行役員 理・財務୲当（現）ܦ
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һߦࣥ
୲ࡒཧɾܦ

1991年 当社入社
2001年 ᤈሞࢸመ業有ݶ公࢘
2003年 同社総ܦ理室長
2008年 当社人事部長
2016年 中国෭表
2019年 当社管理本部෭本部長
2023年 当社人事・総務本部長
2024年 当社執行役員 人事・総務本部長（現）
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1991年 当社入社
1992年 ᤈሞࢸመ業有ݶ公࢘
1998年 同社生産ٕज़処処長理
2012年 当社ٕज़本部生産ٕज़部長
2017年 当社製本部෭本部長
2018年 当社理事 製本部付
2022年 当社取締役執行役員 ٕज़౷ׅ
2024年 当社取締役執行役員 ٕज़౷ׅ݉製本部長
2024年 当社ৗ務執行役員 ٕज़౷ׅ݉製本部長（現）
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ຊ෦

1990年 ห護ొ࢜
1990年 ୈ一ෙཀ法事務ॴ入ॴ（現）
1998年 同ύートφー（現）
2014年 Պ（法ՊେֶӃ）ڀጯٛक़େֶେֶӃ法務研ܚ
　　　   非ৗ勤ࢣߨ（現）
2016年 当社社外監査役
2019年 当社社外取締役（監査等委員）（現）
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1981年 式会社Ԭۜ行入社ג
1989年 監査法人ே日新会計社（現有ݶ͋ͣ ͞監査法人）

入ॴ
1990年 監査法人トーマπ（現有ݶ監査法人トーマπ）入ॴ
2008年 同ύートφー
2013年 金༥庁 公ೝ会計࢜監査৹査会 ओ公ೝ会計࢜監査

検査官ब
2016年 有ݶ監査法人トーマπ入ॴ
2018年 アルプス電גؾ式会社（現アルプスアルύインג式会社）

社外取締役（監査等委員）（現）
2020年 コクϤג式会社社外監査役
2021年 当社社外取締役（監査等委員）（現）
2024年 コクϤג式会社社外取締役（現）
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2001年 ห護ొ࢜
2002年 ԭ৴・石ݪ・ਗ਼法事務ॴ（現スプリンά法事務

ॴ）入ॴ
2009年 χϡーϤークभห護ొ࢜
2012年 スプリンά法事務ॴύートφーห護࢜（現）
2020年 式会社アールエイδ社外取締役（監査等委員）ג

（現）
2023年 当社社外取締役（監査等委員）（現）
2024年  ビーϐー・カストロールג式会社社外取締役（監査

等委員）（現）
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1988年 当社入社
1992年 萬寶至實業有限公司営業二課長
2005年 当社パワーユニットモーター事業部長
2006年 当社営業本部第三営業部長
2007年 マブチモーターヨーロッパゲーエムベーハー社長
2011年 当社営業本部中国市場開拓推進室長
2012年 当社営業本部第三営業部長
2013年 当社執行役員 営業本部副本部長
2015年 当社執行役員 営業本部長
2017年 当社執行役員 事業副統括
2018年 当社執行役員 事業副統括兼中型電装第二事業部長
2019年 当社執行役員 電装第二事業部長
2019年 当社執行役員 顧客リレーション担当兼電装第二事業部長
2020年 当社執行役員 顧客リレーション担当
2021年 当社常務執行役員 営業担当兼民生事業部長兼欧州総代表
2021年 当社常務執行役員 営業担当兼電装第二事業部長兼欧州総代表
2022年 当社常務執行役員 営業担当兼オートモーティブ第二事業部長
2024年 当社ৗ務執行役員 営業୲当（現）
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2008年 当社入社
2010年 マϒチϞーターϕトφϜリϛテッυ෭社長
2012年 同社社長
2016年 当社ܦ営企ը部長
2018年 当社執行役員 営企ը本部長ܦ
2020年 当社執行役員 電ୈೋ事業部長
2021年 当社執行役員 COO付
2021年 当社άループ執行役員 マϒチϞーターエレクトロ

マάエスエー会長
2022年 当社άループ執行役員 Ԥभ総表݉マϒチϞー

ターエレクトロマάエスエー会長
2023年 当社άループ執行役員 Ԥभ総表݉マϒチϞー

ターϙーランυエスϖーκー会長݉社長
2024年 当社άループ執行役員 Ԥभ総表݉マϒチϞー

ターϙーランυエスϖーκー会長
2024年 当社執行役員 IT本部長（現）
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社外取締役（監査等委員）

執行役員（取締役をআ͘）
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201� 201� 201� 201� 201� 2019 2020 2021 2022 2023

売上高 122,544 143,143 140,699 146,925 143,116 131,807 116,432 134,595 156,706 178,663

売上総利ӹ 35,614 43,470 46,188 47,305 44,327 41,031 34,856 36,415 37,462 44,144

営業利ӹ 16,875 22,961 24,225 24,066 21,243 17,544 12,900 13,800 10,824 15,536

ৗ利ӹܦ 23,929 27,113 26,135 25,841 24,804 20,854 12,675 19,570 21,473 26,994

会社גओにؼଐする当期७利ӹ 18,090 18,546 20,598 20,303 22,925 14,234 8,987 14,251 14,295 19,416

˞当たり当期७利ӹ（円）ג１ 129.01 133.49 150.35 149.87 170.60 107.00 67.82 108.38 110.39 150.52

業֓ཁ　୯Ґɿ百万円

総資産 256,368 256,196 258,387 269,318 268,246 268,244 262,559 285,704 307,786 336,605

७資産 233,312 233,245 232,917 242,179 244,454 245,172 239,103 259,909 280,175 305,030

˞当たり७資産（円）ג１ 1,663.00 1,681.51 1,702.57 1,789.99 1,820.04 1,845.43 1,811.81 1,987.67 2,166.88 2,380.90

資産（会計年度）୯Ґɿ百万円

営業活動によるΩϟッシϡ・ϑロー 18,118 20,115 27,958 22,585 20,979 25,830 18,741 8,743 10,206 31,741

投資活動によるΩϟッシϡ・ϑロー -11,977 -1,178 -3,440 -14,027 -12,735 -15,246 -5,304 -12,970 -10,468 -15,608 

ϑリー・Ωϟッシϡ・ϑロー 6,141 18,937 24,518 8,558 8,244 10,584 13,437 -4,226 -261 16,132 

財務活動によるΩϟッシϡ・ϑロー -6,014 -13,312 -11,860 -13,844 -11,069 -12,132 -10,952 -11,285 -10,088 -11,849 

Ωϟッシϡ・ϑロー　୯Ґɿ百万円

ઃඋ投資 9,597 16,187 11,236 12,844 16,332 17,915 7,736 9,622 10,614 12,818

減価ঈ٫費 4,771 6,386 6,016 7,143 7,652 8,264 8,648 9,666 11,634 12,573 

研ڀ開発費 4,503 5,164 5,024 5,233 4,939 4,958 4,453 4,711 5,574 6,388 

ઃඋ投資、減価ঈ٫費、研ڀ開発費　୯Ґɿ百万円

売上総利ӹ率 29.1 30.4 32.8 32.2 31.0 31.1 29.9 27.1 23.9 24.7

売上高営業利ӹ率 13.8 16.0 17.2 16.4 14.8 13.3 11.1 10.3 6.9 8.7

売上高ܦৗ利ӹ率 19.5 18.9 18.6 17.6 17.3 15.8 10.9 14.5 13.7 15.1

3OIC 12.7 14.4 17.0 14.4 12.7 9.3 6.4 6.1 4.1 5.7

3OE 8.2 8.0 8.8 8.6 9.4 5.8 3.7 5.7 5.3 6.6

3O" 9.9 10.6 10.2 9.8 9.2 7.8 4.8 7.1 7.2 8.4

資本比率ݾࣗ 91.0 91.0 90.1 89.9 91.1 91.4 91.0 90.9 91.0 90.6

財務ࢦඪ　୯Ґɿ％

ˎ 3OIC ʹ（営業利ӹ º（１ʵ実効੫率））×（売ֻ金ʴ୨Է資産ʴݻ定資産（投資有価ূ݊をআ͘ 
 ʵങֻ金）

6S υル（期中平均） 105.85 121.05 108.84 112.19 110.43 109.05 106.82 109.80 131.43 140.56

ҝ替算レート   ୯Ґɿ円

˞当たり年間配当金（円）ג１ 53.5 55.0 60.0 60.0 67.5 67.5 67.5 57.5 67.5 75.0

配当性向（％） 41.5 41.2 39.9 40.0 39.6 63.1 99.5 53.1 61.1 49.8

総ؐݩ性向（％） 41.6 68.2 63.1 64.7 52.7 84.3 121.3 74.1 82.3 65.5

　　ݩओؐג

˞当社は、2024 年１月１日をって、ී通ג式１גにつき２גの割合で、ג式分割を実ࢪしました。2014 ～ 2023 年の数は、2024 年の༧と比ֱしやすいように、ג式分割ྀߟ後の金額をࡌهしております。

10年間の財務データ
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Environment（環境） Social（社会）

Governance（ガバナンス）
項 目 範 囲 単 位 2019 2020 2021 2022 2023

透明性の高い
企業運営

取締役

合計 本社 名 13 13 13 13 13
うち社外取締役 本社 名 6 6 6 6 6
うち女性取締役 本社 名 2 2 3 3 2
うち外国籍取締役 本社 名 1 1 1 1 0

取締役会開催回数 本社 回 31 25 25 25 25
社外取締役出席率 本社 ％ 89 100 98 98 98
最年少取締役年齢 社内 本社 歳 50 51 53 54 55
最年長取締役年齢 社内 本社 歳 59 60 61 61 62
取締役平均年齢 社内 本社 歳 55 56 56 56 58

監査等委員
合計 本社 名 4 4 4 4 4
うち社外監査等委員 本社 名 3 3 3 3 3

執行役員 本社 名 14 14 17 17 14
取締役報酬 本社 百万円 369 400 415 452 513
監査等委員報酬 本社 百万円 44 48 55 53 53
政治献金・ロビー活動等支出額 本社 円 0 0 0 0 0

国内外の法令・
倫理の順守

公正取引委員会や関係官庁からの行政処分 連結 件 0 0 0 0 0
コンプライアンスに関わる刑事処分 連結 件 0 0 0 0 0
法令違反による操業停止・営業停止 連結 件 0 0 0 0 0
価格カルテルによる摘発 連結 件 0 0 0 0 0
贈賄による摘発 連結 件 0 0 0 0 0

項 目 範 囲 単 位 2019 2020 2021 2022 2023

すべての人が
活躍できる

環境

従業員数 合計 （ うち女性）
本社 名 849 （139） 851 （139） 836 （130） 827（130） 845（131）

連結 名 22,061 
（16,960）

21,477 
（16,516）

20,894 
（15,680）

20,248
（14,767）

19,808
（14,204）

新卒採用数 合計 （ うち女性） 本社 名 32（9） 26（8） 8（0） 14（4） 18（2）

中途採用者 合計 （ うち女性） 本社 名  37 （7） 14 （1） 28 （4） 27 （7） 42（8）

新規雇用者数 合計 （ うち女性） 本社 名 66（15） 41（9） 36（4） 41 （11） 60（10）

新規雇用者の女性比率 本社 ％ 22.7 22.0 11.1 27.0 16.7

離職者数 本社 名 32 28 27 45 27

女性管理職数
本社 名 7 4 3 4 4

連結 名 64 61 66 77 84

女性管理職比率
本社 ％ 6.4 4.4 3.6 4.4 4.5

連結 ％ 14.1 13.3 14.0 15.8 16.8

女性部長相当職数 連結 名 11 10 11 12 16

男女の賃金差異

合計 本社 ％ ー ー ー 58.6 62.41

うち正規雇用 本社 ％ ー ー ー 68.4 72.59

うち非正規雇用 本社 ％ ー ー ー 50.4 49.85

TOEIC 延べ受験者数 本社 名 871 451 759 814 616

TOEIC 730 点以上取得者数 本社 名 238 250 273 294 300

資格取得奨励対象者数 本社 名 27 50 77 59 39

社員一人当たりの平均研修費用 本社 円 ー ー ー ー 45,286

障がい者雇用数 本社 名 19 14 12 13 20

障がい者雇用率 本社 ％ 2.83 2.08 1.85 1.75 2.55

外国籍社員数 本社 名 26 20 24 23 24

平均年齢 本社 歳 43.6 43.3 43.8 44.9 45.0

平均勤続年数

合計 本社 年 17.8 17.7 18.3 18.8 18.6

うち男性 本社 年 18.0 18.1 18.4 19.0 18.9

うち女性 本社 年 16.8 17.1 17.4 17.4 17.1

海外関係会社の現地籍拠点長数（割合） 連結 名（％） 10（50.0） 11（55.0） 13（61.9） 13 （61.9） 13（56.5）

安全で
健康的な
職場環境

月平均実労働時間 本社 時間 166.9 159.7 157.5 165.8 165.1

月平均残業時間 本社 時間 18.5 12.5 10.3 17.6 18.9

年次有給休暇の取得状況

付与数 本社 日 20 20 20 20 20

取得数 本社 日 15.5 14.6 15.4 17.2 16.0

取得率 本社 ％ 77.5 73.1 77.0 85.9 80.1

産休取得者数 本社 名 3 5 6 3 2

育児休業取得者数
（割合）

合計 本社 名（%） 3（13.0） 9（31.0） 11（36.7） 10 （60.0） 11（73.0）

男性 本社 名（%） 0（0.0） 4（16.7） 4（17.4） 7 （43.8） 9（69.2）

女性 本社 名（%） 3（100） 5（100） 7（100） 3 （100） 2（100）

育児休業平均取得日数 男性 本社 日 0.0 25.0 57.5 17.6 41.9

育児休業後復職率 本社 ％ 100 100 100 100 100

配偶者出産時休暇取得者数 本社 名 22 26 24 15 13

介護休業取得者数 本社 名 0 2 0 1 1

短時間勤務制度利用者数 本社 名 2 2 2 5 3

定期健康診断受診率 本社 ％ 95.8 97.6 100 100 100

ストレスチェック受検率 本社 ％ 97.0 92.5 98.9 99.4 99.7

労働災害度数率（100万労働時間当たりの労働
災害者数を表す災害発生の頻度） 本社 度数率 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

地域社会の
発展・保護

社会貢献活動支出額 本社 百万円 30.5 26.1 25.5 33.0 42.8

*1　地下水使用量については、2021 年より一部の拠点で算出方法を見直しています。
*2　温室効果ガスについては、排出量の算定精度向上のため、2023 年においてカテゴリー１での重量算定方式への切り替え等、算定方法の見直しを行いました。

*対象期間は同年4月～翌年3月となっております。

項 目 範 囲 単 位 2019 2020 2021 2022 2023

エネルギー
利用の
効率化

総エネルギー
投入量

電力 連結 百万 kWh 203 189 220 204 207
都市ガス 連結 千 m3 753 885 1,274 871 758
液化石油ガス（LPG） 連結 ton 71 69 68 57 55
ガソリン 連結 kl 273 229 218 345 220
軽油 連結 kl 166 234 209 154 209
石炭 連結 ton 0 0 0 0 0
新エネルギー（太陽光発電量） 連結 百万 kWh 0.68 1.42 1.52 2.44 3.65

資源の保護
（水資源）

水資源
投入量

総使用量 連結 千 m3 832 754 851 763 772
上水使用量 連結 千 m3 786 719 742 674 691
地下水使用量 *1 連結 千 m3 42 33 106 86 78
雨水使用量 連結 千 m3 4 3 3 3 3

温室効果ガス
排出量の削減

温室効果
ガス
排出量

Scope1 連結 t-CO2 2,911 3,265 4,092 3,317 2,926
Scope2 （マーケット基準） 連結 t-CO2 104,550 102,638 117,006 123,496 114,081
Scope2（ロケーション基準） 連結 t-CO2 105,346 103,221 117,525 123,951 113,817
Scope3 *2 連結 t-CO2 ー 986,157 1,235,054 1,357,129 1,272,222

カテゴリー１ 購入した製品・サービス 連結 t-CO2 ー ー 734,374 933,752 560,191
カテゴリー２ 資本財 連結 t-CO2 ー ー 33,096 36,505 44,087

カテゴリー３ Scope1,2に含まれない燃料
及びエネルギー関連活動 連結 t-CO2 ー ー 16,242 15,658 15,513

カテゴリー４ 輸送、配送（上流） 連結 t-CO2 ー ー 84,576 28,686 46,001
カテゴリー５ 事業から出る廃棄物 連結 t-CO2 ー ー 1,601 1,319 1,117
カテゴリー６ 出張 連結 t-CO2 ー ー 2,846 2,607 2,533
カテゴリー７ 雇用者の通勤 連結 t-CO2 ー ー 10,343 9,957 9,475
カテゴリー11 販売した製品の資料 連結 t-CO2 ー ー 350,978 325,719 589,971
カテゴリー12 販売した製品の破棄 連結 t-CO2 ー ー 997 2,926 3,334

廃棄物の削減

廃棄物等総排出量 連結 ton 43,307 37,052 45,821 39,951 38,860
廃棄物最終処分量 連結 ton 1,388 1,397 1,676 529 814
廃棄物リサイクル量 連結 ton 41,918 35,654 44,145 39,422 38,046
廃棄物リサイクル率 連結 ％ 96.8 96.2 96.3 98.7 97.9

ESGデータ
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আして計算しており、খ数߇を（ג1,890,100）式גݾࣗ、比率はג࣋ 　１˞
点ୈ２Ґをޒࣺ࢛入し表ࣔしております。

会৴ୗが保有するג࣋比率の計算上、マϒチϞーター従業員ג࣋ 　２˞
役員報酬、ג209,800 #IP ৴ୗが保有する152,310ג及びג式付与
ESOP৴ୗが保有する113,496גを含めて計算しております。

株式情報（2023年12月31日現在） 株主メモ

事 業 年 度 1月1日から12月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年3月

基 準 日 定時株主総会 毎年12月31日
期末配当 毎年12月31日
中間配当 毎年 6 月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して基準日を定めます。

公 告 方 法 電子公告により、当社のホームページに掲載します。
https://www.mabuchi-motor.co.jp/
ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを得ない事由が生じたときは、
日本経済新聞に掲載します。

単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人
（特別口座 口座管理機関） 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1　電話　0120-232-711（通話料無料）
郵送先 〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

【お知らせ】
⑴  株主様の住所変更、配当金の振込みのご指定、買取請求その他各種お手続きにつきましては、口座を開設されている証券

会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
⑵  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）に

お問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。
⑶ 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

見通しに関する注意事項
業績予想に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づいております。業績は、今後の様々な要因により見通しと異なるこ
とがあります。その要因のうち、主なものは以下のとおりであります。
● 為替相場の変動 ● 新技術・新製品等の急速な技術革新
● 当社の事業領域を取り巻く経済環境・需要動向等の変化 ● 銅・鋼材・レアアース等の相場の変動
● 環境規制の変化

発行可能株式総数 200,000,000株
発行済株式の総数 66,410,262株
株主数 27,004名

株主名 持株数 持株比率
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 9,075,200 14.1％
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 5,976,000 9.3％
馬渕　隆一 5,000,800 7.8％
公益財団法人マブチ国際育英財団 3,082,500 4.8％
有限会社プルミエ 2,068,600 3.2％
馬渕　喬 2,010,600 3.1％
馬渕　保 2,000,414 3.1％
株式会社レイ・コーポレーション 1,746,000 2.7％
株式会社三菱UFJ銀行 1,010,890 1.6％
みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 みずほ銀行口
再信託受託者 株式会社日本カストディ銀行 877,400 1.4％

※1.   持株比率は、自己株式（1,890,100株）を控除して計算しており、小数点第２位を
四捨五入し表示しております。

　2. 持株比率の計算上、マブチモーター従業員持株会信託が保有する209,800株、役員報酬BIP信託が
保有する152,310株及び株式付与ESOP信託が保有する113,496株を含めて計算しております。
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金融商品取引業者
1.5％

976,742株（28名）

500～999株
1.4％

952,937株（1,586名）

10,000～99,999株
7.5％

4,977,797株（171名）

1,000～9,999株
5.6％

3,704,812株（1,936名）

自己株式
2.8％
1,890,100株（1名）

100株未満
0.0％
23,333株（2,594名）

100,000～999,999株
29.0％
19,291,612株（63名）

1,000,000株以上
51.0％
33,861,104株（10名）

100～499株
5.4％
3,598,667株（20,644名）

その他の法人
15.4％
10,233,912株（237名）

外国法人等
18.6％
12,376,595株（266名）

金融機関
32.5％

21,574,492株（58名）

個人・その他
29.1％

19,358,421株（26,414名）

所有株数別

所有者別

株式の状況

大株主（上位10名）

株価・売買高の推移

所有者別及び所有株数別分布状況

※当社は、投資単位当たりの金額を引き下げることにより、投資家の皆様がより投資しやすい環境を整えるとともに、当社株式の流動性や投資家層の拡大を図ることを目的として、
2024年1月1日を効力発生日として当社普通株式1株につき2株の割合で株式分割を実施いたしました。なお、上記データにつきましては、株式分割前の株式数を基準としております。
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マϒチϞーターג式会社 

."#6C)I .OTO3 CO., LT%.
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1954年１月18日

খܕϞーターの製販売

20,704,818,800円

845名（୯ମ）　19,808名（連結）
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会社֓ཁ 式の状況ג

価・売ങ高のਪҠג

େגओ（上Ґ10名）

ॴ有者ผ分状況

ॴ有ג数ผ分状況

報サイトの͝Ҋ内

社外からのධ価

マϒチϞーターは、גओ・投資Ոのօ༷へ公平・ద時かつ明ྎな報開ࣔを行う͜とを基本方としています。ϗーϜϖーδ
の投資Ո報サイトで報開ࣔの・ॆ実をਤっていますので、ੋ非͝高ཡͩ͘͞い。

ͦのଞの社外からのධ価、ࢍ同するイχシアテΟϒはͪ͜Β�

˔ࢿՈใαΠτ
https://www.mabuchi-motor.co.jp/investor/

˔αスςナϏϦςΟใαΠτ
https://www.mabuchi-motor.co.jp/csr/

健康ܦ営༏ྑ法人制度とは、地域の健康
՝にଈした取Έや日本健康会ٞがਐ
める健康૿ਐの取Έをとに、ಛに༏
ྑな健康ܦ営を実ફしているେ企業や中
খ企業等の法人をݦজする制度です。 

ʮ݈ܦ߁Ӧ༏ྑ๏ਓ202�ʢେن๏ਓ෦ʣʯʹ
̑࿈ଓͰೝఆ 

ʮプラチφ る͘ΈΜʯとは、次ੈ育支ԉ対ࡦ
ਪਐ法に基ͮきʮࢠ育てサϙート企業ʯとして

る͘ΈΜೝ定͞れた企業のうち、ߋに高い水準
の取りΈを行っている企業が受͚る͜とので
きるೝ定です。千༿ݝ内でʮプラチφ る͘ΈΜʯ
ೝ定を取得したのは12社のΈです。

（2023年12月時点） 

ʮϓϥνφ Δ͘ΈΜʯʹ ೝఆ 

2020年、ް生労働େਉより、女性の活躍ਪਐ
の状況が༏ྑな企業として最༏ྑで͋る͜とを
表す3ஈ֊のʮえる΅しೝ定ʯを取得しました。 

ͱͯ͠ۀا༂ਪਐ׆ੑঁ
ʮ͑Δ΅͠ೝఆʯͷߴ࠷位Λऔಘ 

.SCI ESG 格付͚は、企業がESG（環境、
社会、ガόφンス）のリスクとػ会をͲのఔ
度ద切に管理できているか分ੳし、最上Ґラ
ンクの"""から最下ҐランクのCCCまで７
ஈ֊で格付͚したので、ESG投資のੈք的なධ価ࢦඪと͞れています。 

マϒチϞーターג式会社による.SCI ESG 3eTeBSch LLCまたはͦの関連会社
（.SCI）のデータの使用や、.SCIのロゴ、ূጪ、サービスマークやインデッ
クス名の使用は、.SCIによるマϒチϞーターג式会社の後ԉ、એ、販売ଅ
ਐを行うのでは͋りまͤΜ。.SCIのサービスとデータは、.SCIまたはͦ
の報プロόイμーの資産で͋り、現状をఏࣔするので͋り、保ূするの
では͋りまͤΜ。.SCIの名শとロゴは、.SCIのඪまはたサービスマークです。
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ʮSO.POサステφビリテΟ・インデックスʯは、
ESG （環境、社会、ガόφンス）の取りΈに༏
れる300社によってฑがߏ͞れ、同社のʮサ
ステφϒル運用ʯに活用͞れています。 

40.10αεςφϏϦςΟɾΠϯσοΫεͷߏฑʹબఆ 

本インデックスは、֤ηクターにおいて相対的に
環境、社会、ガόφンス（ESG）の対Ԡに༏れ
た日本企業のύϑΥーマンスを反өするインデッ
クスで、ηクター・χϡートラルとなるようઃ計
͞れています。また、本インデックスは年金ੵཱ金管理運用ಠཱ行政法
人（GPI'）のESG投資にお͚るύッシϒ運用ϕンチマークとして採用
͞れており、当社は2023年６月にߏฑとしてબ定͞れました。 
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˞当社は、投資୯Ґ当たりの金額を引き下͛る͜とにより、投資Ոのօ༷がより投資しやすい環境をえるととに、当社ג式の流動性や投資Ոの֦େをਤる
　͜とを的として、2024年１月１日を効力発生日として当社ී通ג式１גにつき２גの割合でג式分割を実ࢪいたしました。なお、上هデータにつきましては、
。式数を基準としておりますג式分割લのג　
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